




久 慈 市 の 概 要

自然的条件

　久慈市は、岩手県北東部に位置しています。東側は、太平洋に面した海岸段丘が連
なり、小袖海岸など三陸復興国立公園の代表的な景勝地を有しており、西側は、遠島
山など標高 1,000 ｍ以上の山嶺を有する北上高地の北端部にあたります。また、東流
する久慈川・長内川等の河川が北上高地を開析し、急峻な渓谷を形成しながら太平洋
に注いでいます。
　総面積 624㎢のうち森林面積が全体の 86％（536㎢）を占めており、平庭高原の白
樺林や久慈渓流は久慈平庭県立自然公園に指定されています。
　気象は、太平洋に面していることもあり、海洋性気候と内陸性気候の両方の気象状
態を併せ持ち、夏季にはヤマセ（偏東風）の影響を受けることが多く、比較的冷涼な
気候です。
また、冬季は比較的温暖ですが、北西の季節風が強く、春先にはフェーン現象も見ら
れます。
　降水量は、年間平均 1,000 から 1,200㎜程度と県内でも比較的少なく、積雪量も比
較的少ない地域ですが、西側山間部では多雪地区もあり、春先の大雪や晩霜による農
作物への被害を受けることがあります。

歴史的沿革

　久慈市の起源は、埋蔵文化財調査等により出土した石器や土器、遺跡等から１万年
以上前の石器時代に遡るものと推定されています。
　また、古くから琥珀の産地として知られ、遠く奈良の都まで運ばれて装飾品の一部
や貴石として扱われていたほか、江戸時代には砂鉄、馬、海産物の主要な産地として
栄えました。明治に入ると、九戸県、八戸県、江刺県、盛岡県と変遷し、明治５年に
岩手県所属となりました。
　明治 11年に九戸郡が分割され、現在の久慈市の大半は南九戸郡に所属することと
なりました。
　明治 22 年４月には「町村制」が施行され、これに伴い小規模の村々が合併するこ
ととなり、南九戸郡に所属する久慈町（４村が合併）、長内村（２村）、大川目村（２村）、
夏井村（６村）、山根村（６村）、宇部村（１村）、山形村（７村）と、北九戸郡に所属
する侍浜村（３村が合併）が誕生しました。
　明治 29年には、南九戸郡と北九戸郡が九戸郡に統合されました。
　この後、昭和の大合併の時代に入り、昭和 29 年には、２町５村が合併し久慈市が
誕生しました。
　平成 18年３月６日に、旧久慈市と旧山形村が合併し、現在の久慈市が誕生しました。
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１　教育委員会

○ 教育委員会の構成

職　　名 氏　　名 任　　期

教　育　長 後　　　忠　美
自　平成 30 年４月 28 日

至　令和３年４月 27 日

委　　　員

（教育長職務代理者）
成　田　不　美

自　平成 29 年４月 28 日

至　令和３年４月 27 日

委　　　員 宇　部　京　子
自　平成 31 年４月 28 日

至　令和５年４月 27 日

委　　　員 齊　藤　　　豊
自　令和２年４月 28 日

至　令和６年４月 27 日

委　　　員 平　谷　　　靖
自　平成 30 年４月 28 日

至　令和４年４月 27 日

委員　宇　部　京　子

教育長　後　　　忠　美

委員　齊　藤　　　豊

委員　成　田　不　美

（教育長職務代理者）

委員　平　谷　　　靖
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○ 歴代教育委員長
○旧久慈市 ○旧山形村

氏　名 就 任 期 間 氏　名 就 任 期 間
横　山　清太郎 昭29.11. 3～昭30. 4.29 二ッ神　啓　造 昭27.11. 1～昭35. 9.30
三　上　正　喜 昭30. 4.30～昭31. 9.30 清水頭　忠　志 昭35.10. 1～昭38. 9.30
長　内　正太郎 昭31.10. 1～昭34. 3. 8 小笠原　武　夫 昭38.10. 1～昭41. 3. 2
岡　田　喜　作 昭34. 4. 7～昭43. 9.30 滝　山　美智男 昭41. 3.20～昭42. 3.31
中　野　定　一 昭43.10.14～昭45. 9.27 鈴木　利右衛門 昭43. 3.18～昭45. 6.23
晴　山　福一郎 昭45. 9.28～昭46. 3 .7 蒲　野　冨　蔵 昭46. 6.26～昭50. 9.30
中　野　定　一 昭46. 5.28～昭49. 6.15 中　野　龍　雄 昭50.10. 8～昭52. 3.23
藤　原　圓　海 昭49. 7.30～昭52. 7.19 二　又　幸四郎 昭52. 3.24～昭58. 9.30
三　浦　芳　定 昭52. 7.19～昭54. 5.20 皆　川　喜久造 昭58.10. 1～昭59. 9.30
村　田　忠　雄 昭54. 5.21～昭55. 3.31 皆　川　　　勉 昭59.10. 1～昭60. 9.30
三　浦　芳　定 昭55. 4. 1～昭56. 3.31 嵯　峨　留三郎 昭60.10. 1～平 5. 9.30
中　野　繁　美 昭56. 4. 1～昭56. 9.30 石　渡　高　雄 平 5.10. 1～平 7. 3.30
久　慈　正　巳 昭56.10. 2～昭59. 9.30 皆　川　鬼一郎 平 7. 6.30～平 9. 1.27
岩　城　末　三 昭59.10. 1～平 1. 9.30 日　影　豊美智 平 9. 3.13～平12. 9.30
久　慈　文　雄 平 1.10. 6～平 7. 6.10 橋　本　助　一 平13. 1. 1～平18. 3. 5
外　舘　清　幸 平 7. 6.12～平 8. 6.11
久　慈　文　雄 平 8. 6.12～平 9. 6.11
大　澤　正　夫 平 9. 6.12～平16. 3.31
稲　田　泰　山 平16. 4. 1～平17. 9.30
岩　城　紀　元 平17.10. 3～平18. 3. 5

○新久慈市
氏　名 就 任 期 間

岩　城　紀　元 平18. 3. 6～平21. 4.27
鹿　糠　敏　文 平21. 5. 9～平27. 3.31
成　田　不　美 平27. 4. 1～平30. 4.27

○ 歴代教育長
○旧久慈市 ○旧山形村

氏　名 就 任 期 間 氏　名 就 任 期 間
下　町　七之蔵 昭29.11. 3～昭31. 6.30 橋　本　文　蔵 昭27.11. 1～昭28. 3.31
三　上　正　喜 昭31.10. 1～昭34. 5.17 川　村　一　男 昭28. 4. 1～昭30. 3.31
畑　田　長　吉 昭34.11. 4～昭39. 9.30 佐々木　武　司 昭30. 9.10～昭32. 3.31
砂　子　由次郎 昭39.12.12～昭50. 2.17 松　生　利　直 昭32. 7. 1～昭43. 9.30
島　川　一　雄 昭50. 2.18～昭50.10. 6 大鹿糠　倉　松 昭43.10. 1～昭52. 3.31
横澤田　喜代治 昭50.12.22～昭61. 2.28 中　野　龍　雄 昭52. 4. 1～昭59.12.29
長　内　俊　雄 昭61. 6.16～平 8.12.11 大　沢　正　夫 昭60. 4. 1～平 2. 3.31
目　黒　政　男 平 8.12.16～平11. 5.31 朝　岡　清　吉 平 2. 4. 2～平10. 3.31
外　舘　　　弘 平11. 6. 7～平17. 3.31 柴　田　孝　夫 平10. 4. 1～平13. 3.31
鹿　糠　芳　夫 平17. 4. 1～平18. 3. 5 青　柳　一　義 平13. 4. 1～平16. 3.31

松　川　　  孝 平16. 4. 1～平18. 3. 5

○新久慈市
氏　名 就 任 期 間

鹿　糠　芳　夫 平18. 3. 6～平19.10.21
末　﨑　順　一 平20. 3.18～平22. 4.27
亀　田　公　明 平22. 4.28～平26. 4.27
加　藤　春　男 平26. 4.28～平30. 4.27
後　　　忠　美 平30. 4.28～
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○ 歴代教育委員
○旧久慈市

氏  名 就任年月日 退任年月日 氏  名 就任年月日 退任年月日
下　町　七之蔵 昭29.11. 3 昭31. 6.30

三　浦　芳　定

昭49. 7.26 昭50. 5.19
横　山　清太郎 昭29.11. 3 昭30. 4.29 昭50. 5.21 昭54. 5.20

晴　山　福一郎

昭29.11. 3 昭30. 4.29 昭54. 5.21 昭58. 5.20
昭34. 3.18 昭36. 9.30 昭58. 5.31 昭62. 5.30
昭36.10. 1 昭40. 9.30 島　川　一　雄 昭50. 2.18 昭50.10. 6
昭40.10. 1 昭44. 9.30

横澤田　喜代治

昭50.12.22 昭51.12.11
昭44.10. 1 昭48. 9.30 昭51.12.12 昭55.12.11

五日市　謙二郎 昭29.11. 3 昭30. 4.29 昭55.12.12 昭59.12.11
久　慈　孝　郎 昭29.11. 3 昭30. 4.29 昭59.12.12 昭61. 2.28

岡　田　喜　作

昭29.11. 3 昭30. 4.29 村　田　忠　雄 昭51. 4. 1 昭55. 3.31
昭30. 4.30 昭31. 9.30

久　慈　正　巳
昭52. 9. 6 昭55. 9.30

昭31.10. 1 昭35. 9.30 昭55.10. 1 昭59. 9.30
昭35.10. 1 昭39. 9.30 昭59.10. 1 昭61. 9.30
昭39.10. 1 昭43. 9.30

掘　畑　與一郎
昭55. 4. 1 昭59. 3.31

昭43.10. 1 昭44.10.20 昭59. 4. 1 昭61.11.30

久　慈　　　巌
昭29.11. 3 昭30. 4.29

岩　城　末　三
昭56.10. 1 昭60. 9.30

昭43.10. 1 昭46. 3.31 昭60.10. 1 平 1. 9.30
八　幡　捨　男 昭29.11. 3 昭30. 4.29

長　内　俊　雄
昭61. 6.16 昭63.12.11

中　野　省一郎 昭29.11. 3 昭30. 4.29 昭63.12.12 平 ４.12.11

三　上　正　喜
昭30. 4.30 昭31. 9.30 平 ４.12.12 平 ８.12.11
昭31.10. 1 昭34. 5.17

髙　谷　淳　子
昭61.12. 8 昭63. 3.31

久　慈　清　一
昭30. 4.30 昭31. 9.30 昭63. 4. 1 平 ４. 3.31
昭31.10. 1 昭34. 9.30

外　舘　清　幸
昭61.12. 8 昭63. 9.30

昭34.10. 1 昭38. 9.30 昭63.10. 1 平 ４. 9.30

長　内　正太郎
昭30. 4.30 昭31. 9.30 平 ４.10. 1 平 ８. 9.30
昭31.10. 1 昭32. 9.30

久　慈　文　雄
昭62. 6.11 平 ３. 6.10

昭32.10. 1 昭34. 3. 8 平 ３. 6.11 平 ７. 6.10

山　田　　　正
昭30. 4.30 昭31. 9.30 平 ７. 6.11 平11. 6.10
昭31.10. 1 昭33. 9.30 高　見　吉　郎 平 1.10. 1 平 ５. 9.30

中　野　永太郎
昭34. 3.18 昭38. 3.17 播　磨　千　代 平 ４. 4. 1 平 ８. 3.31
昭38. 3.18 昭42. 3.17 佐々木　六　郎 平 ５.10. 1 平 6. 9.30

畑　田　長　吉
昭34.10. 1 昭35. 9.30

稲　田　泰　山
平 6.10. 1 平 ９. 9.30

昭35.10. 1 昭39. 9.30 平 ９.10. 1 平13. 9.30

宇　部　秀　雄
昭39. 3.13 昭43. 3.12 平13.10. 1 平17. 9.30
昭43. 3.13 昭43. 8. 7

大　澤　正　夫
平 ８. 4. 1 平12. 3.31

砂　子　由次郎
昭39.12.12 昭43.12.11 平12. 4. 1 平16. 3.31
昭43.12.12 昭47.12.11

下　舘　洋　一
平 ８.10. 1 平12. 9.30

昭47.12.12 昭50. 2.17 平12.10. 1 平16. 9.30

中　野　定　一
昭42. 5.17 昭46. 5.16 平16.10. 1 平18. 3. 5
昭46. 5.17 昭49. 6.15 目　黒　政　男 平 ８.12.16 平11. 5.31

藤　原　圓　海
昭45. 2.26 昭47. 9.30

外　舘　　　弘
平11. 6. 7 平12.12.15

昭47.10. 1 昭51. 9.30 平12.12.16 平16.12.15
昭51.10. 1 昭52. 7.19 平16.12.16 平17. 3.31

森　岩　春　吉 昭46. 5.18 昭47. 3.12
田　髙　春　男

平11. 6.11 平15. 6.10
大　橋　松五郎 昭47. 3.13 昭51. 3.12 平15. 6.11 平18. 3. 5

中　野　繁　美
昭48.10. 1 昭52. 9.30 岩　城　紀　元 平16. 4. 1 平18. 3. 5
昭52.10. 1 昭56. 9.30 鹿　糠　芳　夫 平17. 4. 1 平18. 3. 5

亀　田　サチ子 平17.10. 1 平18. 3. 5
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○旧山形村
氏  名 就任年月日 退任年月日 氏  名 就任年月日 退任年月日

佐々木　武　司 昭27.11. 1 昭32. 3.31 久　保　定　蔵 昭52. 6.16 昭54. 4.14
二ッ神　啓　造 昭27.11. 1 昭35. 9.30 小笠原　　　寛 昭52.12.24 昭58. 1.12
清水頭　忠　志 昭27.11. 1 昭38. 9.30 田　口　　　譲 昭54. 6.25 昭57. 3.27
漆久保　清　三 昭31.10. 1 昭34. 4. 1 柿　木　和　子 昭58. 5.11 平 ８. 9.30
山　崎　ノ　ブ 昭31.10. 1 昭49. 9.30 石　渡　高　雄 昭58.10. 1 平 ７. 3.30
松　生　利　直 昭32. 7. 3 昭43.10. 1 皆　川　　　勉 昭59.10. 1 昭63. 9.30
滝　山　集　栄 昭34. 5.12 昭40. 9.30 大　沢　正　夫 昭60. 4. 1 平 ２. 3.31
小笠原　武　夫 昭35.10. 1 昭41. 3. 2 嵯　峨　留三郎 昭60.10. 1 平 ５. 9.30

清　水　邦　雄
昭38.10. 1 昭39. 9.24 日　影　豊美智 昭63.10. 1 平12. 9.30
昭58. 5.12 昭60. 5. 7 朝　岡　清　吉 平 ２. 4. 2 平10. 3.31

蒲　田　米　吉 昭39.10. 1 昭42.12.23 皆　川　惣　司 平 ５.10. 1 平 ７. 3.30
滝　山　美智男 昭40.12.23 昭42. 3.31 金　子　浩　治 平 ７. 6.30 平 ９. 9.30
皆　川　喜久造 昭41. 3.18 昭59. 9.30 皆　川　鬼一郎 平 ７. 6.30 平 ９. 1.27
滝　山　栄　男 昭42. 9.21 昭46. 4.17 中屋敷　幸　男 平 ８.10. 1 平18. 3. 5
鈴木　利右衛門 昭43. 3.18 昭45. 6.23 下　舘　志　子 平 ９. 3.10 平18. 3. 5
大鹿糠　倉　松 昭43.10. 1 昭52. 3.31 二　又　久　人 平 ９.12.25 平18. 3. 5
蒲　野　冨　蔵 昭45.10. 1 昭50. 9.30 柴　田　孝　夫 平10. 4. 1 平13. 3.31
石　渡　清　吉 昭46. 6.25 昭52.12.23 橋　本　助　一 平13. 1. 1 平18. 3. 5
二　又　幸四郎 昭50.10. 1 昭58. 9.30 青　柳　一　義 平13. 4. 1 平16. 3.31
中　野　龍　雄 昭49.10. 1 昭59.12.29 松　川　　　孝 平16. 4. 1 平18. 3. 5

※　山形村については、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」施行後の昭和31年10月以降の委員等を掲載した。

○新久慈市
氏　名 就任年月日 退任年月日

岩　城　紀　元 平18. 3. 6 平22. 4.27
松　川　　　孝 平18. 3. 6 平21. 4.27
下　舘　洋　一 平18. 3. 6 平19. 4.27
亀　田　サチ子 平18. 3. 6 平20. 4.27
鹿　糠　芳　夫 平18. 3. 6 平19.10.21

河　野　貫　治
平19. 4.28 平23. 4.27
平23. 4.28 平27. 4.27

末　﨑　順　一 平20. 3.18 平22. 4.27
柴　田　恵　子 平20. 4.28 平24. 4.27

鹿　糠　敏　文
平21. 4.28 平25. 4.27
平25. 4.28 平27. 3.31

佐々木　　　明
平22. 4.28 平26. 4.27
平26. 4.28 平30. 4.27

亀　田　公　明 平22. 4.28 平26. 4.27
吉　田　祥　子 平24. 4.28 平28. 4.27
加　藤　春　男 平26. 4.28 平30. 4.27

成　田　不　美
平27. 4. 1 平29. 4.27
平29. 4.28

宇　部　京　子 平27. 4.28 平31. 4.27
平31. 4.28

野　場　秀　輝 平28. 4.28 平29.12.29

齊　藤　　　豊
平30． 4.18 令 ２． 4.27
令 ２． 4.28

平　谷　　　靖 平30． 4.28
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○ 教育委員会機構図

総 務 係
教 育 総 務 課 施設管理係

学校事務係

事

務

局

学 校 教 育 課 指 導 係

社会教育係
生 涯 学 習 課

社会体育係

総務管理係
文 化 課 企画事業係

郷土文化係

山 形 教 育 室 庶 務 係

小 学 校 14 校
市 立 学 校

教
育
委
員
会

教

育

長

教

育

部

長

教

育

機

関

中 学 校 8 校

教 育 研 究 所

学 校 給 食 セ ン タ ー 業 務 係
山形地区学校給食センター 業 務 係

図 書 館 図 書 係
山 形 図 書 館 図 書 係

久慈市文化会館
文 化 会 館 （アンバーホール）

久慈市山村文化交流センター
（おらほーる）

市民体育館
第二体育館

補
助
執
行
施
設

市民柔剣道場
市民弓道場
市民庭球場

体 育 施 設
総合運動場
市民相撲場
侍浜マレットゴルフ場
宇部マレットゴルフ場
屋内ゲートボール場
山形B&G海洋センター
市民総合プール
侍浜地区プール
小久慈地区プール
大川目地区プール
宇部地区プール
夏井地区プール
市営野球場

三 船 十 段 記 念 館 企画事業係
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○ 教育委員会の職員構成
（令和２年４月１日）

職 種

組 織

部

　

　

長

課
・
館
・
所
・
室
長

係

長

主

　

　

査

主

　

　

任

主

　

　

事

社

教

主

事

調

理

師

用

務

員

指

導

主

事

定
数
外

合
  



計

駐

 
在

再

任

用

会
計
年
度

任
用
職
員

事
　
　
務
　
　
局

1 1

教 育 総 務 課 1 3 2 1 1 （3） 8 （3）

学 校 教 育 課 1 1 1 1 （2） （37） 4 （39）

生 涯 学 習 課 1 2 1 2 2 （5） 8 （5）

文 化 課 1 3 2 1 2 （1）（6） 9 （7）

山 形 教 育 室 1 （10） 1 （10）

計 1 4 9 6 5 5 1 （2）（1）（61） 31 （64）

教
育
機
関
及
び
補
助
執
行
施
設

教 育 研 究 所 （2） （2）

学校給食センター 1 1 1 （3） 3 （3）

山形地区学校給食センター 1 （1） （1） 1 （2）

図　 書　 館 1 （1）（1） 1 （2）

山 形 図 書 館 （3） （3）

三船十段記念館 1 （1）（2） 1 （3）

計 1 3 1 1 （4）（2）（9） 6 （15）

学
　
校

小　 学　 校 3 （11） 3 （11）

中　 学　 校 2 （9） 2 （9）

計 5 （20） 5 （20）

合 　 　 　 計 1 5 12 7 6 5 5 1 （6）（3）（90） 42 （99）

　※（　）は定数外職員
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２　教育行政方針

今議会において、令和２年度一般会計予算案をご審議いただくにあたり、教育行政に係る

主要な施策についてご説明申し上げ、議員各位のご理解とご協力を賜わりたいと存じます。

社会を取り巻く状況は、少子高齢化、人口の減少に拍車がかかり、高度情報化や国際化が

急速に進み、教育環境においても様々な影響が生じております。

学校教育におきましては、少子化に伴う学校の小規模化への対応が求められるほか、児童

生徒の学力向上対策、情報活用能力の育成や情報モラル教育、キャリア教育の充実、いじめ

問題に対する細やかな対応、小学校の英語教育・道徳の教科化への対応、教職員の多忙化、

施設の老朽化など、様々な課題がございます。

また、市民の社会教育活動を支援するための生涯学習環境の充実や、市民がスポーツに親

しむ機会を増やすためのスポーツ環境の整備、久慈城跡をはじめとした歴史・文化の取り組

み、新久慈市立図書館の運営につきましても、教育行政の重要な責務であり、課題であると

とらえているところであります。

教育委員会といたしましては、これら諸課題の解決のため、以下の教育行政施策を積極的

に推進し、久慈市の目指す将来像「子どもたちに誇れる 笑顔日本一のまち 久慈」の具現化

に向けて、学校教育、生涯学習、芸術・文化、生涯スポーツの一層の充実に努めてまいりま

す。

第１に、「学校教育の充実」について申し上げます。

　はじめに、「生きる力の育成」についてでありますが、「生きる力」の育成を理念として掲

げている学習指導要領の趣旨を踏まえ、「学び考える力の育成」「豊かな心の育成」「健やか

な体の育成」を目指し、引き続き、これまでの指導・支援を継続して学校教育の充実を図る

とともに、新学習指導要領の本格実施に対応し、趣旨や改訂のポイントの周知徹底を図って

まいります。

　「学び考える力の育成」につきましては、国や県が実施する諸調査に加え、「ＣＲＴ標準学

力検査」を実施し、その分析結果に基づいて、授業改善のための教育研究を行うとともに、

各校における学力保障の取組や研修等を支援してまいります。

　また、少子化による複式学級の増加に対応すべく、平成 29年度に開始した「複式授業研

修会」を継続し、研修体制の充実と教員の資質向上を図り、児童・生徒の学力保障に努めて

まいります。

　さらには、児童・生徒へのきめ細やかな指導が行えるよう、少人数学級や複式学級への教

員等の配置、部活動指導員の配置など教職員の負担軽減を進める、教育環境の整備に努めて

まいります。

　「豊かな心の育成」につきましては、道徳的価値を自分事として理解し、多面的・多角的
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に深く考えたり議論したりする道徳教育の推進が図られるよう各校への支援を行うなど道徳

教育の充実に努めるとともに、教育活動全体を通して、生命や自然、伝統・文化を尊重する

精神、思いやりの心や感性豊かな心を育み、人間関係の深まり、規範意識の高まりを醸成す

る特別活動、体験的な学習の充実にも努めてまいります。

　また、学校・地域・家庭との連携・協働による、地域への愛着心を育む教育の推進に努め

るとともに、生徒指導に関わる教職員の研修の実施や、「スクールカウンセラー」「スクール

ソーシャルワーカー」の活用及び適応指導教室「あすなろ塾」の開設、心理検査を継続実施

するなど、学校不適応・不登校やいじめの未然防止・早期発見・早期対応に努めてまいります。

　さらには、山形地区小学校の「集合学習」を実施し、多くの交流体験から社会性を育むと

ともに、「音楽発表会」の開催等を通して、感性を高める機会の確保に努めてまいります。

　加えて、未来を創造していく子どもたちを育成するため、体験を生かした復興教育と防災

教育を推進してまいります。

　次に、「健やかな体の育成」につきましては、児童生徒がたくましく生きていくための知識・

体力を身につけるため、体力向上、健康の保持増進、安全に対する意識高揚を図り、学校体

育や健康教育、安全教育、食育を推進してまいります。

　また、登下校の安全対策については、通学路交通安全プログラムに基づきスクールガード

や関係機関と連携し、安全確保に取り組んでまいります。

　次に、「国際理解教育の充実」についてでありますが、本年度から教科化される小学校５・

６年生の外国語教育及び平成 30年度から先行実施している同３・４年生の外国語活動の充

実のため、岩手県教育委員会と連携して各校を支援するとともに、外国語指導助手の小・中

学校への派遣による英語教育の充実に努めてまいります。

　また、生きた英語や異文化に直接触れる機会となる中高生海外派遣事業の実施により、国

際感覚を磨き、広い視野で総合的に物事を考えることができるグローバル人材の育成に努め

てまいります。

　次に、「特別支援教育の充実」についてでありますが、「共に学び、共に育つ」インクルー

シブ教育を推進するとともに、児童生徒個々の教育的ニーズに応じた効果的な指導に努めて

まいります。

　そのために、「くじかがやきプラン」による特別支援教育支援員を配置し、きめ細やかな

支援を行うとともに、支援が必要な未就学児の就学の支援を行う就学支援コーディネーター

を中心として関係部局と連携し、円滑な就学支援に努めてまいります。

　次に、「情報教育の充実」についてでありますが、複雑化・高度化する情報化社会の進展

に対応するため、児童生徒への情報モラル教育の充実に努めるとともに、情報通信技術を効

果的に活用した授業を推進し、児童生徒の情報活用能力を育成してまいります。

　次に、「キャリア教育の充実」についてでありますが、４つの基礎的・汎用的能力として

「人間関係形成・社会形成能力」「課題対応能力」「自己理解・自己管理能力」「キャリアプラ

ンニング能力」を位置づけ、これを育成すべく復興教育や教科教育、学級活動と関連付けた
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キャリア教育を充実させてまいります。そのために久慈市キャリア教育推進協議会と連携し、

令和元年度から実施した合同職業講演会「キャリアオーケストラ」や、市内全中学校が一斉

に職場体験をする社会体験WEEK を継続して取り組んでまいります。

　次に、「学習環境の充実」についてでありますが、遠距離通学となる児童・生徒に対し、

スクールバス等の運行など通学区域に応じた支援を実施してまいります。また、経済的な理

由により就学困難な児童・生徒に対し、就学援助事業を実施するなど、学習環境の向上に努

めてまいります。

　小中学校の適正配置につきましては、「小中学校の適正配置に関する基本方針」に基づき、

保護者や地域住民の理解を得ながら、計画的に取り組んでまいります。

　次に、「学校施設の充実」についてでありますが、まず、久慈湊小学校の移転改築について、

移転先候補地の用地測量等に着手してまいります。また、施設の計画的な改修、改築、保全

管理等につきましては、久慈市公共施設等総合管理計画等との整合を図り、施設の状況を把

握しながら、児童・生徒が快適で、安心・安全な学校生活をおくれるよう環境の整備に努め

てまいります。

　次に、「学校給食の充実」についてでありますが、本年度は久慈地区については 22年振り、

山形地区については 21年振りとなる給食費の改定を行うこととしており、従前にも増して、

安全で安心な給食を提供し、児童・生徒の心身が健やかに成長していけるよう、食に関する

正しい理解と望ましい食習慣の形成について、成長過程に応じた指導に努めてまいります。

　また、地域の食文化に対する理解を図るとともに、地場産食材を積極的に取り入れながら、

親しみのある給食づくりに取り組み、地産地消及び食育の推進に努めてまいります。

　

第２に、「生涯学習の充実」について申し上げます。

　はじめに、「生涯学習の充実」についてでありますが、市民の学習意欲に応じた多様な学

習機会の提供や学習環境の整備・支援に努め、その学習成果を地域の活性化や社会参画活動

に活かすことができるよう関係団体と連携・協働して進めてまいります。

　また、子育て期における家庭での教育を支援するとともに、放課後子ども教室や学校支援

地域本部事業の実施を通して学校・家庭・地域の連携を促進し、地域全体で子どもを育む環

境を整備してまいります。

　次に、「文化施設の連携と芸術文化活動の充実」についてでありますが、活動拠点となる「ア

ンバーホール」及び「おらほーる」の連携による効率的な運用を図りながら、市民のニーズ

に応えた管理・運営に努めてまいります。

　また、市民の芸術文化に対する多様な興味・関心に応えられるよう、鑑賞型事業や参加型

事業を実施し、情報発信に努めるとともに、芸術文化団体や学校等とのネットワークを活か

しながら、市民の参画と協働による芸術文化活動の推進に努めてまいります。

　次に、「図書館機能の充実」についてでありますが、本年７月に市民待望の新久慈市立図

書館が開館し、利便性の向上が一層図られるとともに、多様化するニーズに応えた質の高い
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サービスの提供に向け、指定管理者と連携して取り組んでまいります。

　また、市民に親しまれる図書館として、市内外に情報を発信するとともに、将来を担う子

供たちの読書活動の推進や子育て世代を応援する事業の実施など、地域における読書環境の

整備に努めてまいります。

　次に、「地域の歴史と文化の継承と発信」についてでありますが、各種文化財や史跡等の

調査と保存、収蔵資料等の有効活用、郷土芸能祭の開催等による伝統芸能の継承に取り組み、

地域に受け継がれてきた文化遺産の保護と、久慈の歴史・文化に関する情報の積極的な発信

に努めてまいります。

第３に、「生涯スポーツの振興」について申し上げます。

　はじめに、「生涯スポーツの充実」についてでありますが、第５回となる久慈あまちゃん

マラソン大会など、様々な世代の市民が参加できるスポーツイベント等の充実を図り、誰

もがいつでも気軽に健康増進と体力づくりができる環境の整備に取り組むとともに、東京

2020 オリンピック・パラリンピック競技大会に係る、聖火リレーや復興「ありがとう」ホ

ストタウン等関連事業の実施を通じて、市民が主体的、継続的にスポーツに親しむ機運の醸

成に努めてまいります。

　競技スポーツの振興につきましては、一般社団法人久慈市体育協会をはじめ関係団体との

連携により、高いレベルでの指導者養成、選手強化に努め、競技力の向上を図るとともに、

当市で 20年ぶりに開催される北奥羽総合体育大会の円滑な実施を支援してまいります。

　次に、「体育施設の有効活用」についてでありますが、指定管理者と連携し、市民のニー

ズを踏まえたサービスの提供に努めるとともに、久慈市公共施設等総合管理計画に基づき、

計画的な施設の改修を進め、利用促進と適正な管理運営を目指してまいります。

　次に、「柔道のまちづくりの推進」についてでありますが、三船十段生誕の地である「柔

道のまち久慈」を将来に亘って発信すべく、各種大会や教室の開催等により、柔道の普及発

展と競技力の向上を図るとともに、柔道を「する人」のみならず、「観る人」「応援する人」

を含めた柔道愛好者及び柔道人口の拡大に努めてまいります。

　以上、令和２年度の教育行政施策の大要について申し上げましたが、本市の豊かな自然環

境や先人が育んでまいりました歴史や伝統・文化、地域の資源を生かし、社会の多様な場で

活躍する人材を育てるまちづくりを推進するため、学校・家庭・地域と一体となって、教育

行政を積極的に推進してまいる所存であります。

　議員各位におかれましては、深いご理解と一層のご支援、ご協力を賜りますようお願い申

し上げまして、教育行政方針演述を終わります。

（令和２年２月 21日　第５回久慈市議会定例会議教育委員会委員長演述）
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３　教育財政 
○ 市の財政と教育費予算

　令和２年度の久慈市一般会計の予算総額は 211 億 6,300 万円で、前年度予算と比較する
と 10億 3,000 万円の増となっています。このうち教育費の予算額は 19億 1,449 万 4,000
円であり、一般会計予算に占める割合は約 9.1％となっています。
　また、教育費の予算額を前年度と比較すると 157 万 3,000 円の減となっています。

一般会計予算の概要（令和２年度当初予算）	 	 	 	
○　歳　入				    　  （単位：千円）

款 本年度予算額Ａ 前年度予算額Ｂ 比較増減 A‒B
1 市　　　税 3,835,308 3,881,907 △ 46,599
2 地方譲与税 264,441 213,062 51,379
3 利子割交付金 4,778 5,030 △ 252
4 配当割交付金 8,596 9,049 △ 453
5 株式等譲渡所得割交付金 7,028 5,901 1,127
6 法人事業税交付金 37,467 0 37,467
7 地方消費税交付金 797,617 708,828 88,789
8 環境性能割交付金 34,130 17,963 16,167
9 地方特例交付金 20,299 66,336 △ 46,037
10 地方交付税 7,745,674 7,446,252 299,422
11 交通安全対策特別交付金 3,207 3,563 △ 356
12 分担金及び負担金 70,544 104,799 △ 34,255
13 使用料及び手数料 78,672 80,082 △ 1,410
14 国庫支出金 2,633,118 2,703,176 △ 70,058
15 県 支 出 金 1,647,718 1,679,462 △ 31,744
16 財 産 収 入 30,757 36,368 △ 5,611
17 寄　附　金 306,000 204,000 102,000
18 繰　入　金 893,332 679,486 213,846
19 繰　越　金 100,000 100,000 0
20 諸　収　入 667,550 664,216 3,334
21 市　　　債 1,976,764 1,505,557 471,207
（自動車取得税交付金） 17,963 △ 17,963

歳　　入　　計 21,163,000 20,133,000 1,030,000

○　歳　出				      単位：千円

款 本年度予算額 A 前年度予算額 B 比較増減 A‒B
1 議　会　費 198,030 208,956 △ 10,926
2 総　務　費 2,330,311 2,541,294 △ 210,983
3 民　生　費 6,347,513 6,163,772 183,741
4 衛　生　費 3,270,440 2,322,354 948,086
5 労　働　費 49,772 56,035 △ 6,263
6 農林水産業費 998,407 930,662 67,745
7 商　工　費 874,047 835,596 38,451
8 土　木　費 1,202,478 1,178,436 24,042
9 消　防　費 1,002,802 889,813 112,989
10 教　育　費 1,914,494 1,916,067 △ 1,573
11 災害復旧費 209,000 325,068 △ 116,068
12 公　債　費 2,750,706 2,749,947 759
13 予　備　費 15,000 15,000 0

歳　　出　　計 21,163,000 20,133,000 1,030,000
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○ 教育費予算の概要
（単位：千円）

項　　目 予　算　額 説　　　　　明
教育総務費 219,702 職員給与費 106,135 

くじかがやきプラン事業費 38,289 
児童生徒教職員健康診断経費 12,088 
派遣指導主事経費 10,764 
教育研究所運営費 8,550 
中高生海外派遣事業費補助金 4,400 
教育委員会事務局経費 4,089 
教育委員報酬 2,688 
○その他経費 32,699 

小学校費 292,554 学校管理経費 94,764 
学校維持補修経費 35,945 
要保護及び準要保護児童援助費 28,447 
情報処理教育振興事業費 52,377 
職員給与費 23,912 
遠距離通学支援事業費〔債務負担〕 10,848 
教育活動費 10,732 
遠距離通学支援事業費 6,881 
○その他経費 28,648 

中学校費 360,836 学校管理経費 61,336 
情報処理教育振興事業費 30,790 
職員給与費 15,581 
学校維持補修経費 151,122 
要保護及び準要保護生徒援助費 22,699 
遠距離通学支援事業費 29,446 
外国語指導助手招へい事業費 13,983 
教育活動費 9,655 
○その他経費 26,224 

社会教育費 419,603 文化会館運営管理費 113,540 
職員給与費（社会教育総務費） 140,072 
文化会館自主事業費 34,000 
図書館運営管理費 16,115 
学校・家庭・地域の連携協力推進事業費 12,019 
三船十段記念館運営管理費 8,587 
職員給与費（三船十段記念館費） 13,425 
久慈市立図書館指定管理費〔債務負担〕 38,236 
○その他経費 43,609 

保健体育費 621,799 学校給食センター運営管理費 409,381 
体育施設指定管理費〔債務負担〕 98,310 
職員給与費（保健体育総務費） 35,643 
職員給与費（学校給食費） 33,157 
体育施設維持管理費 14,650 
久慈市体育協会補助金 7,173 
スポーツ少年団育成事業費補助金 1,967 
学校体育施設開放事業費 3,202 
○その他経費 18,316 

計 1,914,494 
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○ 小・中学校校舎、屋内運動場の建築年一覧
令和２年５月１日現在

区分

学校名

校地面積（㎡） 建物面積（㎡） 教室数

屋　外
運動場 校舎 建築年 屋　内

運動場 建築年 普通
教室

特別
教室

久 慈 小 23,500 8,693 8,480 6,696 H25 1,784 H26 39 23 16 
久慈湊小 11,437 5,010 3,509 2,799 S37 710 S42 17 8 9 
長 内 小 20,137 10,583 4,685 3,851 S48 834 S50 23 14 9 
小久慈小 12,336 6,055 4,937 3,800 H9 1,137 H10 23 13 10 
大川目小 13,981 5,880 3,972 3,264 S60(S52) 708 S60 17 7 10 
夏 井 小 9,908 4,001 2,119 1,512 H12 607 H13 13 3 10 
平 山 小 10,197 4,208 2,742 2,034 S59 708 S61 12 6 6 
侍 浜 小 29,853 13,727 3,861 3,153 S58 708 S59 17 8 9 
宇 部 小 17,437 7,106 3,053 2,433 S49 620 S52 15 8 7 
久 喜 小 13,259 7,187 2,422 1,848 S54 574 S55 12 5 7 
小 袖 小 12,000 7,620 2,208 1,608 S63 600 S63 10 4 6 
山 形 小 9,044 6,454 1,902 1,512 S47 390 S48 12 8 4 
霜 畑 小 5,151 3,736 1,899 1,149 S39 750 H14 7 3 4 
来 内 小 14,516 6,947 1,254 869 H19 385 S57 8 4 4 

計 202,756 97,207 47,043 36,528 10,515 225 114 111 
久 慈 中 26,060 14,840 7,641 6,368 S53(S37) 1,273 S43 36 19 17 
長 内 中 51,079 22,728 5,819 4,735 S55 1,084 S55 29 12 17 
大川目中 23,354 14,792 3,250 2,436 S50 814 S46 15 5 10 
夏 井 中 15,730 11,539 3,252 2,452 S57 800 H6 14 4 10 
侍 浜 中 20,991 10,473 3,138 2,429 S56 709 S56 16 4 12 
宇 部 中 18,320 12,240 2,885 2,176 S56 709 S56 16 5 11 
三 崎 中 13,395 7,930 2,766 2,114 S51 652 S55 12 3 9 
山 形 中 28,445 19,320 3,909 2,701 S57 1,208 S58 17 5 12 

計 197,374 113,862 32,660 25,411 7,249 155 57 98 
旧侍浜小学
校角柄分校 10,534 4,133 1,210 610 S60 600 H6

旧山根小 9,651 6,512 2,072 1,634 S47 438 S49
旧 繋 小 8,395 2,378 1,175 1,175 H13
旧日野沢小 10,089 6,679 1,403 853 S61 550 S61
旧小国小 11,519 6,685 1,357 807 H3 550 H3

計 50,188 26,387 7,217 5,079 2,138 

合　計 450,318 237,456 86,920 67,018 19,902 380 171 209 
注  （　）内は本校舎の改築前からの既設棟の建築年を示す。
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１　学校教育行政

○学校教育行政方針

｢総合力豊かな人材を育てるまちづくり｣
　私たちは、教育の目的として、社会の形成者として必要な資質を備えた心身ともに健
康な人間の育成を目指します。
　そのために、「知・徳・体」の調和のとれた児童・生徒の育成を目指し、学習指導要領
に示された内容の確実な定着に努め、社会人になっていくために必要な総合的な力を身
につけさせること、すなわち、「生きる力」の育成を目指します。

１　基本方針
　「いわて県民計画」と「岩手県教育振興計画」及び「久慈市総合計画」を踏まえ、久慈市
教育行政方針に則り、学校教育の方針を次のように定める。
　○　学び考える力の育成
　○　豊かな心の育成
　○　健やかな体の育成

２　指導の重点
学校教育の充実

　（1） 学び考える力の育成
　　－「学びの総合力」の育成－

①　授業改善の推進
　　教育研究所の充実 ( 授業研究・研究発表 )、指導主事学校訪問指導
②　確かな学力の定着
　　教務主任研修会、各種調査結果の活用、学びのサポート学習塾
③　教科指導の充実
　　ＯＪＴの充実、グループ研究等による同僚性の構築
④　特別支援教育の充実
　　特別支援教育研修、就学支援コーディネーター配置
　　くじかがやきプラン特別支援教育支援員配置
　　（久喜小、霜畑小、来内小、夏井中を除く全校）　
⑤　教育課題への対応
　　教育研究校指定
　　令和元・令和２・令和３：小久慈小（算数）、三崎中（教育課程一般）
　　令和２・令和３・令和４：大川目小（算数）、大川目中（教育課程一般）
　�　指導主事の校内研究会等への派遣、各種研修会の実施、学力調査、広報活動、複式
授業研修会
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　（2） 豊かな心の育成　
－「適切に判断・行動する実践力」の育成－
①　感性を磨く教育の充実
　　小・中学校音楽発表会、道徳教育の推進等支援、山形地区集合学習
②　キャリア教育の推進
　　社会体験支援、情報資料提供、キャリア教育推進事業
③　情報教育の推進
　　ICT 活用の推進、情報モラルの教育推進
④　国際理解教育の推進
　�　ALT 招へい事業の継続、小 ･中学校への派遣、中高生海外派遣・報告会、中学校英
語弁論大会
⑤　生徒指導の充実
　�　久慈市小中高生徒指導連絡協議会支援・連携、生徒指導研修会、よりよい学校生活
と友達づくりのためのアンケート（hyper ‐ QU）の実施
⑥　適応指導の充実
　�　「あすなろ塾」による登校支援・指導の充実、教育相談体制の充実、スクールカウ
ンセラー配置、スクールソーシャルワーカー配置、集合学習・小中連携推進

　（3）健やかな体の育成
－「明るく豊かな生活を営む態度」の育成－
①　健康教育の充実
　　学校保健委員会支援、各種健康診断の実施、AED設置、関係機関・家庭連携
②　安全教育の充実
　　復興・防災教育の充実、スクールガード推進、災害共済給付
③　食育の推進
　　栄養教諭・学校栄養職員派遣、地産地消給食
④　体力運動能力の向上
　　体力・運動能力調査、６０運動の推奨
⑤　体育活動の推進
　�　体育活動推進事業、大会参加支援、校外施設学習支援、適正な部活動運営の推進及
び推進体制の整備
⑥　健康課題への対応
　　健康課題対策、食物アレルギー対策
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○学校教育行政の体系

岩手県教育委員会
　　「学校教育指導指針」 

　　　　　　　　　　　　　　　　

１　�岩手で、世界で活躍する人材の
育成

２　確かな学力の育成

３　豊かな心の育成

４　健やかな体の育成

５　特別支援教育の推進

６　�いじめ・不登校対策等への確か
な対応

７　学びの基盤づくり

  久慈市総合計画（～ 2025）
「子どもたちに誇れる

 笑顔日本一のまち 久慈」
　　　
○　�いつまでも住み続けたいと思う

まちづくり
　
○　�共に支え、元気と安らぎあふれ

るまちづくり

○　�総合力豊かな人材を育てるまち
づくり

○　�資源を生かす魅力とやりがいの
ある産業のまちづくり

県北教育事務所「行政方針」
（重点課題）

１　�目標達成型の学校経営の推進と
組織の活性化

２　�地域に貢献する人材・確かな学
力・豊かな心の育成

３　�体力の向上と心身の健康の保持
増進

４　�多様な学びを通した地域コミュ
ニティの活性化

５　学校事務職員の人材育成の推進

文部科学省
「教育振興基本計画

（基本的な方針）」

１　�夢と志を持ち、可能性に挑戦するた
めに必要となる力を育成する。

２　�社会の持続的な発展を牽引するため
の多様な力を育成する。

３　生涯学び、活躍できる環境を整える。

４　�誰もが社会の担い手となるための学
びのセーフティーネットを構築する。

５　�教育政策推進のための基盤を整備す
る。

＜指導の重点＞ ＜重点事項＞ ＜重点事業・関連事業＞

学
び
考
え
る
力
の
育
成

豊
か
な
心
の
育
成

健
や
か
な
体
の
育
成

Ⅰ　授業改善の推進
「わかる・できる」授業のための教材研
究と実態に応じた指導の工夫改善、各
種検査（CRT、全国・県学力・生徒理解等）
の結果を活かした指導の充実

●　教育研究所（授業研究 ･発表等）
　　授業改善研修、指導主事学校訪問
　　校内研究充実資料

　　教務主任研修会
　　各種調査結果活用
　　学びのサポート学習塾

Ⅱ　確かな学力の定着
組織的取組の推進（共通理解 )、授業評
価、家庭学習の取り組み方についての
指導改善

Ⅲ　教科指導の充実
OJT の充実、グループ研究等による同
僚性の構築

Ⅳ　特別支援教育の充実
個別の指導計画を活用した個に応じた
指導の充実

●　特別支援教育研修
　　くじかがやきプラン支援員配置
　　就学支援コーディネーター配置

Ⅴ　教育課題への対応
小規模・複式教育の充実、キャリア教
育の充実、幼保小・小中・中高連携の
推進

●　指定公開、学校訪問、学力調査
　　各種研修会、広報活動

Ⅰ　感性を磨く教育の充実
体験的活動や道徳教育、復興教育の推
進と充実、自己肯定感、自己有用感の
育成

●　小・中音楽発表会
　　総合学習等支援

Ⅱ　キャリア教育の推進
自ら「社会をどう生きていくか」、「社
会とどう関わっていくか」を考える教
育の推進

●　職場体験支援（総合学習）
　　情報資料提供

Ⅲ　情報教育の推進
ICT 機器（電子黒板等）の積極的な活
用と社会の状況に対応した情報モラル
教育推進

●　ICT 活用推進、情報モラル教育推進

Ⅳ　国際理解教育の推進
小学校外国語活動の推進と ALT（外国
語指導助手）の効果的な活用

●　ALT 小中派遣、中学校英語弁論大会
　　中高生海外派遣・報告会

Ⅴ　生徒指導の充実
生徒指導の３機能を生かした生徒指導
の充実、居場所・絆のある学級経営の
充実、いじめ・不適応への組織的対応

●　生徒指導研修会
　　市地域生指協支援 ･連携
　　諸検査の実施

Ⅵ　適応指導の充実
小中等連携 ( 情報共有・授業参観・交流） 
と教育相談体制充実

●　適応指導事業（あすなろ塾）
　　小中連携推進
　　�スクールカウンセラー・スクールソー
シャルワーカー配置

Ⅰ　健康教育の充実
個に応じた健康教育の推進と関係機関
との連携

●　学校保健委員会支援　
　　�関係機関 ･家庭連携、各種健康診断
実施、AED設置

Ⅱ　安全教育の充実
実態に応じた安全教育の推進と防災教
育を含めた地域連携の強化

●　�復興・防災教育の充実、スクールガー
ド推進

Ⅲ　食育の推進
食育における全体・年間計画の改善と
推進、関係機関との連携

●　栄養教諭等職員派遣、地産地消給食

Ⅳ　体力運動能力の向上
体力・運動能力向上対策の推進
（６０運動の積極的取組）

●　�体力・運動能力調査

Ⅴ　体育活動の推進
体育・保健体育等の授業改善と児童生
徒の体力向上を図る日常活動の推進、
適正な部活動運営の推進及び推進体制
の整備

●　�体育活動推進事業、各種大会参加支
援、 校外施設学習支援

Ⅵ　健康課題への対応
健康学習の充実 ( 生活習慣病、心身成
長等 ) と個別相談の充実

●　健康課題対策、食物アレルギー対策



－ 18－

学制発布　明治　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大正　　　　　　　　　　昭和　　　　　　　　　　学制改革　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成          　　　　　 令和

　　５　　　　　　　　15　　　　　　　25　　　　　　　35　　　　　　　　45　　　　　　　10　　　15　　　10　　　　　　　20　　　　　　　30　　　　　　　40　　　　　　　50　　　　　　　60　　　　　　　　　10　 　20　 　   30 元

 ○明５下大川目小───明12久慈小（校名改称）─────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○明34畑田分───────────────────────────────────（昭43久慈小へ統合）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○昭28長久保小　　　　　　　（昭45久慈小へ統合）

　　　　　　　　○明10門前小──────────────────────────────大11久慈湊小（校名改称）─────────────────────────────────────────────────────────

　　　　　　　　　　　　　○明17枝成沢小────────────────────────────────────────────────────────────────────────────（平22久慈小へ統合）

　　　　　　○明８長内小─────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────

　　　　　　　　　　　　　　　○明23浜埜小─────────────────────────────────────────────────（昭47年長内小へ統合）

　　　　　　　　○明10小久慈小──────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────

○明６大川目小───────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────

　　　　　　　○明９山口小──────────────────────────────────────────（昭29大　川目小へ統合）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　○明９根井小────────────────────────────────────────────────────────────────────（昭60大川目小へ統合）

　　　　　　　○明９大崎小─明19夏井小（校名改称）─明26国坂小（校名改称）──────大９夏井小（校名改称）───────────────────────────────────────────────────────────

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○大９川代小────────────────────────────────────────（平３夏井小へ統合）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○明26平山小─────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────

　　　　　　　○明９北侍浜小────────────────────────────────大12侍浜小（校名改称）────────────────────────────────────────────────────────

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○昭24角柄分─────────────────────────（平25年侍浜小へ統合）

　　　　　　　　○明10南侍浜小────明25本波小（校名改称）──────────────────────昭11麦生小（校　名改称）──────────────────────────（平21平山小・侍浜小へ統合）

　　　　　　　○明９宇部小────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○昭25小倉分────（昭49宇部小へ統合）

　　　　　　　　　○明12三崎分─明19三崎小（校名改称）─明34久喜小（校名改称）───────────────────────────────────────────────────────────────────────────

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○明34小袖小─────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────

　　　　　　　○明９戸鎖小────────明28山根小（校名改称）────────────────────────────────────────────────────────────────（平26年小久慈小へ統合）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○昭　19上戸鎖分─────（昭45山根小へ統合）

　　　　　　　○明９木売内小─────────────────────────────────────────────────────────（昭46山根小へ統合）　

　　　　　　　　○明10端神小─────────────────────────────────────────────────────────（昭46山根小へ統合）　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○昭24細野小────（昭46山根小へ統合）　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○明19深　田小小田瀬分─────（昭46山根小へ統合）　

　　　　　　　○明９深田小──────────────────────────────────────────────────────────────────（昭56山根小へ統合）

　　　　　　○明８山形小─────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────

　　　　　　　○明９小国小──────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────（平30山形小へ統合)────

　　　　　　○明８霜畑小─────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────

　　　　　○明７戸呂町小───────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────（平24山形小へ統合)─

　　　　　　　○明９繋小──────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────（平23山形小へ統合)─

　　　　　　○明８日野沢小─────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────（平23山形小へ統合)─

　　　　　　○明８荷軽部小──────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────（平24山形小へ統合)─

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○昭28来内小────────────────────────────────────────

１　久 慈 小

２　久慈湊小

３　長 内 小

４　小久慈小
５　大川目小

６　夏 井 小

７　平 山 小
８　侍 浜 小

９　宇 部 小

10　久 喜 小
11　小 袖 小

12　山 形 小
13　小 国 小
13　霜 畑 小

14　来 内 小

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○昭22久慈中─────────────────────────────────────────────

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○昭22久慈中枝成沢分（昭32久慈中へ統合）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○昭22長内中─────────────────────────────────────────────

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○昭23長内中浜埜分（昭28長内中へ統合）　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○昭22滝中───────────────────（平１長内中へ統合）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○昭22大川目中────────────────────────────────────────────

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○昭22夏井中─────────────────────────────────────────────

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○昭22侍浜中─────────────────────────────────────────────

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○昭22侍浜中麦生分　昭29麦生中（校名改称）───────（平21夏井中・侍浜中へ統合）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○昭22宇部一中　昭29宇部中（校名改称）────────────────────────────────

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○昭22宇部二中　昭29三崎中（校名改称）────────────────────────────────

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○昭22山根中────────────────────────────-（平26年長内中へ統合）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○昭22川井中　昭29山形中（校名改称）─────────────────────────────────

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭46日野沢中が統合）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭58来内、荷軽部、戸呂町、繋中が統合）　（平２小国中が統合）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○昭22霜畑中───────────────────────────（平21山形中へ統合）

１　久 慈 中

２　長 内 中

３　大川目中
４　夏 井 中
５　侍 浜 中

６　宇 部 中
７　三 崎 中

８　山 形 中

○は開校年、↑は統合年

２　学　　校

○小・中学校のあゆみ



－ 19－

学制発布　明治　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大正　　　　　　　　　　昭和　　　　　　　　　　学制改革　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成          　　　　　 令和

　　５　　　　　　　　15　　　　　　　25　　　　　　　35　　　　　　　　45　　　　　　　10　　　15　　　10　　　　　　　20　　　　　　　30　　　　　　　40　　　　　　　50　　　　　　　60　　　　　　　　　10　 　20　 　   30 元

 ○明５下大川目小───明12久慈小（校名改称）─────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○明34畑田分───────────────────────────────────（昭43久慈小へ統合）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○昭28長久保小　　　　　　　（昭45久慈小へ統合）

　　　　　　　　○明10門前小──────────────────────────────大11久慈湊小（校名改称）─────────────────────────────────────────────────────────

　　　　　　　　　　　　　○明17枝成沢小────────────────────────────────────────────────────────────────────────────（平22久慈小へ統合）

　　　　　　○明８長内小─────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────

　　　　　　　　　　　　　　　○明23浜埜小─────────────────────────────────────────────────（昭47年長内小へ統合）

　　　　　　　　○明10小久慈小──────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────

○明６大川目小───────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────

　　　　　　　○明９山口小──────────────────────────────────────────（昭29大　川目小へ統合）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　○明９根井小────────────────────────────────────────────────────────────────────（昭60大川目小へ統合）

　　　　　　　○明９大崎小─明19夏井小（校名改称）─明26国坂小（校名改称）──────大９夏井小（校名改称）───────────────────────────────────────────────────────────

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○大９川代小────────────────────────────────────────（平３夏井小へ統合）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○明26平山小─────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────

　　　　　　　○明９北侍浜小────────────────────────────────大12侍浜小（校名改称）────────────────────────────────────────────────────────

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○昭24角柄分─────────────────────────（平25年侍浜小へ統合）

　　　　　　　　○明10南侍浜小────明25本波小（校名改称）──────────────────────昭11麦生小（校　名改称）──────────────────────────（平21平山小・侍浜小へ統合）

　　　　　　　○明９宇部小────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○昭25小倉分────（昭49宇部小へ統合）

　　　　　　　　　○明12三崎分─明19三崎小（校名改称）─明34久喜小（校名改称）───────────────────────────────────────────────────────────────────────────

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○明34小袖小─────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────

　　　　　　　○明９戸鎖小────────明28山根小（校名改称）────────────────────────────────────────────────────────────────（平26年小久慈小へ統合）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○昭　19上戸鎖分─────（昭45山根小へ統合）

　　　　　　　○明９木売内小─────────────────────────────────────────────────────────（昭46山根小へ統合）　

　　　　　　　　○明10端神小─────────────────────────────────────────────────────────（昭46山根小へ統合）　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○昭24細野小────（昭46山根小へ統合）　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○明19深　田小小田瀬分─────（昭46山根小へ統合）　

　　　　　　　○明９深田小──────────────────────────────────────────────────────────────────（昭56山根小へ統合）

　　　　　　○明８山形小─────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────

　　　　　　　○明９小国小──────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────（平30山形小へ統合)────

　　　　　　○明８霜畑小─────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────

　　　　　○明７戸呂町小───────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────（平24山形小へ統合)─

　　　　　　　○明９繋小──────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────（平23山形小へ統合)─

　　　　　　○明８日野沢小─────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────（平23山形小へ統合)─

　　　　　　○明８荷軽部小──────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────（平24山形小へ統合)─

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○昭28来内小────────────────────────────────────────

１　久 慈 小

２　久慈湊小

３　長 内 小

４　小久慈小
５　大川目小

６　夏 井 小

７　平 山 小
８　侍 浜 小

９　宇 部 小

10　久 喜 小
11　小 袖 小

12　山 形 小
13　小 国 小
13　霜 畑 小

14　来 内 小

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○昭22久慈中─────────────────────────────────────────────

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○昭22久慈中枝成沢分（昭32久慈中へ統合）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○昭22長内中─────────────────────────────────────────────

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○昭23長内中浜埜分（昭28長内中へ統合）　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○昭22滝中───────────────────（平１長内中へ統合）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○昭22大川目中────────────────────────────────────────────

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○昭22夏井中─────────────────────────────────────────────

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○昭22侍浜中─────────────────────────────────────────────

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○昭22侍浜中麦生分　昭29麦生中（校名改称）───────（平21夏井中・侍浜中へ統合）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○昭22宇部一中　昭29宇部中（校名改称）────────────────────────────────

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○昭22宇部二中　昭29三崎中（校名改称）────────────────────────────────

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○昭22山根中────────────────────────────-（平26年長内中へ統合）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○昭22川井中　昭29山形中（校名改称）─────────────────────────────────

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭46日野沢中が統合）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭58来内、荷軽部、戸呂町、繋中が統合）　（平２小国中が統合）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○昭22霜畑中───────────────────────────（平21山形中へ統合）

１　久 慈 中

２　長 内 中

３　大川目中
４　夏 井 中
５　侍 浜 中

６　宇 部 中
７　三 崎 中

８　山 形 中

○は開校年、↑は統合年



－ 20－

○小・中学校一覧

学　校　名 校　長　名 副校長名
教 職 員 数 　 児　　　　　童　　・　　生　　　　　徒　　・　　学　　級　　数

校長
副校
長　

主幹
教諭

指導
教諭

教諭
養護
教諭

栄養
教諭

講師
事務
用務

支援
員他

計
合 計 １ 年 ２ 年 ３ 年 ４ 年 ５ 年 ６ 年

男 女 計 学級 男 女 計 学級 男 女 計 学級 男 女 計 学級 男 女 計 学級 男 女 計 学級 男 女 計 学級

○ 久 慈 小
坂川　孝志 鹿糠　　康

(14) (7) (21) (4) (1) (1) (2) (2) (4) (3) (3) (2) (2) (4) (3) (1) (4) (3) (2) (5)
△ (53 － 4361) 1 1 1 1 30 1 4 4 6 49 317 293 610 23 52 33 85 3 62 45 107 3 51 54 105 3 52 47 99 3 51 63 114 4 49 51 100 3
○ 久 慈 湊 小

照井　大道 小室　好司
(3) (1) (4) (2) (1) (1) (1) (1) (1) (1) (1) (1)

(53 － 2374) 1 1 9 1 2 2 2 18 79 64 143 8 12 9 21 1 18 10 28 1 7 7 14 1 17 13 30 1 14 15 29 1 11 10 21 1
○ 長 内 小

西舘　修治 菅野　　信
(3) (3) (6) (2) (1) (1) (1) (1) (1) (1) (1) (2) (3)

(52 － 3801) 1 1 14 1 5 2 2 26 114 122 236 12 17 20 37 2 20 18 38 2 22 29 51 2 17 16 33 1 22 19 41 2 16 20 36 1
○ 小 久 慈 小

佐藤　拓史 谷藤 久美子
(13) (4) (17) (3) (3) (2) (5) (5) (5) (2) (2) (4) (1) (1) (2) (2)

△ (59 － 3555) 1 1 13 1 2 2 3 23 107 115 222 12 14 14 28 1 13 16 29 1 16 20 36 1 17 26 43 2 25 19 44 2 22 20 42 2
○ 大 川 目 小

五十嵐 善彦 松浦　直樹
(1) (1) (2) (1) (1) (1) (1) (1)

(55 － 3254) 1 1 7 1 2 1 13 42 33 75 7 6 3 9 1 6 4 10 1 7 6 13 1 8 2 10 1 7 11 18 1 8 7 15 1
夏 井 小

大内　　明 德田　克幸
(1) (1)

(53 － 3715) 1 1 2 1 1 2 1 9 9 9 18 3 2 2 2 年生と 

複式１ 2 1 3 1 年生と 

複式 2 2 4 年生と

複式１ 3 2 5 3 年生と 

複式 2 2 4 6 年生と

複式１ 2 2 5 年生と

複式

○ 平 山 小
佐々木 竜也 佐々木 慎一

(1) (1) (1) (1) (1)
(53 － 4379) 1 1 6 1 2 2 13 26 20 46 6 3 3 1 7 2 9 1 4 6 10 4 年生と 

複式 1 4 2 6 3 年生と 

複式 2 5 7 1 6 5 11 1
○ 侍 浜 小

高橋　昌士 石関　由香
(2) (1) (3) (2) (1) (1) (1) (1) (2)

(58 － 2233) 1 1 7 1 1 2 1 14 38 35 73 8 5 7 12 1 8 6 14 1 8 7 15 1 5 7 12 1 7 4 11 1 5 4 9 1
○ 宇 部 小

佐藤　浩司 髙橋　純子
(4) (4) (2) (1) (1) (1) (1) (1) (1) (1) (1)

(56 － 2033) 1 1 8 1 2 1 14 30 30 60 8 4 3 7 1 8 1 9 1 4 7 11 1 6 7 13 1 5 5 10 1 3 7 10 1
○ 久 喜 小

梅野　展和 菊池　　仁
(1) (1) (1) (1) (1)

(54 － 2010) 1 1 5 1 2 10 14 16 30 5 1 5 6 1 2 2 4 1 2 2 4 4 年生と

複式１ 5 4 9 3 年生と

複式 2 2 4 6 年生と

複式１ 2 1 3 5 年生と

複式

小 袖 小
加藤　泰郎 川原　直也

(54 － 2211) 1 1 4 1 2 1 10 18 11 29 4 4 1 5 1 4 2 6 1 5 2 7 4 年生と

複式１ 1 2 3 3 年生と

複式 2 3 5 6 年生と

複式１ 2 1 3 5 年生と

複式

○ 山 形 小
角谷　隆章 川口　成也

(3) (1) (4) (2) (1) (1) (2) (2) (2)
(72 － 2001) 1 1 7 1 1 1 2 1 15 27 31 58 8 6 4 10 1 2 1 3 1 1 8 9 1 8 7 15 1 5 4 9 1 5 7 12 1

霜 畑 小
釜石　由仁 上平　亙哉

(1) (1)
(75 － 2001) 1 1 3 1 2 8 4 9 13 3 1 2 3 1 2 1 3 4 年生と

複式１ 1 1 2 3 年生と

複式 2 2 6 年生と

複式１ 3 3 5 年生と

複式

来 内 小
柴田　智子 波田野　誠

(1) (1)
(72 － 2964) 1 1 3 1 2 8 8 2 10 3 3 1 4 2 年生と 

複式１ 1 1 1 年生と 

複式 1 1 1 1 1 6 年生と

複式１ 2 1 3 5 年生と

複式

小 学 校 計
　 　 (3) (3) (44) (19) (63) (20) (7) (2) (9) (5) (3) (8) (11) (11) (8) (6) (14) (6) (3) (9) (7) (5) (12)

　14 人 14 人 14 14 1 1 118 14 1 16 30 21 230 833 790 1,623 110 128 104 232 17 153 108 261 14 130 151 281 17 144 136 280 11 145 154 299 19 133 137 270 12
○ 久 慈 中

菊地　　理 鈴木　雅孝
(6) (4) (10) (2) (2) (3) (5) (1) (1) (2) (3) (3)

[へき地学校]…県人事委員会規則「へき地手当等に関する規則」による

　　１　級　地   夏井小、侍浜小、久喜小、小袖小、山形小

　   　　　　　　侍浜中、三崎中、山形中

　　２　級　地   霜畑小、来内小

　　準 へ き 地　夏井中

[特別支援学級設置校]…学校名欄に○印で表示

　　小　学　校   久慈小、久慈湊小、長内小、小久慈小、大川目小

   　　　　　　　平山小、侍浜小、宇部小、久喜小、山形小

　　中　学　校　久慈中、長内中、大川目中、夏井中

   　　　　　　　侍浜中、宇部中

[通級指導教室設置校]…学校名欄に△印で表示

　　小　学　校　久慈小、小久慈小　//　中　学　校　久慈中

※児童･生徒･学級数欄の上段の数値等は、特別支援学級の再掲である。

※各学年の学級数の計の数値は、特別支援学級の数は含まない。

※教職員数欄の上段の数値は、兼任・兼務等の再掲である。（支援員他を除く）

※講師欄は、産・育休補充、期限付等の常勤の講師等の数値である。

※支援員欄は、非常勤講師、支援員等の数値である。

※《》欄には、在外教育施設派遣、組合専従を含める。

調整…久慈市教育委員会　　℡　0194-52-2111　内線（435）・（442）

△ (53 － 4331) 1 1 1 1 25 2 1 3 4 39 220 191 411 14 78 64 142 4 75 62 137 4 67 65 132 4
○ 長 内 中

小橋　　敏 佐々木敏之
(5) (5) (10) (3) (1) (3) (4) (2) (1) (3) (2) (1) (3)

(53 － 3143) 1 1 1 16 1 3 6 3 1 33 132 106 238 12 43 33 76 3 48 39 87 3 41 34 75 3
○ 大 川 目 中

関上　　康 高橋　　敦
(2) (2) (2) (2) (2)

(55 － 3054) 1 1 8 1 2 3 16 19 20 39 5 6 7 13 1 4 9 13 1 9 4 13 1
○ 夏 井 中

門前　雅紀 星野　　昭
(1) (1) (1) (1) (1)

(53 － 3755) 1 1 7 1 2 2 14 24 19 43 4 10 3 13 1 7 9 16 1 7 7 14 1
○ 侍 浜 中

大久保 士郎 山舘　和博
(2) (2) (2) (2) (2)

(58 － 2120) 1 1 8 1 2 2 15 21 16 37 5 10 4 14 1 6 8 14 1 5 4 9 1
○ 宇 部 中

八重樫　満 畠山　和彦
(2) (1) (3) (2) (1) (1) (2) (1) (1)

(56 － 2322) 1 1 6 1 2 2 2 15 20 14 34 5 10 4 14 1 5 4 9 1 5 6 11 1
三 崎 中

松村　厳寿 一ノ倉 眞吾
(54 － 2323) 1 1 6 1 2 3 14 19 18 37 3 5 4 9 1 4 1 5 1 10 13 23 1

○ 山 形 中
佐々木 律夫 杉下 奈津子

(2) (2) (2) (2) (2)
(72 － 2050) 1 1 7 1 1 3 2 16 23 21 44 5 8 3 11 1 8 7 15 1 7 11 18 1

中 学 校 計
(20) (10) (30) (14) (8) (7) (15) (5) (2) (7) (7) (1) (8)

8 人 8 人 8 8 2 1 83 9 3 10 19 19 162 478 405 883 53 170 122 292 13 157 139 296 13 151 144 295 13

合 計
　 　 (3) (3) (64) (29) (93) (34)

22 人 22 人 22 22 3 2 201 23 4 26 49 40 392 1,311 1,195 2,506 163

令和２年５月１日現在
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学　校　名 校　長　名 副校長名
教 職 員 数 　 児　　　　　童　　・　　生　　　　　徒　　・　　学　　級　　数

校長
副校
長　

主幹
教諭

指導
教諭

教諭
養護
教諭

栄養
教諭

講師
事務
用務

支援
員他

計
合 計 １ 年 ２ 年 ３ 年 ４ 年 ５ 年 ６ 年

男 女 計 学級 男 女 計 学級 男 女 計 学級 男 女 計 学級 男 女 計 学級 男 女 計 学級 男 女 計 学級

○ 久 慈 小
坂川　孝志 鹿糠　　康

(14) (7) (21) (4) (1) (1) (2) (2) (4) (3) (3) (2) (2) (4) (3) (1) (4) (3) (2) (5)
△ (53 － 4361) 1 1 1 1 30 1 4 4 6 49 317 293 610 23 52 33 85 3 62 45 107 3 51 54 105 3 52 47 99 3 51 63 114 4 49 51 100 3
○ 久 慈 湊 小

照井　大道 小室　好司
(3) (1) (4) (2) (1) (1) (1) (1) (1) (1) (1) (1)

(53 － 2374) 1 1 9 1 2 2 2 18 79 64 143 8 12 9 21 1 18 10 28 1 7 7 14 1 17 13 30 1 14 15 29 1 11 10 21 1
○ 長 内 小

西舘　修治 菅野　　信
(3) (3) (6) (2) (1) (1) (1) (1) (1) (1) (1) (2) (3)

(52 － 3801) 1 1 14 1 5 2 2 26 114 122 236 12 17 20 37 2 20 18 38 2 22 29 51 2 17 16 33 1 22 19 41 2 16 20 36 1
○ 小 久 慈 小

佐藤　拓史 谷藤 久美子
(13) (4) (17) (3) (3) (2) (5) (5) (5) (2) (2) (4) (1) (1) (2) (2)

△ (59 － 3555) 1 1 13 1 2 2 3 23 107 115 222 12 14 14 28 1 13 16 29 1 16 20 36 1 17 26 43 2 25 19 44 2 22 20 42 2
○ 大 川 目 小

五十嵐 善彦 松浦　直樹
(1) (1) (2) (1) (1) (1) (1) (1)

(55 － 3254) 1 1 7 1 2 1 13 42 33 75 7 6 3 9 1 6 4 10 1 7 6 13 1 8 2 10 1 7 11 18 1 8 7 15 1
夏 井 小

大内　　明 德田　克幸
(1) (1)

(53 － 3715) 1 1 2 1 1 2 1 9 9 9 18 3 2 2 2 年生と 

複式１ 2 1 3 1 年生と 

複式 2 2 4 年生と

複式１ 3 2 5 3 年生と 

複式 2 2 4 6 年生と

複式１ 2 2 5 年生と

複式

○ 平 山 小
佐々木 竜也 佐々木 慎一

(1) (1) (1) (1) (1)
(53 － 4379) 1 1 6 1 2 2 13 26 20 46 6 3 3 1 7 2 9 1 4 6 10 4 年生と 

複式 1 4 2 6 3 年生と 

複式 2 5 7 1 6 5 11 1
○ 侍 浜 小

高橋　昌士 石関　由香
(2) (1) (3) (2) (1) (1) (1) (1) (2)

(58 － 2233) 1 1 7 1 1 2 1 14 38 35 73 8 5 7 12 1 8 6 14 1 8 7 15 1 5 7 12 1 7 4 11 1 5 4 9 1
○ 宇 部 小

佐藤　浩司 髙橋　純子
(4) (4) (2) (1) (1) (1) (1) (1) (1) (1) (1)

(56 － 2033) 1 1 8 1 2 1 14 30 30 60 8 4 3 7 1 8 1 9 1 4 7 11 1 6 7 13 1 5 5 10 1 3 7 10 1
○ 久 喜 小

梅野　展和 菊池　　仁
(1) (1) (1) (1) (1)

(54 － 2010) 1 1 5 1 2 10 14 16 30 5 1 5 6 1 2 2 4 1 2 2 4 4 年生と

複式１ 5 4 9 3 年生と

複式 2 2 4 6 年生と

複式１ 2 1 3 5 年生と

複式

小 袖 小
加藤　泰郎 川原　直也

(54 － 2211) 1 1 4 1 2 1 10 18 11 29 4 4 1 5 1 4 2 6 1 5 2 7 4 年生と

複式１ 1 2 3 3 年生と

複式 2 3 5 6 年生と

複式１ 2 1 3 5 年生と

複式

○ 山 形 小
角谷　隆章 川口　成也

(3) (1) (4) (2) (1) (1) (2) (2) (2)
(72 － 2001) 1 1 7 1 1 1 2 1 15 27 31 58 8 6 4 10 1 2 1 3 1 1 8 9 1 8 7 15 1 5 4 9 1 5 7 12 1

霜 畑 小
釜石　由仁 上平　亙哉

(1) (1)
(75 － 2001) 1 1 3 1 2 8 4 9 13 3 1 2 3 1 2 1 3 4 年生と

複式１ 1 1 2 3 年生と

複式 2 2 6 年生と

複式１ 3 3 5 年生と

複式

来 内 小
柴田　智子 波田野　誠

(1) (1)
(72 － 2964) 1 1 3 1 2 8 8 2 10 3 3 1 4 2 年生と 

複式１ 1 1 1 年生と 

複式 1 1 1 1 1 6 年生と

複式１ 2 1 3 5 年生と

複式

小 学 校 計
　 　 (3) (3) (44) (19) (63) (20) (7) (2) (9) (5) (3) (8) (11) (11) (8) (6) (14) (6) (3) (9) (7) (5) (12)

　14 人 14 人 14 14 1 1 118 14 1 16 30 21 230 833 790 1,623 110 128 104 232 17 153 108 261 14 130 151 281 17 144 136 280 11 145 154 299 19 133 137 270 12
○ 久 慈 中

菊地　　理 鈴木　雅孝
(6) (4) (10) (2) (2) (3) (5) (1) (1) (2) (3) (3)

[へき地学校]…県人事委員会規則「へき地手当等に関する規則」による

　　１　級　地   夏井小、侍浜小、久喜小、小袖小、山形小

　   　　　　　　侍浜中、三崎中、山形中

　　２　級　地   霜畑小、来内小

　　準 へ き 地　夏井中

[特別支援学級設置校]…学校名欄に○印で表示

　　小　学　校   久慈小、久慈湊小、長内小、小久慈小、大川目小

   　　　　　　　平山小、侍浜小、宇部小、久喜小、山形小

　　中　学　校　久慈中、長内中、大川目中、夏井中

   　　　　　　　侍浜中、宇部中

[通級指導教室設置校]…学校名欄に△印で表示

　　小　学　校　久慈小、小久慈小　//　中　学　校　久慈中

※児童･生徒･学級数欄の上段の数値等は、特別支援学級の再掲である。

※各学年の学級数の計の数値は、特別支援学級の数は含まない。

※教職員数欄の上段の数値は、兼任・兼務等の再掲である。（支援員他を除く）

※講師欄は、産・育休補充、期限付等の常勤の講師等の数値である。

※支援員欄は、非常勤講師、支援員等の数値である。

※《》欄には、在外教育施設派遣、組合専従を含める。

調整…久慈市教育委員会　　℡　0194-52-2111　内線（435）・（442）

△ (53 － 4331) 1 1 1 1 25 2 1 3 4 39 220 191 411 14 78 64 142 4 75 62 137 4 67 65 132 4
○ 長 内 中

小橋　　敏 佐々木敏之
(5) (5) (10) (3) (1) (3) (4) (2) (1) (3) (2) (1) (3)

(53 － 3143) 1 1 1 16 1 3 6 3 1 33 132 106 238 12 43 33 76 3 48 39 87 3 41 34 75 3
○ 大 川 目 中

関上　　康 高橋　　敦
(2) (2) (2) (2) (2)

(55 － 3054) 1 1 8 1 2 3 16 19 20 39 5 6 7 13 1 4 9 13 1 9 4 13 1
○ 夏 井 中

門前　雅紀 星野　　昭
(1) (1) (1) (1) (1)

(53 － 3755) 1 1 7 1 2 2 14 24 19 43 4 10 3 13 1 7 9 16 1 7 7 14 1
○ 侍 浜 中

大久保 士郎 山舘　和博
(2) (2) (2) (2) (2)

(58 － 2120) 1 1 8 1 2 2 15 21 16 37 5 10 4 14 1 6 8 14 1 5 4 9 1
○ 宇 部 中

八重樫　満 畠山　和彦
(2) (1) (3) (2) (1) (1) (2) (1) (1)

(56 － 2322) 1 1 6 1 2 2 2 15 20 14 34 5 10 4 14 1 5 4 9 1 5 6 11 1
三 崎 中

松村　厳寿 一ノ倉 眞吾
(54 － 2323) 1 1 6 1 2 3 14 19 18 37 3 5 4 9 1 4 1 5 1 10 13 23 1

○ 山 形 中
佐々木 律夫 杉下 奈津子

(2) (2) (2) (2) (2)
(72 － 2050) 1 1 7 1 1 3 2 16 23 21 44 5 8 3 11 1 8 7 15 1 7 11 18 1

中 学 校 計
(20) (10) (30) (14) (8) (7) (15) (5) (2) (7) (7) (1) (8)

8 人 8 人 8 8 2 1 83 9 3 10 19 19 162 478 405 883 53 170 122 292 13 157 139 296 13 151 144 295 13

合 計
　 　 (3) (3) (64) (29) (93) (34)

22 人 22 人 22 22 3 2 201 23 4 26 49 40 392 1,311 1,195 2,506 163

令和２年５月１日現在
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○児童・生徒数と学級数の変遷
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○学校紹介

久 慈 小 学 校 〒０２８－００２４　久慈市栄町３１－１４９
TEL  ０１９４－５３－４３６１　FAX  ０１９４－５３－４３６８
E-mail	 kujisyo@scm.city.kuji.iwate.jp明治５年４月　創立

校　長　　坂　川　孝　志
副校長　　鹿　糠　　　康

●教職員数 　 52 人
●児 童 数 　６10 人
●学 級 数 　 23 学級

教育目標
「たくましく歩む　心豊かな子ども」

～　たくましい子　　自ら学ぶ子　　思いやりのある子　～
花と笑顔溢れ　歌声響き　子ども未来へはばたく久慈小学校

研究主題
研究主題「子供に確かな力を付ける授業の創造」
　～　根拠を明確にし，伝え合う活動を大切にした授業を通して　～
【授業を通して付けたい力】
・実際の社会や生活で生きて働く知識や技能
・未知の状況にも対応できる思考力・判断力・表現力等
・学んだことを人生や社会へ生かそうとする学びに向かう力，人間力等
【研究推進】
・国語科，算数科，体育科，特別支援教育の３教科１領域
・�学年（横）とチーム（縦）の組織で同僚性を高め、各チームの授業力を高める

実践を積み重ねる。
学校経営の重点
たくましい子　
　(1)「運動好き」　
　　　外遊び・仲良く
　(2)「向上心」　　
　　　挑戦・粘り強さ・達成感
　(3)「体力・運動能力」　
　　　握力・投力・持久力

・「握力・投力・持久力等向上」への取組
・目標設定と取組結果を連動させた運動活動の推進
・あおぞらタイム「業間時間は外（体育館）遊び」の推進
・「なわとび運動」への意欲化を工夫した通年取組
・体力・運動能力向上への環境整備と積極的活用
・家庭と連携した「60運動」の継続啓発
・体力・運動能力調査結果「歴代記録・年度ベスト10の発表」等掲示

自ら学ぶ子
　(1)「学びに向かう力」
　　　興味関心・達成感　
　(2)「深い思考」
　　　�根拠・伝え合い・振り

返り
　(3)「学力向上」
　　　算数学力

・「５つの星」の取組を通した，深い学びへの授業改善
・授業づくり「３つの視点」の質的向上
・学習意欲を高める導入・課題設定の工夫
・考えの理由・根拠を意識した学習の推進
・メリハリとテンポとユーモアのある授業づくり
・�「静かに聞く」「はっきり話す」「丁寧に書く」「姿勢よく座
る」の徹底と「温かく話しやすい学びの環境づくり」

・�算数科における，早期補充学習等への取組，学年会での情報交
換，指導法の確認，低定着内容の意識的指導

・「正確さ，速さ，集中力」を意識した朝学習等の工夫
・家庭学習の習慣化及び読書環境の整備

思いやりのある子
　(1)「自律」
　　　けじめ・切り替え
　(2)「人間関係形成力」
　　　言葉遣い・思いやり
　(3)「集団力」
　　　集団づくり・達成感

・信頼関係・つながりの強い集団づくり
・学習や諸活動時での「話合い活動」への積極的取組
・�心を整える学校生活5つの基本行動「挨拶 靴揃え 廊下歩行 清掃 
切替え」への取組

・「あったかことば」や「励まし・感謝の言葉」交流
・「いじめ０集会」，関係づくりスキルへの取組
・なかよしタイム（交流）の推進，「異学年・学級交流」
・集団に働きかける創意工夫された委員会活動の活性化
・学級や学年・児童集会時での「合唱」への積極的取組

久 慈 湊 小 学 校 〒０２８－００１１　久慈市湊町１５－１０－１
TEL  ０１９４－５３－２３７４　FAX ０１９４－５３－２３９６	
E-mail	 minatosyo@scm.city.kuji.iwate.jp明治１０年５月１０日創立

校　長　　照　井　大　道
副校長　　小　室　好　司

●教職員数 　 17 人
●児 童 数 　143 人
●学 級 数 　  8 学級

教育目標
　笑顔いっぱい あいさついっぱい やさしさいっぱい 楽しい学校

よ く 見 　 よ く 聞 き 　 よ く 考 え る 子
友 達 を 大 切 に す る 　 　 や さ し い 子
す す ん で き た え る 　 た く ま し い 子

研究主題
学 び 続 け る 子 ど も の 育 成

　　―各教科・領域における学習活動の工夫・改善を通して ―

学校経営の重点
１�　学習規律の徹底とわかる授業の日常的な実践、及び、子どもた

ちが主体的に学ぶ授業の創造。　　　　　　　　　　　＜知＞

２�　教育活動（特に体験的な活動）と道徳教育の充実を図り、「思
いやりの心」「協調性」「感謝の心」等の豊かな人間性の育成を
図る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜徳＞

３�　体育の授業や体育的な活動を中心に、体力や運動能力の向上を
図るとともに、家庭と連携して望ましい生活習慣の確立を図る。

　　＜体＞
４　規律ある文化と信頼関係に基づく学級経営の推進＜学級経営＞

５　教職員の組織的な協働により、生徒指導の充実を図る。
＜生徒指導＞

６�　地域の教育力を活用し、連携を大切に「開かれた学校」「特色
ある学校」を目指す。　　　　　　　　　　　　　＜地域連携＞
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長 内 小 学 校 〒０２８－００４１　久慈市長内町２５－４１
TEL  ０１９４－５２－３８０１　FAX  ０１９４－５２－３８４８	
E-mail	 osanaisyo@scm.city.kuji.iwate.jp明治８年８月１０日創立

校　長　　西　舘　修　治
副校長　　菅　野　　　信

●教職員数 　 23 人
●児 童 数 　236 人
●学 級 数 　 12 学級

教育目標
　校訓
　　明るく　元気で　がんばる子
教育目標
　１　心豊かで思いやりのある子ども
　２　進んで勉強する子ども
　３　健康でねばり強い子ども
研究主題
　 「わかる・できる」をめざす全員参加・理解の授業づくり
～「算数科」の問題解決的な学習過程における

指導の工夫を通して～　
学校経営方針
　１�　公教育の立場を踏まえ、岩手県及び久慈市の教育方針に基づ

き、本校の教育目標である「知」「徳」「体」の調和のとれた
人間形成を目指す。

　２�　新学習指導要領の目指す「生きる力」を育むために、現状分
析を進めながら、課題を明確にして教育活動の創意工夫に努め
る。

　３�　子供の姿や保護者・地域の現状に関するデータ等に基づいた
教育課程を編成し、評価を加えながら改善を図る。　

　４�　学校教育目標の具現化に向け、全教職員の参画のもとに「ま
なびフェスト」を策定し、目標達成に向けて年間を通して取り
組む。

　５�　児童個々の実態（特性）や保護者の願いを踏まえ、学校生活
全般を通して、児童一人一人を伸ばす指導に努める。

小 久 慈 小 学 校 〒０２８－００７１　久慈市小久慈町２４－５１
TEL  ０１９４－５９－３５５５　FAX  ０１９４－５９－３０７７	
E-mail	 kokujisyo@scm.city.kuji.iwate.jp明治１０年１０月１０日創立

校　長　　佐　藤　拓　史
副校長　　谷　藤　久美子

●教職員数 　 23 人
●児 童 数 　222 人
●学 級 数 　 12 学級

教育目標
　　「心豊かで　たくましい　小久慈っ子」
　子どもたちが　通いたい学校　　　保護者が　通わせたい学校
　職員が　自分の子どもを通わせたい学校
　　１　思いやりのある子ども　　２　体をきたえる子ども
　　３　進んで学習する子ども
研究主題
　「わかる」「できる」を実感する授業のあり方
　　～自己課題に基づく算数科の授業改善を通して～
学校経営方針
　①　子どもたち一人一人のためにある学校経営
　　・�一人一人をかけがえのない存在として尊重し、心の成長と可能性

の開発に努める。
　②　学校の歴史・地域の願いを踏まえた学校経営
　　・歴史や伝統を尊重し、地域の願いに応える学校づくりに努める。
　　・郷土を理解し大切にする心情を育成する。
　　・復興教育を推進する。
　③　組織的・協働的な学校経営
　　・教育活動の意義を共有し一致してあたる。
学校経営の重点
　①　「自ら考え自ら判断する力」をつながりの中で育成
　　・自分（自分達）で考え判断する場づくり（学習、生活）
　②　よりよい生活をめざす集団づくり
　　・自治的活動の推進（問題を解決する経験、異学年交流）
　　・学級・学年経営の充実
　　・教育相談の充実
　　・表現の場づくり（伝えたい気持ち、受け止める気持ち）
　　・ボランティア活動の推進
　　　（計画に則った活動、自己選択・自己決定）
　③　主体的な学習の実現
　　・学習の意欲づくり（授業、家庭学習）
　　・指導法の改善（各種調査の活用）
　　・学習習慣・学び方の指導（小久慈っ子 BASIC の確認・徹底）
　　・基礎・基本の定着
　　・学習環境の整備
　　　（個に応じた指導・支援体制、教室環境、掲示）
　④　学習・生活の土台づくり
　　・礼儀（あいさつ、返事）・規律の指導
　　・そうじ
　　・道徳教育
　　　（自分を見つめる、ゆめをもつ、努力する、我慢する、正直）
　　・命を大切にする指導
　　　（自他尊重、性指導、安全・生活習慣、体力・健康）
　　・読書の推進（朝読書の継続、隙間読書への発展、読書量の確保）
　⑤　復興教育の推進
　　・安全防災教育
　　・地域学習（参加、見学、訪問）
　⑥　地域内の連携
　　・学校間連携（三校交流テーマに沿った交流）
　　・地域からの支援



－ 25－

大 川 目 小 学 校 〒０２８－００９１　久慈市大川目町１４－４５－1
TEL  ０１９４－５５－３２５４　FAX  ０１９４－６３－１０２６	
E-mail	 ookawamesyo@scm.city.kuji.iwate.jp明治６年８月１５日創立

校　長　　五十嵐　善　彦
副校長　　松　浦　直　樹

●教職員数 　 14 人
●児 童 数 　 75 人
●学 級 数 　  7 学級

教育目標
徳・知・体の調和のとれた、心豊かで実践力のある子どもを育てる。

　　　やさしく　　　　　かしこく　　　　　 たくましく

研究主題

かかわりあいの中で、自分の思いを表現できる子どもの育成
～数学的な見方・考え方をはたらかせた授業改善を通して～

学校経営方針
　学校の担うべき役割や保護者・地域住民の願いを使命として自覚
し、主体的にめざす学校像をかかげ、その実現に向けて努力する。

　⑴�　教育活動を展開するにあたっては、教育資源として学校の資
源（物）・機能・人材だけでなく家庭・地域にも広くそれを求め、
有効に活用するように努力する。

　⑵�　職員が児童と向き合う時間的・精神的なゆとりを確保できる
よう、校務の整理・簡素化に向けて努力する。

　⑶�　社会の知識基盤社会化、グローバル化等による学校が担うべ
き役割・社会からの要請等の変化に、職員は主体的に対応しつ
つ自ら成長できるよう努力する。

　⑷�　達成目標は達成状況が評価できるよう、また、家庭・地域の
方々にも理解していただけるよう具体性のあるものとし、まな
びフェストに掲げて達成への協力をよびかける。

　⑸�　「いわての復興教育」に示された３つの教育的価値「いきる」
「かかわる」「そなえる」を子どもたちに身に付けさせるよう努
力する。

夏 井 小 学 校 〒０２８－０００１　久慈市夏井町夏井3－５７－1
TEL  ０１９４－５３－３７１５　FAX  ０１９４－５３－３７３４	
E-mail	 natuisyo@scm.city.kuji.iwate.jp明治９年１１月２７日創立

校　長　　大　内　　　明
副校長　　德　田　克　幸

●教職員数 　 9 人
●児 童 数 　18 人
●学 級 数 　 3 学級

教育目標
　１　よく考え学び続ける子ども
　２　強くたくましい子ども
　３　心豊かで思いやりのある子ども

研究主題
　主体的に判断し、他者と共によりよく生きる子どもの育成
　～異学年間の学びを生かした、多面的・多角的な考えを引き出す
　　指導法の在り方～

学校経営方針
　１�　教育目標の具現化を図るために、いわて型コミュニティ・ス

クールの趣旨をふまえ、まなびフェストを活用した教育活動を
保護者・地域と連携して推進する。

　２�　学習指導要領の主旨を踏まえた教育課程を編成し、教育活動
の展開をするとともに、授業改善に努め、学力の向上を図る。

　３�　家庭・地域との連携を図り、小規模校の特性や地域の特色・
学校の実態を踏まえて「特色ある学校」・「開かれた学校」づく
りを推進する。

　４�　校舎内外の教育環境の維持改善に努め、教育環境・教育資源
の効果的・計画的な活用を図る。

　５�　郷土を愛し、その復興・発展を支える人材育成を目的とする
「いわて復興教育」を地域・保護者と連携して推進していく。
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平 山 小 学 校 〒０２８－０００１　久慈市夏井町早坂１４－５１－7
TEL  ０１９４－５３－４３７９　FAX  ０１９４－５３－４３８１	
E-mail	 taiyamasyo@scm.city.kuji.iwate.jp明治２６年４月創立

校　長　　佐々木　竜　也
副校長　　佐々木　慎　一

●教職員数 　 13 人
●児 童 数 　 46 人
●学 級 数 　  6 学級

教育目標
　心身ともにたくましく、人間性豊かな児童の育成
　１　進んで学び続ける子
　２　思いやりを持ち、助け合う子
　３　健康でたくましい子

研究主題
　主体的に学ぶ子どもの育成
　～協働的な学習活動の工夫を通して～

学校経営方針
　⑴�　「知」「徳」「体」それぞれの能力向上に向けて、学校生活全

般を通して取り組み、バランスのとれた児童の育成に努める。
　⑵�　新学習指導要領の実施初年度として、計画的に教育課程等の

運営、調整を図る。
　⑶�　「わかる」「できる」を目指した授業の実践と基礎・基本の確

実な定着を図る。
　⑷�　明るく生き生きとした学校生活を送るための特別活動、生徒

指導の充実を図る。
　⑸　個に応じた特別支援教育・複式学級経営の充実を図る。
　⑹�　道徳教育や防災・復興教育の充実を図り、心身の健やかな育

成と学びの基盤づくりをめざす。
　⑺�　保護者、地域と目標を共有した教育活動・健康教育の充実を

図る。
　⑻　教育機関、関係諸機関との連携をより一層図る。

侍 浜 小 学 校 〒０２８－７８０１　久慈市侍浜町保土沢８－２７－１
TEL  ０１９４－５８－２２３３　FAX  ０１９４－５８－２２３６	
E-mail	 samuraihamasyo@scm.city.kuji.iwate.jp明治９年８月１日創立

校　長　　高　橋　昌　士
副校長　　石　関　由　香

●教職員数 　 15 人
●児 童 数 　 73 人
●学 級 数 　  8 学級

教育目標

侍小の子は、心と体をきたえます

　　よく考え進んで学習する子
　　心豊かで思いやりのある子
　　明るく元気でたくましい子

研究主題
　「わかる」「できる」を実感できる児童の育成をめざして
　　－ 各教科における交流活動を通して －

学校経営方針
　⑴　学級経営の充実
　⑵　学力向上を図る学習指導
　⑶　学校行事及び諸活動の計画的実施
　⑷　健康・安全教育の充実
　⑸　生徒指導の充実
　⑹　復興教育の充実
　⑺　研修の充実
　⑻　家庭や地域・関係教育機関との連携
　⑼　特別支援教育の充実
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宇 部 小 学 校 〒０２８－８１１１　久慈市宇部町5－１３２－8
TEL  ０１９４－５６－２０３３　FAX  ０１９４－５６－２０４７	
E-mail	 ubesyo@scm.city.kuji.iwate.jp明治9年9月２９日創立

校　長　　佐　藤　浩　司
副校長　　高　橋　純　子

●教職員数 　 15 人
●児 童 数 　 60 人
●学 級 数 　  8 学級

教育目標
「自分の考えをもち　心豊かでたくましい子どもの育成」
　　◇意欲的に学ぶ子ども　　　　　（知）
　　◇みんなと仲良くできる子ども　（徳）
　　◇健康でたくましい子ども　　　（体）

研究主題
「主体的に学ぶ子どもの育成」　
　～各教科における見通しの工夫を通して～

学校経営方針
⑴　全教職員の協力と創意による経営
　�　宇部小学校の子ども一人一人をかけがいのない存在として尊

重し、豊かなふれあいのある充実した学校生活の中で教育目標
の具現化が図られるよう、創意ある教育営為を着実に進める。
また、運営組織における役割と責任を明確にし、教職員個々の
長所と英知を生かしながら、教職員全員が積極的に学校経営に
参画して、学校の特色を生かした創意ある教育課程の編成に努
める。

⑵　確かな学力の定着と豊かな人間性を育てる経営
　�　一人一人の子どもへの共感的理解を深め、子どもと子ども、

子どもと教師の望ましい人間関係を確立し、確かな学力の定着
と豊かな人間性の育成に努める。また、教職員がそれぞれの特
性を発揮するとともに互いに研修に励み、専門職としての資質
や能力の向上に努める。

⑶　家庭や地域との連携を密にする経営
　�　家庭や地域社会及び関係機関との連携を深め、相互の信頼と

協力によって開かれた学校づくりに努める。また､ 子ども一人
一人に、地域を愛し、地域に生きる喜びを感じる心を育てると
ともに、社会の中で自らの役割と責任を果たそうとする態度の
育成に努める。

久 喜 小 学 校 〒０２８－８１１１　久慈市宇部町１９－１９２－１
TEL  ０１９４－５４－２０１０　FAX  ０１９４－５４－２０１３	
E-mail	 kukisyo@scm.city.kuji.iwate.jp明治１２年１０月３０日創立

校　長　　梅　野　展　和
副校長　　菊　池　　　仁

●教職員数 　 10 人
●児 童 数 　 30 人
●学 級 数 　  5 学級

教育目標
　自ら進んで学び、心豊かなたくましい子どもの育成
　　　よく考え　進んで学習する子　　「勉強大好き」
　　　心豊かで　思いやりのある子　　「友達大好き」
　　　健康で　たくましい子　　　　　「運動大好き」

研究主題
　叙述に即した読む力を育てるための国語指導のあり方
　～ 主体的に学ぶための言語活動の工夫を通して ～

学校経営方針
１�　「いわて型コミュニティ・スクール構想」の理念に基づき、学

校や地域の実態に即した適切な教育課程を編成し、全職員の協働
による目標達成型の学校経営に取り組む。具体的な目標として「ま
なびフェスト」を掲げ、学校と家庭、地域の連携を図りながら清
新で創造的な経営に努める。

２�　教育活動全体を「いわての復興教育」の掲げる３つの教育的価
値の視点から見直し、道徳教育を要として、総合的な学習の時間
を中心に展開される「海づくり少年団活動」等との体験活動と関
連付けながら、「郷土を愛し、その復興・発展を支える『ひとづ
くり』」を推進する。
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小 袖 小 学 校 〒０２８－８１１１　久慈市宇部町２３－１２８－3
TEL  ０１９４－５４－２２１１　FAX  ０１９４－５４－２２１３	
E-mail	 kosodesyo@scm.city.kuji.iwate.jp明治３４年４月１日創立

校　長　　加　藤　泰　郎
副校長　　川　原　直　也

●教職員数 　 10 人
●児 童 数 　 29 人
●学 級 数 　  4 学級

教育目標
　統括目標　「心豊かでたくましく、創造性と実践力のある小袖っ子」
　具体目標　１　明るく　　思いやりのある子
　　　　　　２　よく考え　工夫する子
　　　　　　３　健康で　　たくましい子

研究主題
　考えを伝え共に学び合う子どもの育成
　～算数科における効果的な指導の工夫を通して～

学校経営方針
　１�　郷土を愛し、岩手の復興・発展を支える人づくりを目指し教

育活動を推進する。
　２�　一人一人の児童の実態把握と共感的な児童理解に努め、全職

員で情報の共有化と共通理解を図り、組織体として教育活動を
推進する。

　３�　教職員一人一人が学校経営への参画意識をもち、協働と連携
を図りながら教育活動を推進する。

　４�　教育活動全体で道徳教育の充実を図り、心豊かな人間性を育
むようにする。

　５�　家庭、地域、関係機関との連携を密にし、信頼関係のもと目
標を共有した教育活動を推進する。

山 形 小 学 校 〒０２８－８６０２　久慈市山形町川井１０－１３－1
TEL  ０１９４－７２－２００１　FAX  ０１９４－７２－３１２９	
E-mail	 yamagatasyo@scm.city.kuji.iwate.jp明治８年創立

校　長　　角　谷　隆　章
副校長　　川　口　成　也

●教職員数 　 16 人
●児 童 数 　 58 人
●学 級 数 　  8 学級

教育目標
　「かしこく、やさしく、たくましく生きる子どもの育成」
　　学び高め合う子　心豊かな子　強くたくましい子

研究主題
　自ら考え、ともに学び合う児童の育成
　～各教科における対話的な学びの充実を通して～

学校経営方針
◇�全教職員による協働：教育活動全体を通して教職員の創意工夫を

生かし、連携と協働をしながら児童一人ひとりに温かく丁寧に接
し、安心と安全の中で個々の可能性を伸ばす教育に努める。

◇�目標達成型の学校経営：各校務分掌が互いに連携した効果的な学
校経営および計画・実践・評価・改善（PDCA サイクル）を適切
に実施し、カリキュラムマネジメントの推進に努める。

◇�地域にひらかれた教育活動：地域や保護者との連携をより一層密
にし、地域の自然環境や地域の人々との交流を生かした特色ある
学校教育の推進および開かれた学校づくりに努める。

◇�復興教育の推進：「いわての復興教育」に基づき、３つの教育的
価値（いきる・かかわる・そなえる）を育て、郷土を愛しその復
興・発展を支える人材育成に努める。
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霜 畑 小 学 校 〒０２８－８７１３　久慈市山形町霜畑7－４４
TEL  ０１９４－７５－２００１　FAX  ０１９４－７５－２０１３	
E-mail	 simohatasyo@scm.city.kuji.iwate.jp明治８年９月創立

校　長　　釜　石　由　仁
副校長　　上　平　亙　哉

●教職員数 　  8 人
●児 童 数 　 13 人
●学 級 数 　  3 学級

教育目標
　◎　進んで学習する子ども（確かな学力）
　◎　仲よく助け合う子ども（豊かな心）
　◎　健康でたくましい子ども（たくましい体）
研究主題

ひとりひとりが輝く授業づくり
～個に応じた授業づくりの工夫を通して～

めざす子ども像
　　○　進んで学習する子ども（確かな学力）
　　　・相手の話をしっかり聞いて考える子
　　　・自分の考えを大事にし、分かりやすく表現する子
　　　・粘り強く学習を続ける子
　　○　仲良く助け合う子ども（豊かな心）
　　　・素直で思いやりのある子
　　　・友達と仲良く協力して活動する子
　　　・生命を大切にする子
　　○　健康でたくましい子ども（たくましい体）
　　　・進んであいさつをする子
　　　・元気に運動し、心と体を鍛える子
　　　・健康や安全に気をつける子
めざす学校像
　　○　感動があり、児童が学ぶ喜びを感じる学校
　　○　児童・教師・地域の心のつながりがある学校
　　○　教職員が学びあい、高めあう学校
めざす教師像
　　○　子どもを愛し、自らを高めようとする教師
　　　・広い教養と心豊かな人間性に満ちた教師
　　　・愛情と厳しさを持つ教師
　　　・研修に努め、指導力のある教師
　　　・児童、保護者の信頼に応える教師

来 内 小 学 校 〒０２８－８６０５　久慈市山形町来内２２－４９－1
TEL  ０１９４－７２－２９６４　FAX  ０１９４－７２－３０８９	
E-mail	 rainaisyo@scm.city.kuji.iwate.jp昭和２８年４月創立

校　長　　柴　田　智　子
副校長　　波田野　　　誠

●教職員数 　   8 人
●児 童 数 　  10 人
●学 級 数 　   3 学級

教育目標
　　○健康で　たくましい　子ども
　　○明るく　思いやりのある　子ども
　　○自分で考え　やりぬく　子ども

研究主題
　学ぶ楽しさを味わい、確かな学力が身に付く学習づくり
　－算数科における、表現する活動を位置付けた授業づくりを
　　通して－

学校経営方針
　１　�目標達成型経営を目指し、「まなびフェスト」の設定により、

具現化を図る。
　２　�復興教育の視点に基づき、３つの教育的価値「いきる」「か

かわる」「そなえる」力を育てる教育活動を進める。
　３　�児童の学習活動の充実によって個々の能力伸長を図るため

に、家庭・地域との連携を深め、積極的に協力を得る。
　４　�めざす子ども像・学校像・教職員像の実現に向け、工夫改善

を図りながら具体的な実践を進める。
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久 慈 中 学 校 〒０２８－００２４　久慈市栄町３２－８８－５
TEL  ０１９４－５３－４３３１　FAX  ０１９４－６１－１２０６	
E-mail	 kujityu@scm.city.kuji.iwate.jp昭和２２年４月１日創立

校　長　　菊　地　　　理
副校長　　鈴　木　雅　孝

●教職員数 　 38 人
●生 徒 数 　411 人
●学 級 数 　 14 学級

【校訓と学校教育目標】
　＜　校　　訓　＞　「正義」「明朗」
　＜学校教育目標＞　１　知性豊かな生徒
　　　　　　　　　　２　心豊かな生徒
　　　　　　　　　　３　活力に満ちた生徒
【目指す生徒像】
　郷土を愛し、久慈の未来を担う、総合力豊かで調和のとれた生徒
の育成
　〇　夢と目標をもち、実現しようと自ら求めて学ぶ生徒　【知】
　〇　思いやりをもち、人として誠実に生きる生徒　　　　【徳】
　〇　互いのよさを知り、心身を鍛え合いたくましく生きる生徒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【体】
【目指す学校像】
　　明るく、活力があり、文化のあふれる学校
　〇　笑顔であいさつがかわされる学校
　〇　綺麗に掃除された学校
　〇　歌声が響き、文化の薫る学校
　〇　生徒会活動が活発な学校
　〇�　わかる喜びや学びの楽しさを感じ、部活動に燃え、仲間と高

め合いながら成長できる学校
　〇　家庭や地域と連携し、信頼される学校
【目指す教師像】
　〇　教師としての自覚と仕事に対する責任を持つ教師  （使命感）
　〇　教育目標の具現化・実践化に積極的な教師  　　　（実践力）
　〇　絶えず研修をし、指導力の向上に努める教師  　　（専門性）
　〇　人への思いやりを持ち、組織的・協調的で明朗な教師

（人間性）
　〇　教育公務員としての自覚を常に備えた教師  　（自　覚）
＜３大行事＞　　　　「体育祭」「文化祭」「引継式」
＜４大文化・伝統＞　「合唱」「応援」「部活動」「自治活動」
＜２活動２運動＞　　「清掃活動」「ボランティア活動」
　　　　　　　　　　「挨拶運動」「いじめ撲滅運動」

長 内 中 学 校 〒０２８－００７１　久慈市小久慈町３９－2－2
TEL  ０１９４－５３－３１４３　FAX  ０１９４－５３－３１４４	
E-mail	 osanaityu@scm.city.kuji.iwate.jp昭和２２年４月１日創立

校　長　　小　橋　　　敏
副校長　　佐々木　敏　之

●教職員数 　 34 人
●生 徒 数 　238 人
●学 級 数 　 12 学級

教育目標
　１　学習や仕事に打ち込める生徒　　　　　　（自律）
　２　思いやりを持ち、互いに認め合える生徒　（誠実）
　３　心も体も共にたくましい生徒　　　　　　（協働）
　４　郷土の復興・発展に尽くせる生徒　　　　（復興）

目指す学校像
　生徒の目が輝き、清新で活力に満ちた学校

学校経営方針
　１　学び考える力を身に付ける生徒
　　�　知識や技能を確実に習得させ、これらを活用して課題を解決

するために必要な思考力・判断力・表現力を育み、主体的な学
習態度の育成を目指す。

　２　豊かな心を持つ生徒
　　�　思いやりの心や感性豊かな心を育むとともに、生徒理解を基

盤とした教師と生徒、生徒同士の信頼関係の構築に努め、自己
肯定感の高まりを目指す。

　３　健全な発達を遂げる生徒
　　�　健康や安全に対する知識や技能を育み、健康の保持増進と体

力の向上に取り組む態度を養うとともに安全意識を高め、「明
るく豊かな生活を営む態度」の育成を目指す。

　４　地域に愛着を感じる生徒
　　�　復興教育の推進を図るとともに、郷土を愛し、誇りを持って

将来生活できることを目指し、未来への発展に向かって努力す
る態度の育成を目指す。

　５　総合的な力を身に付ける生徒
　　�　社会でよりよく生き抜くために必要な「自ら考え、自ら判断

し、自ら決定し、自ら行動する」資質を育むことを目指し、学
校の役割を確実に果たす。
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大 川 目 中 学 校 〒０２８－００９１　久慈市大川目町１３－１０５
TEL  ０１９４－５５－３０５４　FAX  ０１９４－５５－２２８４	
E-mail	 ookawametyu@scm.city.kuji.iwate.jp昭和２２年4月1日創立

校　長　　関　上　　　康
副校長　　高　橋　　　敦

●教職員数 　 13 人
●生 徒 数 　 39 人
●学 級 数 　  5 学級

教育目標
　１　自ら学ぶ生徒（自学）
　２　心豊かな生徒（誠実）
　３　体を鍛える生徒（練磨）

研究主題
　「主体的・対話的で深い学びの実現」
　　～読解力を高める指導を通して～

学校経営方針
　教育基本法では、教育の目的である「人格の完成をめざし、平和
で民主的な国家及び社会の形成者として必要な資質を備えた人間の
育成」、学習指導要領では、引き続き「生きる力」の育成を図るこ
とが求められている。また、岩手県教育委員会の学校教育指導指針
では「知･徳･体」を総合的に兼ね備えた社会に適応する人間形成を、
久慈市では「総合力豊かな人材」を育てることを重点としている。
　以上のことを念頭に置き、本校の「学校の教育目標」の達成を図
るために次の５つの方針を基盤として推進する。
　⑴　子供一人ひとりを大事にした経営
　⑵　豊かな心を育む教育に根ざした経営
　⑶　教師力（個性）と組織力（協働）を活かした経営
　⑷　三大文化（大中ソーラン、ボランティア、合唱）、
　　三大行事（体育祭、文化祭、卒業式）を核とした生徒指導
　⑸　家庭・地域との連携を図る経営

夏 井 中 学 校 〒０２８－０００１　久慈市夏井町早坂3－２０
TEL  ０１９４－５３－３７５５　FAX  ０１９４－５３－３７６１	
E-mail	 natuityu@scm.city.kuji.iwate.jp昭和２２年４月１日創立

校　長　　門　前　雅　紀
副校長　　星　野　　　昭

●教職員数 　 14 人
●生 徒 数 　 43 人
●学 級 数 　  4 学級

教育目標
よく学び　心温かく　たくましい　生徒の育成
　１ 学び続け、知性を深める生徒【知】
　２ 自他を尊重する豊かな情操の生徒【徳】
　３ 強い体力と強い意志を持つ生徒【体】
　４ 夏井のさわやかな風となり、地域に元気を発信する生徒【地域】

研究主題
生徒一人ひとりの学力を保障し、豊かな人間性を育む指導法の改善

－ユニバーサルデザインの手法を活用して－

学校経営方針
⑴　今年度の重点
　①　夏井の未来を担う人材を育む特色ある教育活動の推進
　②　確かな学力の保障
　③　心豊かな生徒を育む教育活動の推進
　④　ヘルスプロモーションに基づいた健康・体力づくりの推進
　⑤　復興教育の充実
　⑥　感動と充実感、誇りを持たせる教育活動の推進
　⑦　小学校及び保護者・地域との連携推進（開かれた学校づくり）
⑵　目指す学校像
　①　�学びの楽しさを感じ、諸活動に燃え、仲間と高め合いながら

成長できる学校
　②　明るく爽やかなあいさつ、笑顔と思いやりのある学校
　③　清潔で美しく、教育環境が整備された学校
　④　合唱や演劇、郷土芸能活動など、文化の香り高い学校
　⑤　家庭や地域と連携し、地域に元気を与える学校
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侍 浜 中 学 校 〒０２８－７８０１　久慈市侍浜町本町9－１５２
TEL  ０１９４－５８－２１２０　FAX  ０１９４－５８－２１３２	
E-mail	 samuraihamatyu@scm.city.kuji.iwate.jp昭和２２年４月１日創立

校　長　　大久保　士　郎
副校長　　山　舘　和　博

●教職員数 　 15 人
●生 徒 数 　 37 人
●学 級 数 　  5 学級

教育目標
　さわやかなあいさつができ、 
　　　　　　文武両道と地域貢献に真摯に取り組む生徒の育成
　〈めざす生徒像〉
　⑴　将来の夢や目標をはっきりもって、進んで学習する生徒【知】
　⑵　温かい心をもって、励まし合う生徒【徳】
　⑶　たくましい身体をもって、はつらつと行動する生徒【体】
　⑷　地域の一員としての自覚をもって、

地域に積極的にかかわり合う生徒【絆・つながり】
研究主題
　意欲をもち、 自ら学ぼうとする生徒の育成
　　～基礎・基本の学力定着のための、
　　　　　　　　振り返りを重視した実践の工夫～
学校経営方針
　⑴�　全職員の共通理解のもとで、有効性が十分検討されたＣＡＰ

Ｄサイクルによる教育課程の編成の立案とその適切な実施によ
り、学校教育目標の具現化をめざす。

　⑵�　学校、家庭、生徒、地域が課題を共有し、協同して課題解決
に臨む体制づくりに努める。

　⑶�　基本的生活習慣の確立を図るとともに、規律と社会規範を遵
守する態度の育成に努める。

　⑷�　生徒が安心して安全な学校生活を送れるよう、危機管理意識
を高め、教育環境の整備に努める。

　⑸�　生徒の人権を尊重し、その思いや願いを理解し、人格形成に
寄り添いながら確かな成長を促す。

　⑹�　生徒一人一人の確かな学びと活躍の場を確保し、学力の着実
な向上を図る。

　⑺　生徒一人一人の実態に応じた特別支援教育の充実を図る。
　⑻�　積極的な情報発信により、成果と課題の共有に努め、家庭や

地域との連携と交流の活性化を図る。
　⑼　教職員の学校経営への参画意識の高揚を図る。

宇 部 中 学 校 〒０２８－８１１１　久慈市宇部町6－１３３－１３
TEL  ０１９４－５６－２３２２　FAX  ０１９４－５６－２３４８	
E-mail	 ubetyu@scm.city.kuji.iwate.jp昭和２２年４月１日創立

校　長　　八重樫　　　満
副校長　　畠　山　和　彦

●教職員数 　 17 人
●生 徒 数 　 34 人
●学 級 数 　  5 学級

教育目標
　○　知・徳・体をみがき、
　　　　　　　　自己実現を果たす生徒

研究主題
　〇　自ら考え、表現する力を育成する指導
　　　　～ユニバーサルデザインの視点を取り入れた、
　　　　　　　　　　　　　　　個に応じた指導の在り方～

学校経営方針
　生徒が「胸を弾ませ登校し，充実感をもって
　　　　　　　　　下校できる学校」の実現に努める

本年度の重点
　⑴　学習指導の充実
　⑵　生徒指導の充実
　⑶　合理的な配慮に基づいた支援の充実
　⑷　道徳教育の充実
　⑸　総合的な学習の時間の充実
　⑹　地域に開かれた学校づくり
　⑺　健康教育の充実
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三 崎 中 学 校 〒０２８－８１１１　久慈市宇部町 ２２－９６１
TEL  ０１９４－５４－２３２３　FAX  ０１９４－５４－２３２４	
E-mail	 misakityu@scm.city.kuji.iwate.jp昭和２２年１０月３１日創立

校　長　　松　村　厳　寿
副校長　　一ノ倉　眞　吾

●教職員数 　 17 人
●生 徒 数 　 37 人
●学 級 数 　  3 学級

教育目標
　「夢を持って、仲間と協力し合い、創造的で心豊かに逞しく生きる人間の育成」
研究主題
　「確かな学びを支える授業の創造」～学習の連続性の構築を通して～
学校経営方針
１　重点目標
　　「課題と目標を明確に持ち、確かな力を身に着けるために努力し続ける生徒を育てる」
２　経営の方針
　⑴�　新学習指導要領の改訂の方針を踏まえ、「生きる力」を身につけた「主体的に学び、心豊

かに逞しく活動する生徒」を育てるために教職員の英知を結集し目標と成果を明確にした教
科指導と教育活動を推進する。

　⑵�　あらゆる機会と場を捉えて生徒一人ひとりの特性と課題の把握に努め、個々に対応した支
援と指導を展開するために、情報の共有と共通理解、指導の統一性を図りながら組織として
機能する教育活動を推進する。

　⑶�　保護者と地域の願いを把握し、地域や関係機関と連携した教育活動の充実を図り、目標達
成型マネジメントサイクルの定着した学校・学級・教科経営を推進する。

３　経営の重点
　⑴　創造的に生きる生徒
　　①�　新学習指導要領と社会の変化、生徒の特性に対応した教育課程の編成と実施による「生きる力」の育成
　　②�　生徒の理解や定着状況に沿った指導の工夫と生徒自らが考え能動的に学習する態度の育成
　　③�　「課題の吟味‐展開の工夫‐振り返り」を工夫し、確かな学力をつけるためのＰＤＣＡ

サイクルの確立した授業実践
　　④　学習意欲の向上と学習習慣の確立を目指した自主学習課題の提示
　⑵　心豊かに生きる生徒
　　①　郷土を愛し、地域の発展に寄与する人材を育成する「いわての復興教育」の推進
　　②�　地域への貢献とより良い学校生活を目指したボランティア活動による「豊かな人間性」の育成
　　③　支援を必要とする生徒と家庭に寄り添い、個性や状況に応じた支援の充実
　　④　生徒一人ひとりの心身の状態や特性、家庭環境を理解し、個に対応した教育活動の推進
　⑶　逞しく生きる生徒
　　①　体力と競技力の向上を目指したトレーニングの継続による心身の鍛錬
　　②　自らの健康と安全を意識した学校生活の維持と望ましい生活習慣・食習慣の定着
　　③　勤労体験学習と郷土学習を関連付けたキャリア教育の推進
　　④　行事と連携させた主体的で自治的な生徒会活動の推進
　⑷　職員の資質向上と教育環境整備
　　①　教職員としての専門性と実践的指導力を向上させる研修への積極的参加
　　②　学習指導要領の改訂に沿った教材と教具の整備と指導法の改善
　　③�　指導の方針や意図を周知し、家庭や地域の協力と支援を受けるための積極的な情報発信と情報共有
　　④　効率的な校務処理を行うための業務改善と適切な校務分担の推進
　　⑤　教育活動に対する自己評価及び他者評価を有効に活用した学校経営
　　⑥　施設設備の更新や修繕、環境美化活動による安全な教育環境の維持

山 形 中 学 校 〒０２８－８６０２　久慈市山形町川井１０－８７－１１
TEL  ０１９４－７２－２０５０　FAX  ０１９４－７２－３１０９	
E-mail	 yamagatatyu@scm.city.kuji.iwate.jp昭和５８年４月１日創立

校　長　　佐々木　律　夫
副校長　　杉　下　奈津子

●教職員数 　 15 人
●生 徒 数 　 44 人
●学 級 数 　  5 学級

教育目標
　１　自主・・主体的に学び、考え、行動する生徒
　２　創造・・生活を見つめ、協力して新しい文化を創る生徒
　３　躍進・・気力・体力を鍛え、ともに高めあう生徒
　４　敬愛・・自他を敬愛し、思いやりと感謝の心を持つ生徒
研究主題
　自己を見つめ、他者との関わりを通して

考えを深める道徳の授業のあり方　
～問題解決的な学習を通して～

　確かな学力の定着を目指した授業の研究
　～ OJT システムの構築を通して～

学校経営方針
　学校は、憲法・教育基本法の理念及び学校教育法に基づいて、地
域社会・生徒実態を踏まえた学校教育目標の達成を目指して協働す
る組織体です。
　本校では、生徒が「この学校に入ってよかったと思える学校」を
めざし、岩手県教育委員会学校教育指導指針並びに久慈市教育委員
会学校教育行政方針をふまえ、次の点に力を入れていきます。
　ア�　個性尊重の原則に立って豊かな心とふれあいのある教室をつ

くります。また、「生徒指導」と「心の教育」を基盤にし、生
徒相互、教師と生徒の心のふれあいを大切にした教育を心がけ
ます。

　イ�　基礎的基本的内容の定着を図り、確かな学力を習得できる生
徒を中心とした授業を展開します。授業においては生徒を中心
に据え、わからない事を聴き合うことのできる雰囲気を醸成す
ることで意欲を高め、心を育てます。

　ウ�　自己の課題に向き合い、困難を克服して自己実現を目指す生
徒の育成に努めます。「キャリア教育」「復興教育」「道徳教育」
に力を入れ、自己を見つめ、他者や社会との関わりを考え、お
互いに思いやり支え合いながら努力する生徒を育てます。

　エ�　「地域の学校」との自覚を持ち、学区内各小学校との連携を
緊密にするとともに、保護者・地域との協働を推進して学校運
営にあたります。
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３　学校保健

○ 学校医等一覧表

No 学校名
学校医・学校歯科医・薬剤師名

内　科 耳鼻科 眼　科 歯　科 薬剤師

1 久 慈 小 学 校 千田　　修 小野寺　耕 圓佛　誠基 岩本　一夫…
岩城　大介 古橋　　崇

2 久慈湊小学校 関上　　勇 小野寺　耕 圓佛　誠基 小林　直人 日向　利明

3 長 内 小 学 校 関上　　勇 小野寺　耕 圓佛　誠基 吉田　清範 小向　　毅

4 小久慈小学校 関上　　勇 小野寺　耕 圓佛　誠基 吉田　清範 新淵  　宏

5 大川目小学校 鳥谷　宗正 小野寺　耕 圓佛　誠基 小栁亜沙子 佐々木美代

6 夏 井 小 学 校 鳥谷　宗正 小野寺　耕 圓佛　誠基 鳥谷　恭右 細田　稔男

7 平 山 小 学 校 竹下　敏光 小野寺　耕 圓佛　誠基 夘城　敏隆 久世　康文

8 侍 浜 小 学 校 大澤　一嘉 小野寺　耕 圓佛　誠基 長内　宏夫 新淵　光子

9 宇 部 小 学 校 齊藤　　裕 小野寺　耕 圓佛　誠基 小林　直人 新渕　純司

10 久 喜 小 学 校 関上　　勇 小野寺　耕 圓佛　誠基 山口　一徳 日向　利明

11 小 袖 小 学 校 関上　　勇 小野寺　耕 圓佛　誠基 大澤輝見子 日向　利明

12 山 形 小 学 校 吉田　弘之 小野寺　耕 圓佛　誠基 田口　　淳 仲村　一裕

13 霜 畑 小 学 校 吉田　弘之 小野寺　耕 圓佛　誠基 田口　　淳 及川　圭士

14 来 内 小 学 校 吉田　弘之 小野寺　耕 圓佛　誠基 田口　　淳 中野　清良

15 久 慈 中 学 校 大澤　一嘉 小野寺　耕 圓佛　誠基 八重樫育男 細田　稔男

16 長 内 中 学 校 白戸　隆洋 小野寺　耕 圓佛　誠基 吉田　清範 藤崎　秀紀

17 大川目中学校 鳥谷　宗正 小野寺　耕 圓佛　誠基 小栁亜沙子 及川　圭士

18 夏 井 中 学 校 鳥谷　宗正 小野寺　耕 圓佛　誠基 長内　宏夫 福本　優悟

19 侍 浜 中 学 校 大澤　一嘉 小野寺　耕 圓佛　誠基 山口　一徳 久慈みどり

20 宇 部 中 学 校 齊藤　　裕 小野寺　耕 圓佛　誠基 村田　昌明 藤崎　秀紀

21 三 崎 中 学 校 白戸　隆洋 小野寺　耕 圓佛　誠基 岩本　一夫 日向　利明

22 山 形 中 学 校 吉田　弘之 小野寺　耕 圓佛　誠基 田口　　淳 仲村　一裕
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○ 児童・生徒の体位

⑴　身　長　 （㎝）

性　別 男 女

学校別 学年別 １ ２ ３ ４ ５ ６ １ ２ ３ ４ ５ ６

小

久慈市平均
（令和元年度） 116.5 120.7 128.1 133.9 138.9 146.8 114.4 121.4 125.2 134.0 140.5 146.4 
久慈市平均
（平成 30 年度） 116.7 122.6 127.4 133.4 140.0 145.0 115.8 121.7 127.2 133.8 140.0 146.5 

差 ▲ 0.2 ▲ 1.9 0.7 0.5 ▲ 1.1 1.8 ▲ 1.4 ▲ 0.3 ▲ 2.0 0.2 0.5 ▲ 0.1
岩手県平均
（令和元年度） 117.2 123.1 128.8 134.1 139.7 145.5 116.1 121.9 127.5 134.4 140.9 147.7 
差 ▲ 0.7 ▲ 2.4 ▲ 0.7 ▲ 0.2 ▲ 0.8 1.3 ▲ 1.7 ▲ 0.5 ▲ 2.3 ▲ 0.4 ▲ 0.4 ▲ 1.3

全 国 平 均
（令和元年度） 116.5 122.6 128.1 133.5 139.0 145.2 115.6 121.4 127.3 133.4 140.2 146.6 
差 0.0 ▲ 1.9 0.0 0.4 ▲ 0.1 1.6 ▲ 1.2 0.0 ▲ 2.1 0.6 0.3 ▲ 0.2

中

久慈市平均
（令和元年度） 152.4 159.2 165.0 150.7 154.0 156.1 
久慈市平均
（平成 30 年度） 152.1 159.9 165.2 151.3 154.9 156.3 

差 0.3 ▲ 0.7 ▲ 0.2 ▲ 0.6 ▲ 0.9 ▲ 0.2
岩手県平均
（令和元年度） 153.9 160.7 166.1 152.0 154.9 156.5 
差 ▲ 1.5 ▲ 1.5 ▲ 1.1 ▲ 1.3 ▲ 0.9 ▲ 0.4

全 国 平 均
（令和元年度） 152.8 160.0 165.4 151.9 154.8 156.5 
差 ▲ 0.4 ▲ 0.8 ▲ 0.4 ▲ 1.2 ▲ 0.8 ▲ 0.4

⑵　体　重　 （㎏）

性　別 男 女

学校別 学年別 １ ２ ３ ４ ５ ６ １ ２ ３ ４ ５ ６

小

久慈市平均
（令和元年度） 22.0 24.7 27.8 31.7 36.9 43.0 20.5 23.4 27.1 32.2 35.6 40.2 
久慈市平均
（平成 30 年度） 22.1 24.4 28.2 32.7 38.0 38.8 21.1 24.1 28.1 31.2 35.4 40.4 

差 ▲ 0.1 0.3 ▲ 0.4 ▲ 1.0 ▲ 1.1 4.2 ▲ 0.6 ▲ 0.7 ▲ 1.0 1.0 0.2 ▲ 0.2
岩手県平均
（令和元年度） 22.1 25.1 28.2 32.1 35.7 39.9 21.6 24.1 27.2 31.5 35.2 41.5 
差 ▲ 0.1 ▲ 0.4 ▲ 0.4 ▲ 0.4 1.2 3.1 ▲ 1.1 ▲ 0.7 ▲ 0.1 0.7 0.4 ▲ 1.3

全 国 平 均
（令和元年度） 21.4 24.2 27.3 30.7 34.4 38.7 20.9 23.5 26.5 30.0 34.2 39.0 
差 0.6 0.5 0.5 1.0 2.5 4.3 ▲ 0.4 ▲ 0.1 0.6 2.2 1.4 1.2

中

久慈市平均
（令和元年度） 44.2 50.3 54.5 44.9 48.0 50.4 
久慈市平均
（平成 30 年度） 46.0 49.7 56.1 44.6 47.6 54.4 

差 ▲ 1.8 0.6 ▲ 1.6 0.3 0.4 ▲ 4.0
岩手県平均
（令和元年度） 46.0 51.8 55.7 45.2 47.9 51.5 
差 ▲ 1.8 ▲ 1.5 ▲ 1.2 ▲ 0.3 0.1 ▲ 1.1

全 国 平 均
（令和元年度） 44.2 49.2 54.1 43.8 47.3 50.1 
差 0.0 1.1 0.4 1.1 0.7 0.3

※各項目の「差」欄は、令和元年度久慈市平均と各項目との差
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４　学校給食

○ 学校給食センター運営方針

１　学校給食の目標…（学校給食法第２条）
　�　学校給食を実施するに当たっては、義務教育諸学校における教育の目的を実現するため
に、次に掲げる目標が達成されるよう努めなければならない。
　⑴　適切な栄養の摂取による健康の保持増進を図ること。
　⑵�　日常生活における食事について正しい理解を深め、健全な食生活を営むことができる

判断力を培い、及び望ましい食習慣を養うこと。
　⑶　学校生活を豊かにし、明るい社交性及び協同の精神を養うこと。
　⑷�　食生活が自然の恩恵の上に成り立つものであることについての理解を深め、生命及び

自然を尊重する精神並びに環境の保全に寄与する態度を養うこと。
　⑸�　食生活が食にかかわる人々の様々な活動に支えられていることについての理解を深

め、勤労を重んずる態度を養うこと。
　⑹　我が国や各地域の優れた伝統的な食文化についての理解を深めること。
　⑺　食料の生産、流通及び消費について、正しい理解に導くこと。

２　学校給食の運営方針
　�　児童生徒を取り巻く食生活の状況を見ると、ビタミンやカルシウム等栄養素の摂取不足、
肥満、偏食、朝食欠食による食生活の乱れ、食物アレルギーなどの問題が指摘されている。
　�　このような中、学校給食は、健康の増進、体位の向上を図るという食事本来の意義だけ
でなく、生涯にわたる健康で充実した生活を送るための健康教育の一環として、自らが主
体的に望ましい食生活を営んでいく力を身につけることや食事を通じて好ましい人間関係
を育て、豊かな心を育むという教育的意義をも有することから、学校、家庭、地域及び学
校給食センターの連携を密にしながら、地場産品を活用した親しみのある給食づくりを推
進するため、次の重点目標を掲げ運営する。
　［重点目標］
　⑴�　児童生徒の肥満、偏食、食生活の乱れなどが指摘されることから、日常生活において

正しい食育を行い、自己の健康管理が自主的にできるよう導く。
　⑵�　教諭、栄養教諭等の適切な指導の下に、食事を通して、礼儀作法、生活規律等を体得

させるとともに、友情を培い、協同協調の精神などを育むことにより、豊かな人間性を
育成する。

　⑶�　先人たちが長い歴史の中で築いてきた日本固有の食文化を大切にしながら、食生活環
境の改善に努めるとともに、生活習慣病等を視野に入れた栄養の改善を図り「安全で安
心な」給食づくりを目指す。

　⑷�　地場産品を取り入れながら、「郷土料理」など親しみのある給食づくりを推進すると
ともに、食料の生産、流通過程、消費など社会の仕組みについても学習できるよう導く。
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○ 学校給食センター運営委員会委員

１　運営委員会の構成（10 名）　　　　　　　　　　　　　　
　⑴　市立学校の校長	 ４名
　⑵　市立学校の PTA会長	 １名
　⑶　見識を有する者	 ５名

（任期　令和２年５月１日～令和４年４月 30日）　

役　職 氏　　名 所属団体及び役職名 備　考

委 　 員 照　井　大　道 久慈湊小学校長

委 　 員 釜　石　由　仁 霜畑小学校長

委 　 員 松　本　　　隆 宇部中学校長

委 　 員 松　村　厳　寿 三崎中学校長

委 　 員 壽松木　　　亨 久慈市ＰＴＡ会長

委 　 員 小　上　純　子 久慈小学校ＰＴＡ母親委員

委 　 員 岩　崎　弘　子 久慈中学校ＰＴＡ母親委員

委 　 員 野　場　まさ子
久慈市食生活改善推進員協議会
副会長

委 　 員 川　村　裕　二
県北広域振興局保健福祉環境部
環境衛生課長

委 　 員 見年代　由　司 一般社団法人久慈学校給食会長
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○ 学校給食センター事業計画

事　業　名 ね　ら　い 事業の内容 時　　期 対　　象

学校給食セン
ター運営委員会

学校給食の円滑な
運営を図る。

学校給食の運営に
関する重要事項を
審議する。

６月、２月 委員

給食コーナーの
開設

児童生徒及び保護
者等見学の際の自
主的研修を支援す
る。

食事模型、給食風
景及び児童生徒か
らの学校給食の感
想等を展示または
掲示する。

通年
児童生徒
及び保護者等

食に関する指導

栄養教諭の指導に
より、正しい食習
慣及び食に関する
知識を身につけさ
せる。

栄養教諭による食
に関する授業を行
う。 ５月～１月 児童生徒

地産地消ふれあ
い給食の日

地元食材を活用し
た給食を通じて、
農林水産物に対す
る理解と地産地消
及び食育の推進を
図る。

久慈市を代表する
食材を活用した給
食と生産者を派遣
した食育出前教室
を行う。

10月～１月 児童生徒

子ども料理教室

料理体験を通して、
料理の楽しさ及び
料理の基本技術を
習得するとともに、
食に関する意識の
醸成を図る。

栄養教諭が指導者
となり、子ども及
び保護者を対象に
した料理教室を開
催する。

８月
児童生徒
及び保護者

郷土料理給食

年に数回、地域の
伝統食や郷土料理
を学校給食で提供
し、子どもたちに
郷土に伝わる伝統
食を伝えていく。

まめぶ、ひっつみ
等を給食で提供す
る。

通年 児童生徒



－ 39－

○ 久慈市学校給食センターの概要

１　学校給食施設の概要
　⑴　位　　置　　　久慈市小久慈町第 39地割２番地２
　⑵　敷　　地　　　7,994.82㎡
　⑶　建　　物　　　2,771.47㎡　（１F　2,120.88㎡　２F　650.59㎡）
　　○共同調理場　　2,683.49㎡
　　　構　　造　　　鉄骨２階建	 　　
　　　建 築 年　　　平成 21年度（改築）
　　　総事業費　　　1,478,265 千円	 （�文部科学省の「安全・安心な学校づくり交付金

事業」と合併特例債を活用して整備）

２　学校給食の開始
　　　　　　　　　昭和 46年８月 25日　　　　　　給食調理能力　7,000 食
　　　　　　　　　平成 21年８月 20日（改築）　　 給食調理能力　4,000 食

３　学校給食の形態
　　　　　　　　　完全給食　週５日

４　学校給食の日数　

内訳
区分

年　間　給　食　日　数 １　週　間　平　均　回　数

パ　ン 米　飯 計 パ　ン 米　飯 計

小・中学校 18 日 154 日 172 日 月１～２回 ５回 ５回

　※　米飯給食は、月～金曜日の週５回。（パン給食の日を除く。）
　※　パン給食は、第２・４火曜日の月１～２回。

５　米飯給食の推移
　　昭和49年６月１日　　　　１週間に米飯持参１回
　　昭和53年４月１日　　　　１週間に委託米飯１回、米飯持参１回
　　昭和55年４月１日　　　　１週間に委託米飯２回、米飯持参１回
　　平成21年８月（２学期）　１週間にセンター炊飯３回
　　平成29年10月（２学期）　１週間にセンター炊飯５回（パン給食の日を除く。）
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６　学校給食費の推移
（１食当たり単価）

年度
区分 46 48 49 50 51 53 54 55 57 平成元 4 9 10～ 令和２

小学校 60 円 72 円 104 円 130 円 145 円 163 円 173 円 187 円 194 円 199 円 233 円 237 円 243 円 280 円

中学校 68 円 85 円 122 円 150 円 167 円 187 円 198 円 215 円 223 円 229 円 268 円 273 円 280 円 300 円

７　学校給食費
　�　学校給食に要する経費のうち、食材料費は保護者負担の給食費として、５月から翌年の
１月までの９期に分けて徴収している。

給食費
区分 １食当たり単価 基準日数

（年間） 年　　額
各期納入額

１期～８期 ９期
小学校 280 円 172 日 48,160 円 5,600 円 3,360 円
中学校 300 円 172 日 51,600 円 6,000 円 3,600 円

８　学校給食対象校等及び人数 
（令和２年５月１日現在）

小　　学　　校 中　　学　　校 給食センター 合　　　　　計

校　数 児童数 職員数 校　数 生徒数 職員数 施設数 職員数 施設数
人 　　数

計 児童生徒数 職員数
11 1,542 199 7 839 146 1 38 19 2,764 2,381 383

９　施設の特徴について
　・�　衛生面では、ハセップ（HACCP）の概念に基づいたドライシステムとオール電化厨

房システムを導入、そして調理食材や室温等を一元管理する集中温度管理システムを採
用している。

　・　環境の面では、深夜電力を使用したオール電化によるCO２排出削減など行い、
　　　氷の蓄熱を使用した空調システム（エコ・アイス）
　　　地中熱を取り入れた空調システム（クールヒートトレンチ）
　　　外気の熱を利用した給湯システム（エコキュート）
　　　夜間電力蓄熱式蒸気発生器（蒸気源）などを導入している。
　・�　新たな調理器具としては、米飯給食対応のために電気式連続炊飯システムやスチーム

コンベクションオーブンなどを導入している。　
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○ 山形地区学校給食センターの概要

１　学校給食施設の概要
　⑴　位　　置　　　久慈市山形町川井第 13地割 20番地 1
　⑵　敷　　地　　　4,805.79㎡
　⑶　建　　物　　　404.25㎡
　　○共同調理場　　384.00㎡
　　　構　　造　　　鉄骨２階建
　　　建 築 年　　　平成 14年度（改築）
　　　総事業費　　　217,350 千円

２  学校給食の開始
　　　　　　　　　昭和 44年８月 22日
　　　　　　　　　平成 14年４月 10日（改築）　　給食調理能力　500 食

３　学校給食の形態
　　　　　　　　　完全給食　週５日

４　学校給食の日数

内訳
区分

年　間　給　食　日　数 １　週　間　平　均　回　数

パ　ン 米　飯 計 パ　ン 米　飯 計

小・中学校 34 日 138 日 172 日 １回 ４回 ５回

　※　米飯給食は、月曜日・火曜日・木曜日・金曜日の週４回。
　※　パン給食は、水曜日の週１回。

５　学校給食費の推移
（１食当たり単価）

年度
区分 ５５ ５６ ５７ 元 5 9 １０ １１ 令和 ２

小学校 190 円 195 円 200 円 206 円 232 円 242 円 249 円 259 円 280 円

中学校 210 円 215 円 220 円 226 円 263 円 273 円 281 円 291 円 300 円
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６　学校給食費
　�　学校給食に要する経費のうち、食材料費は保護者負担の給食費として、５月から翌年の
１月までの９期に分けて徴収している。保育所等は、月毎に実績額を徴収している。

給食費
区分 １食当たり単価 基準日数

（年間） 年　　額
各期納入額

1期～ 8期 9　　期
小 学 校 280 円 172 日 48,160 円 5,600 円 3,360 円

中 学 校 300 円 172　日 51,600　円 6,000　円 3,600　円

保育所・児童館 180　円 172　日 30,960 円 － －

７　学校給食対象校等及び人数
（令和２年５月１日現在）

保育所・児童館 小学校 中学校 給食センター
施設数 児童数 職員数 校数 児童数 職員数 校数 生徒数 職員数 施設数 職員数
２ 14 ６ ３ 81 31 1 44 16 1 11

合　　計

施設数 人　　数
児童生徒数 職員数

７ 203 139 64

８　施設の特徴について
　・�　衛生面では、ハセップ（HACCP）の概念に基づいたドライシステムとオール電化厨

房システムを導入している。
　・�　環境の面では、深夜電力を使用したオール電化によるCO２排出削減など行い、氷の蓄

熱を使用した空調システム（エコ・アイス）
　　大型電気温水器などを導入している。
　・�　新たな調理器具としては、米飯給食対応のために炊飯器やスチームコンベクション

オーブンなどを導入している。
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５　関係機関等

○ 教育研究所

１　運営体制
　　○　所　　　長　　宇部　智康（学校教育課長）
　　○　運営委員会
　　　　【委 員 長】　　菊地　　理
　　　　【副委員長】　　梅野　展和
　　　　【委　　員】　　髙橋　純子　　佐々木　敏之　　波田野　誠
　　　　　　　　　　　川原　直也　　山舘　和博　　　杉下　奈津子
　　　　　　　　　　　山舘　和博　　宇部　紀江
２　主な事業

研究委員会 主　な　事　業　内　容

ア　研究委員会
　①授業づくり部会
　②�魅力ある学級づ

くり部会
　③健康教育委員会

イ　編集委員会
　・�社会科副読本編

集委員会

１　事業の内容
　�　各種調査結果の分析、検討により、課題を明らかにし、その
改善方策や具体的な指導方法等について実践研究を進め、その
成果について研究発表会や資料等により共有化を図る。
２　事業計画
　⑴　運営委員会（年３回、①５月・② 11月・③２月）
　⑵　研究委員会（年３回、①６月・②６月・③ 12月）
　　【担当者】
　　　�研究委員会は、研究委員４名（小２名・中２名）に運営委

員が１名加わり５名構成を基本とする。
　⑶　諸テスト
　　①教研式標準学力検査（ＣＲＴ）
　　　�学習内容がどの程度定着しているかを、個々の児童生徒に

ついて分析し実態を把握する。
　　　　実施学年　小学校３年～６年　中学校１年・２年
　　　　実施教科　小学校（ 国・算 )　中学校（ 国・数・英 ）
　　　　実施時期　令和２年 12月中旬
　　　　集計分析　令和３年１月
　　② �hyper-QU（よりよい学校生活と友達づくりのためのアン

ケート）
　　　�生徒指導の充実及び「不登校」「いじめ」等の未然防止と

早期発見のため、児童生徒個々の実態や学級・学年の傾向
等を把握する。

　　　　実施学年　小・中学校とも希望する学年（１つ）で実施
　　　　実施時期　令和２年６月

その他（研究発表会）
　令和３年１月 ・市教委報告　・講演会
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○ 就学支援委員会

○ 生徒指導の組織

⑴　委　員
氏　　名 職　　名

千　田　　　修 ちだ医院　院長
遠　藤　五　郎 北リアス病院　名誉院長
中　野　信　男 久慈市手をつなぐ育成会　会長
坂　川　孝　志 久慈小学校　校長
角　谷　隆　章 山形小学校　校長
関　上　　　康 大川目中学校　校長
小　山　芳　克 久慈拓陽支援学校　副校長
宮　本　真　紀 小袖小学校　教諭
岩　谷　あゆみ 久慈中学校　教諭
鶴　飼　朋　子 久慈市保健推進課　係長
浅　水　正　幸 久慈地区保育所協議会　会長
石羽根　ユキ子 相談支援専門員

⑵　調査員
氏　　名 職　　名

板　橋　悦　子 久慈拓陽支援学校　教諭
及　川　　　愛 久慈拓陽支援学校　教諭
下長根　智　美 久慈小学校　教諭
金　子　育　子 大川目小学校　教諭
関　上　裕　子 平山小学校　教諭
松　岡　青　子 侍浜小学校　教諭
馬　場　理恵子 宇部小学校　教諭
林　崎　浩　恵 夏井中学校　教諭
水　上　未　帆 侍浜中学校　教諭
小野寺　明　美 山形中学校　教諭
髙　橋　弥　子 久慈小学校　教諭
橘　　　りつ子 小久慈小学校　教諭

事
業
予
定

・5月、10月、12月、2月－就学支援委員会議

・6月、8月、10月、11月（2回開催）、1月
　－就学支援調査及び調査員会議

⑴　久慈市小中高生徒指導連絡協議会
　目的�　本会を構成する団体の相互協力によって、小中高校生の生徒指導、特に問題行動の

原因分析とその対策、および問題行動傾向をもった児童生徒の早期発見とその指導強
化を図ることを目的とする。（会則第２条）

　事業　１�　市内各学校及びＰＴＡ並びに関係諸機関等との連絡協議により、児童生徒の生
活指導上必要な資料の整備・交換・活用をはかる。

　　　　２　組織的、計画的に校外生活の実態調査と重点指導を行う。（会則第３条）
　　　　３　本会は、久慈市内小中高等学校並びに久慈市ＰＴＡ連合会、久慈市教育委員会、
　　　　　久慈警察署及び本会の目的に賛同する団体の協議体とする。
　代表役員　会長　菊地　理（久慈中学校長）

⑵　久慈地域生徒指導推進協議会（事務局：洋野町教育委員会）
　目的�　久慈地域児童生徒の健全育成を図るため、関係市町村の生徒指導連絡組織を中核に

関係機関、地域社会の組織と連携をはかり、生徒指導を広域的総合的に進め、その充
実強化を図ることを目的とする。

　事業　１　生徒指導体制の確立に関すること
　　　　２　生徒指導組織の連携強化に関すること
　　　　３　学校、家庭、地域社会の連携に関すること
　　　　４　関係機関、関係団体との連携に関すること
　　　　５　調査研究・広報資料作成に関すること
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１　社会教育行政

○ 社会教育行政方針

　今日の社会情勢は、少子化による人口減少、高齢化、高度情報化、グローバル化の進展な
ど大きな変革の中にあり、平成 23年の東日本大震災を背景とした地域コミュニティの分散
化や連帯感の希薄化など、様々な課題に直面しています。
　また、平成 28 年の台風第 10 号、令和元年度の台風第 19 号による被災や、人口減少の
更なる進行、人生 100 年時代と言われる長寿化など、自然環境・地域社会・家庭環境の大
きな変化が予想される中、複雑化する課題への対応が求められるようになっています。
　多様化する市民のニーズや期待を的確に捉え、市民一人ひとりが生きがいを持って、充実
した人生を送り、社会の一員として自信と責任を持って生活していけるよう、市民が生涯に
わたり社会教育活動を主体的、継続的に「いつでも・だれでも・どこでも」行うことができ
る環境を整備すること、そして、その成果を社会に生かせる人材の育成や家庭・地域の教育
力向上のための環境整備は、行政の重要な責務です。
　久慈市総合計画（平成 28年度～令和 7年度）においては、基本方針に「総合力豊かな人
材を育てるまちづくり」と位置付け、教育に関して人づくりや教育・文化の環境づくりを推
進し、「子どもたちに誇れる　笑顔日本一のまち　久慈」の実現を目指します。
　また、久慈市社会教育行政中期計画（平成 28年度～令和２年度）では、子どもから高齢
者まで、市民が生涯の各時期において、自主的・自発的に学習活動を行うことができるよう
いつでも、どこでも学ぶことができ、豊かな社会生活を送ることができるよう、市民のニー
ズや期待に沿って、多様な学習機会の提供や学習環境の整備に努めるとともに、子ども達が、
明るい未来に向かって創造的、主体的に自らの手で切り拓いていく力を身に付け、心豊かで
たくましい人間に成長し、また、ふるさとの歴史、文化、慣習等に対する理解を深め、郷土
愛を育むよう生涯学習の推進に取り組むこととしています。
　教育が未来を担う人材を育成する基盤であるとの認識に立ち、生涯にわたる多様な学びを
通じて、住民が協働して行う地域づくり活動を支援するなど、継続的な取組のためのつなが
りづくりを推進しながら、地域の強い絆のもとで、高い意志を持ち、想像力豊かで心身とも
に健やかな子どもたちを育成し、地域が交流する中で郷土の文化を守り育み、継承ができる
ような地域社会を目指す施策として「生涯学習の充実」に取り組みます。
　以上のことから、令和２年度社会教育行政方針を次のとおりとし、社会教育行政を推進し
ます。

１　生涯学習環境の充実と社会教育の推進
　�　市民の学習意欲に応えた多様な学習機会の提供や学習環境の整備・支援に努めるととも
に、地域全体で子ども達を育む教育振興運動の推進を通じて、学校・家庭・地域の連携を
深め、市内各地区において「放課後子ども教室」を実施します。また、学校における地域
力の活用を推進し、地域・家庭の教育力の向上及び生涯学習の充実に努めます。

　⑴　生涯学習環境と推進体制の整備・充実
　　�　市民一人ひとりの生涯にわたる学びを支援するため、市民の学習ニーズ等の把握に努
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め、多様な学習機会を提供するとともに、学びの成果を生活や地域活動等に活かすこと
ができる実践の機会を提供します。

　　�　また、学習者が新たな指導者となるよう人材育成を図り、学習の成果を発表できる場
として「生涯学習のつどい」を実施します。

　　�　きめ細やかな情報提供や相談対応、学習機会のコーディネート等を行う体制づくりを
します。

　⑵　学校・家庭・地域の連携と家庭教育の充実
　　�　学校・家庭・地域の連携を促進し、地域全体で子どもを育む環境を整備するため、住

民相互のつながりの形成を促進し、新たな気づきや学びの活動として、「放課後子ども
教室」や「学校支援地域本部事業」の実施により地域・学校等で活躍できる環境を整え
ます。

　　�　また、子育て期の家庭での教育を支援するため、小中学校や子育て支援センターと連
携し、子育てや家庭教育に役立つ事業を展開します。

　⑶　社会教育の推進　
　　�　生涯にわたり主体的に「学び」続けるには、個人のライフスタイルやライフステージ
（年代別の生活段階のこと。）に合わせ、さまざまな学習内容、学習時間、学習形態の研
究が必要であり、それに応じた学習機会の提供に努めます。

　　�　また、幅広い学習要求に応え、多くの方が参加できるような環境として、市民センター
主催の事業を充実し、さらに、持続可能な地域づくりのために、学びを通じた人づくり、
つながりづくりの視点を取り入れ、人材育成や支援に努めます。

　　�　さらに、地域で活躍している人材の豊かな知識や経験を、地域の活動の中で発揮する
ことにより、生きがいや楽しみをもち、充実した人生を送ることができる多様な学習活
動を支援します。

　⑷　社会教育施設の有効活用
　　�　社会教育施設において、市民が学習活動をより活発に、そして気軽に利用できるよう、

利便性・安全性の向上に努めます。
　　�　各施設が市民に効果的に利用されるよう、利用時間や管理運営方法の在り方について

調査・研究するなど、施設の活用方法の改善、事業活動に関する情報提供の充実、施設
相互の連携等を強化します。

　　�　また、指定管理者制度を導入した久慈市立図書館について、指定管理者との連携のも
と、市民が集い、親しまれる施設になるよう、図書館機能の充実に取り組むとともに、
施設の管理運営が適正かつ確実に履行されるようチェック体制を確立します。

２　図書館機能の充実
　�　久慈市の生涯学習を推進する中核的施設として、市民の文化・教養及び調査研究など多
種多様な学習意欲の高まりに応えるため、また、市民に親しまれる読書環境の整備を目的
に、「新久慈市立図書館」を開館します。
　�　また、幼い頃からの読書習慣の形成、親子の触れ合いなど、読書を通じた子育てを応援
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する事業を展開してまいります。

　⑴　運営体制の充実と相談機能の強化
　　�　少子高齢化が進み、ライフスタイルや価値観が変化する中で、図書館に求めるニーズ

も多様化しており、紙媒体の資料だけでなく、幅広い資料に対応する施設運営が必要と
なっています。また、図書館はその情報源を活用し、「本と人、人と人を結ぶ場」とし
て幅広い交流の場としの役割が求められています。

　　�　このため、図書館の可能性を高める施設の構築と、専門性の高いサービスの提供に向
けた運営体制の検討を進めてまいります。図書館の根幹をなす資料については、管理を
強化し、市民の利便性を高める IC タグでの管理システムを導入し、円滑な利用が図ら
れるように努めてまいります。図書館職員の充実については、市民の学習ニーズに適切
に対応できるよう広範な知識をはじめ、資料の選択や読書指導に関する知識と技術を有
することが必要であり、専門的な知識・技術を習得できるよう研修体制の整備を図りま
す。

　　�　また、市民に役に立つ図書館として、レファレンス※1・レファラルサービス※2 機能
を強化するため、地域情報を含めた資料の収集保存に努め、２次資料を作成するととも
に、関係機関や広域連携を深めることにより相談機能の強化に努めます。
※1　利用者の問い合わせに応じ、図書館資料等に基づく関係資料・情報を提供する機能
※ 2　図書館利用者が必要とする情報・機関・組織を知らせる機能

　⑵　図書館資料の充実
　　�　読書への関心を広げる資料の選定を行い、児童の読書意欲の向上を推進するとともに、

個々の学習活動に配慮したバランスのとれた蔵書の整備を計画的に図っていきます。さ
らに、寄贈図書の受入れや団体貸出等を積極的に行い、自館にない資料については、岩
手県立図書館等とのネットワークを活用した相互賃借により、市民のニーズに応えます。

　　�　また、将来に渡り文化を継承し、地域に愛着の持てる施設とするため、郷土資料の充
実を図り、郷土に関係する特徴のある資料、地域情報の収集・発信を積極的に進め、地
域の情報センターとしての役割も担っていきます。

　⑶　読書推進活動の促進と学習機会の提供
　　�　読書を推進する活動を行っている読み聞かせグループ等への支援を進め、活動場所や

場面を提供するとともに、ボランティアのスキルを高める研修機会を提供していきます。
　　�　また、図書館から遠隔地に居住する市民の読書活動を推進するため、学校や市民セン

ター等との連携を含め、移動図書館車によるサービスの充実に努めます。
　　�　さらに、幅広い利用促進に向け、一般向けの講座や企画展、イベント等を開催し、読

書に親しむ事業を積極的に展開します。
　　　　
３　芸術文化活動の充実
　�　文化施設の運営に当たっては、鑑賞機会の提供、学校等との連携、市民参画と協働によ
る活動の推進を図り、賑わいのある文化施設となるよう努めます。　
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　⑴�　市民の参画・協働による文化施設の企画運営及び優れた芸術文化事業の提供と鑑賞者
の育成

　　�　芸術文化活動に対する関心は高まっており、今後もより多くの市民が芸術文化に親し
める環境の整備を図りながら、利用者の増加を図ることが必要です。

　　�　多くの市民から積極的に活用されるためには市民のニーズを的確に把握し、市民の参
画と協働による施設の活用に工夫を凝らすとともに、市民のニーズに合った管理運営に
努めなければなりません。そのため、芸術監督監修の質の高い演奏会を含む多様なジャ
ンルの鑑賞事業や、市民の企画実行力を活かした共催事業の実施に取り組みます。

　　�　また、アンバーホール友の会の充実を図り、芸術文化情報の発信に努め、ホールボラ
ンティアの育成により事業の協力者の掘り起こしを図るなど、文化活動をサポートする
体制の確立を進めます。

　　�　さらに、自主事業の拡大を図るため、各種助成制度の積極的な導入に努め、より多く
の市民が来館し、利用できる賑わいのある施設を目指します。

　⑵　芸術文化の創造と人材の育成・支援
　　�　「吹奏楽クリニック」については、一般及び学校からの参加者の拡充を図るとともに、
「吹奏楽クリニック」の成果発表として吹奏楽祭を継続開催し、演奏者や指導者の育成
に努めます。

　　�　「合唱ワークショップ」については、合唱愛好者のすそ野を広げる活動を行います。
また既存の合唱団体等が自立した活動ができるよう支援体制の強化に努めます。

　　�　また、文化団体へ講師を派遣し、技術の向上と活動の活性化を図り、各芸術分野の担
い手の育成に取り組むとともに、活動状況の積極的な情報発信により、地域に根付いた
活動を支援します。

　　�　「おらほーる劇場」については、練習会場の設定の工夫や、初心者向けの演劇ワーク
ショップを実施するなど、新規参加者の増加を目指します。また、鑑賞者の増加に向け
て、学生等でも気軽に鑑賞できる交通手段の確保など環境づくりに努めます。

　　�　これら人材育成の事業を継続して実施することにより、参加者の技術向上、指導者の
育成に努め、地域に根付いた特色ある事業展開に向けて取り組みます。

　　�　さらには、活動発表の場として、市民芸術文化祭を開催し、市民の芸術活動の活性化
を図るとともに、文化団体等が個々に取り組んできた発表会を合同で実施することによ
り、各団体の連携強化に努めます。

　
　⑶　地域社会との連携
　　�　学校等と連携し、ホールへ足を運ぶ機会が少ない幼児・児童・生徒等の公演への招待

や、アウトリーチ ( 出前コンサート）を実施し、芸術鑑賞の機会を提供します。
　　�　また、文化団体、伝統芸能団体と児童・生徒たちとの交流を通じて、各地域活動への

積極的な参加の機会を創出し、担い手の育成に努めるとともに、より一層の活性化に向
け、団体等のイベント開催においては、企画・運営の指導や助言などによる支援を行い、
芸術文化の振興を図ります。
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４　地域の歴史と文化の継承と発信
　�　地域の歴史と風土に培われた貴重な文化遺産の保護に努めるとともに、文化財保管・展
示施設を活用し、文化財保護思想の啓発を図るほか、郷土芸能保存団体への支援や、久慈
城跡を始めとする史跡の整備などに取り組みます。

　⑴　文化財の調査と保護
　　�　地域に伝わる貴重な文化財の調査・保護に取り組むとともに、重要な文化財の指定の

検討や、時代の変化とともに急速に失われつつある民俗資料等の収集に努めます。
　　�　郷土芸能祭の開催により伝統芸能の伝承活動の活性化を図るとともに、郷土芸能保存

団体への支援を行い、郷土芸能の保存に係る対策を推進します。

　⑵　文化財の管理と活用
　　�　久慈市の歴史や文化に触れる機会をより多く設けるため、既存の久慈市歴史民俗資料

室を維持、活用しつつ、将来的には久慈市文化財展示施設の移転を行い、常時見学でき
る体制を整えます。文化財保管施設については、文化財が適正に保管されるよう既存施
設の維持・管理に努めるとともに、文化財展示施設の移転を進めていきます。郷土の歴
史や文化への理解を深め、各種文化財の有効活用を図るため、文化財めぐりや文化財展
等の公開事業を継続実施します。
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○ 社会教育行政体系 

　久慈市総合計画（H28 ～Ｒ 7）
　　＜基本理念＞　「子どもたちに誇れる　笑顔日本一のまち　久慈」
　　＜基本方針＞　総合力豊かな人材を育てるまちづくり
　　＜主要施策＞　生涯学習の充実

基本施策 主 な 事 業

生涯学習環境
と推進体制の
整備・充実

●生涯学習推進体制の充実
　（生涯学習推進本部組織の見直し、生涯学習推進センター等関係機関との連携）
●総合的な生涯学習支援
　�（生涯学習ボランティアバンク、まちづくり直送便の推進、生涯学習士認定制度の推進、市民
生涯学習のつどいの開催、生涯学習情報紙の発行、学習ニーズへ対応した事業の開催、自主
学習グループ等の育成・支援）

学 校・ 家 庭・
地域の連携と
家庭教育の充
実

●学習機会の提供による家庭教育支援
　（各種家庭教育講座・家庭教育セミナーの開催、学習情報の提供）
●学校・家庭・地域の連携事業
　�（放課後子ども教室の実施、学校支援地域本部事業の実施、学童期子育て講座等の開催、相談
体制の充実）

社会教育の推
進

●社会教育推進体制の充実
　�（社会教育行政中期計画の総合的推進、次期計画の策定、社会教育主事の計画的養成、社会教
育指導員資質向上と計画的配置、社会教育関係職員研修の充実、社会教育関係団体の育成支援）

●生涯各時期における学習活動の支援
　�（教育振興運動の推進、ライフステージに対応した学習機会の提供、自主グループの育成・リー
ダーの育成、青少年交流事業）　　

社会教育施設
の有効活用

●社会教育施設の適正管理　（使用料の受益者負担の適正化）
●社会教育施設の効率的活用　（指定管理制度の導入、指定管理者との連携）
●社会教育施設の計画的整備・改善　（既存施設の計画的整備・改修、公民館類似施設整備の支援）

運営体制の充
実と相談機能
の強化

●運営体制の充実　
　（図書館協議会の充実、職員研修の充実、新図書館建設、図書館管理システムの検討）
●相談機能の充実　
　（予約・リクエスト・学習支援事業、郷土資料等の保存体制の整備、関係機関・専門機関との
連携強化、課題解決型情報の提供（レファレンスサービス、レファラルサービスの充実）　

図書館資料の
充実

●図書館資料の収集・整理　
　（図書・視聴覚資料・刊行物の受入れ、寄贈図書の受入・活用、県内図書館との連携・相互貸
借の活用、県立図書館資料の活用）
●特徴ある蔵書の収集と保存　
　（郷土資料・地域資料の収集・保存、琥珀・木炭・短角牛等関係図書の収集）
●図書館資料の活用　
　（企画展の充実、団体貸出・配本）

読書推進活動
の促進と学習
機会の提供

●読書推進活動の促進　
　（学校図書館との連携・支援、移動図書館車運行事業、子育て応援事業（ブックスタート等）、
青少年の読書活動支援（読書通帳等）、ボランティア活動の促進） 
●学習機会の提供　
　（図書館だよりの発行・情報提供、読書会・集会等の開催、展示会の開催）

市民の参画・
協働による文
化施設の企画
運営及び優れ
た芸術文化事
業の提供と鑑
賞者の育成

●市民の参画と協働による活動の推進
　（市民団体等による文化活動支援体制の整備、市民が企画した事業実施のための支援体制の整
備、ホールボランティアの育成）
●広報活動・営業機能の充実
　（広報活動の協力体制の構築、相談・指導体制の整備、積極的 PRによる施設の利用促進、施
設の未利用スペースの活用）
●鑑賞機会の提供
　（多様で優れた芸術文化の鑑賞機会の提供、ホールの特徴を生かした公演の開催）
●芸術文化に親しむ環境づくり
　（ワークショップ（体験講習会）事業の実施、レクチャーコンサートの開催）

芸術文化の創
造と人材の育
成・支援

●特色ある芸術文化の創造
　（アンバーホール吹奏楽クリニック・合唱ワークショップ事業の充実、おらほーる劇場のプロ
デュース支援、各種文化活動の積極的 PR支援）
●芸術文化活動の支援
　（多様なプログラムの提供、芸術文化の活動や事業実施の支援体制の整備、市民芸術文化祭の
開催）
●文化団体の人材育成
　（ワークショップや専門家の指導による技術向上及びに担い手育成）

地域社会との
連携

●学校教育等の連携
　（アウトリーチ（出前コンサート）事業の実施、体験型事業の実施）
●地域文化団体等との連携
　（地域イベントの企画・運営の指導・助言による支援）
●文化団体・伝統芸能団体との連携
　（文化体験事業実施、担い手の育成支援、郷土芸能祭の開催）

文化財の調査
と保護

●各種文化財の調査・保護
　（文化財保護調査委員会の充実、指定文化財の保護対策、指定文化財候補物件の調査、各種文
化財の調査・収集、郷土芸能保存団体の育成・支援）
●埋蔵文化財の保護
　（各種開発に伴う埋蔵文化財発掘調査）

文化財の管理
と活用

●文化財保管施設の維持・管理
　（文化財保管施設の管理・移転、保管資料の調査・整理）
●文化財の活用
　（指定文化財・収集資料・歴史民俗資料室の公開、文化財展示施設の移転と公開、保管資料の
貸出）

基本
方針

総
合
力
豊
か
な
人
材
を
育
て
る
ま
ち
づ
く
り
　

主要
施策

『
生
涯
学
習
の
充
実
』

施策の体系

１�　生涯学習
環境の充実
と社会教育
の推進

２�　図書館機
能の充実

３�　芸術文化
活動の充実

４�　地域の歴
史と文化の
継承と発信
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○ 社会教育関係主要事業計画

１　生涯学習環境の充実と社会教育の推進
　⑴　生涯学習環境と推進体制の整備・充実
　　①生涯学習推進体制の整備・充実　②総合的な生涯学習支援　

事　　業　　名 期　　日 場　所　名 対　　　象 主　　　管
琥珀のまち生涯学習推進本部会議 随時 久慈市役所 関係部長等 生涯学習課
生涯学習士認定制度 年間 市内 市民 生涯学習課
まちづくり直送便 年間 市内 市民 生涯学習課

琥珀のまちボランティアバンク 年間 市内 市民
（団体、サークル等） 生涯学習課

生涯学習だより「まなびのまち」発行 年３回 市民 生涯学習課

市民生涯学習のつどい ２月６日㈯…
　～７日㈰ 文化会館 市民 生涯学習課…

各市民センター
子どもセンターくじの充実 随時 Facebook 市民 生涯学習課
生涯学習指導員養成講座の受講奨励 随時 生涯学習士 生涯学習課

地域との連携 随時 市内各地区 市民 生涯学習課…
各市民センター

課題別学習の推進 年間 各市民センター 市民 各市民センター

　⑵　学校・家庭・地域の連携と家庭教育の充実
　　①学習機会の提供による家庭教育支援　②学校・家庭・地域の連携事業

事　　業　　名 期　　日 場　所　名 対　　　象 主　　　管
各種親子ふれあい・体験教室 年間 各市民センター 市民 各市民センター
学校・家庭・地域の連携協力推進事業 年間 市内 市民 生涯学習課

家庭教育支援基盤形成事業 ４月～３月 各学校・…
市民センター等

児童・生徒を…
持つ親、市民

生涯学習課…
各市民センター

放課後子ども教室推進事業 ４月～３月 各市民センター・…
学校 小学生 生涯学習課…

各市民センター

学校支援地域本部事業 ４月～３月 各学校 児童、生徒、…
一般、教職員 生涯学習課

　⑶　社会教育の推進
　　①社会教育推進体制の充実　

事　　業　　名 期　　日 場 所 名 対　　　象 主　　　管
社会教育指導員の計画的配置 年間 生涯学習課等 社会教育指導員（3名） 生涯学習課
社会教育関係団体育成補助事業 年間 社会教育団体 生涯学習課
社会教育関係団体等の支援 年間 社会教育団体等 生涯学習課
自主学習グループの育成 年間 各市民センター 団体・サークル等 各市民センター

社会教育担当職員会議 ４月16日㈭ 久慈市役所 各センター所長
及び担当者等 生涯学習課

管内市町村生涯学習・文化行政会議 4月15日㈬ 久慈地区合同庁舎 久慈・二戸管内社会教育…
行政担当課長及び担当者 県北教育事務所

岩手県社会教育連絡協議会評議員会 中止 盛岡市 社会教育委員等 岩手県社会
教育連絡協議会

久慈地方社会教育推進協議会理事会 5月11日㈪ 久慈地区合同庁舎 久慈地区社会教育…
推進協議会役員

久慈地方社会…
教育連絡協議会

管内子どもの読書活動推進連絡会議 8月20日㈭ 久慈市立図書館 図書館職員等 県北教育事務所
社会教育委員会議 6月、11月、2月 久慈市役所 社会教育委員 生涯学習課
社会教育主事の計画的養成
（社会教育主事講習） 中止 弘前大学 社会教育関係職員 生涯学習課
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事　　業　　名 期　　日 場　所　名 対　　　象 主　　　管

久慈地方社会教育推進協議会総会 書面決議 久慈地区合同庁舎 久慈地区市町村
社会教育委員等

久慈地方社会…
教育連絡協議会

社会教育担当者会議 ①7/3、②9/16、…
③11/26、④2/19

①二戸合庁　　　…
②④久慈合庁　　…
③県北青少年の家

久慈・二戸管内市町村…
社会教育担当者等 県北教育事務所

岩手県公民館大会・社会教育委員研究大会 中止 大船渡市
社会教育委員、市民セ
ンター運営協議会委員、
社会教育担当者

岩手県社会教育連
絡協議会ほか

第 42回全国公民館研究大会・
2020 年度東北地区社会教育研究大会 中止 秋田市

社会教育委員、市
民センター運営協
議会委員、社会教
育担当者

岩手県社会教育連
絡協議会ほか

岩手県社会教育主事等会議② 10月27日㈫…
　～28日㈬

岩手山青少年
交流の家 社会教育関係職員 県教育委員会

都市社会教育主管課長会議 7月16日㈭…
　～17日㈮ 一関市 生涯学習課長 県教育委員会

市民センター運営協議会 6月、10月、3月 中央市民センター 市民センター運営
協議会委員 各市民センター

各地区町民文化祭 10月～11月 各市民センター 各地区住民 各市民センター

県内都市中央公民館長会議 未定 未定 県内中央公民館長…
及び担当者 中央市民センター

各種市民センター連携事業 随時 各市民センター 市民 各市民センター

■社会教育関係職員研修の充実
事　　業　　名 期　　日 場　所　名 対　　　象 主　　　管

広報スキルアップ研修講座 ①未定、②未定…
③10月16日㈮

①③岩手県立教育センター…
②岩手県立生涯学習推進センター 社会教育関係職員 生涯学習推進センター

新任生涯学習関係職員研修講座 未定 岩手県立生涯学習
推進センター

社会教育関係新任
職員 生涯学習推進センター

「障がい者の生涯を通じた学習活動」市町村
担当者研修会 未定 岩手県立生涯学習

推進センター 社会教育関係職員 生涯学習推進センター

社会教育指導員・地域づくり関係職員等研
修講座 未定 岩手県立生涯学習

推進センター
社会教育指導員、…
地域づくり関係者等 生涯学習推進センター

家庭教育・子育て支援担当者研修会 未定 岩手県立生涯学習
推進センター

家庭教育・子育て
支援担当職員 生涯学習推進センター

放課後子ども総合プラン指導者合同研修会 ①未定　　　…
②9月3日㈭

岩手県立生涯学習
推進センター

放課後子ども教室、
学童保育指導者等 生涯学習推進センター

読書ボランティア研修会 未定 岩手県立生涯学習
推進センター 読書ボランティア等 生涯学習推進センター

放課後児童支援員認定資格研修 ①7/7㈫～8㈬…
②10/6㈫～7㈬ 県北青少年の家 学童保育（放課後

クラブ）支援員等 生涯学習推進センター

コミュニケーションスキルアップ
研修講座 8月4日㈫ 岩手県立生涯学習

推進センター
社会教育関係職員、
学校関係者 生涯学習推進センター

学校と地域の連携・協働研修会 8月7日㈮ 岩手県立生涯学習
推進センター

社会教育関係職員、
学校関係者 生涯学習推進センター

子育て支援活動交流研修会 8月25日㈫ 岩手県立生涯学習
推進センター

子育て支援関係者、
子育てサポーター等 生涯学習推進センター

管内読書ボランティア等研修会 9月9日㈬ 久慈合庁 読書ボランティア等 県北教育事務所

センター、公民館、主管課職員等セミナー 9月10日㈭ 岩手県立生涯学習
推進センター

生涯学習担当職員、
センター職員等 生涯学習推進センター

地域安全防災研修会 9月18日㈮ 岩手県立生涯学習
推進センター

センター、生涯学習担当職
員、子育て支援担当者等 生涯学習推進センター

事業プログラム企画運営研修講座 9月24日㈭ 岩手県立生涯学習
推進センター 社会教育関係職員 生涯学習推進センター

久慈地区文化財保護調査委員等研修会 9月25日㈮ 未定 社会教育関係職員、
文化財保護調査委員等 県北教育事務所

子育て・家庭教育相談担当者研修会 ①10月1日㈭…
②2月15日㈪

岩手県立生涯学習
推進センター

市町村電話相談担当者、
子育て支援関係者 生涯学習推進センター

地域学校協働活動推進員（コーディネー
ター）養成研修講座 10月2日㈮ 岩手県立生涯学習

推進センター
地域コーディネーター、
地域学校協働活動推進員等 生涯学習推進センター

管内子育て支援ネットワーク研修会 10月13日㈫ 二戸地区合同庁舎 子育て支援関係者 県北教育事務所
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事　　業　　名 期　　日 場　所　名 対　　　象 主　　　管

子どものまなびを支えるセミナー 10月23日㈮ 岩手県立生涯学習
推進センター

学校関係者、青少
年指導者 生涯学習推進センター

人づくり・地域づくり関係職員等研修講座
（県北会場） 11月12日㈭ 久慈合庁 センター職員、市

町村担当職員等 生涯学習推進センター

地域学校協働活動推進員（コーディネー
ター）研修会【応用編】 11月20日㈮ 岩手県立生涯学習

推進センター

地域コーディネー
ター、地域学校協
働活動推進員等

生涯学習推進センター

いわて家庭教育・子育てサポートカフェ 11月27日㈮ アイーナ 家庭教育・子育て
支援関係者 県教育委員会

岩手県生涯学習推進研究発表会 2月4日㈭…
　～2月5日㈮

岩手県立生涯学習
推進センター 社会教育関係職員 岩手県立生涯学習

推進センター

管内社会教育担当者研修会 未定 未定 社会教育担当者 県北教育事務所

岩手県地域視聴覚教育協議会専任職員等研
修会 未定 岩手県立生涯学習

推進センター
地域 AVL 専任職員

等 生涯学習推進センター

　②生涯各時期における学習活動の支援
事　　業　　名 期　　日 場　所　名 対　　　象 主　　　管

教育振興運動連絡協議会の指導、育成補助 年間 市内 久慈市教育振興連
絡協議会 生涯学習課

教育振興運動市町村担当者研修会 ７月８日㈬ 岩手県立生涯学習
推進センター 社会教育担当者 県教育委員会

管内地域とともにある学校づくり推進
フォーラム 中止 二戸合庁…

シビックセンター

学校関係者、
地域学校協働活動、
教振運動関係者、
社会教育担当者

県北教育事務所

わたしの主張久慈地区大会 9月7日㈪ 文化会館 中学生 県青少年育成県民
会議

久慈市教育振興運動活動者研修会 9月 市役所 実践区関係者、…
学校関係者 生涯学習課

久慈市教育振興運動交流大会 11月14日㈯ 文化会館 実践区関係者、…
学校関係者 生涯学習課

いわて希望塾 11月21日㈯～…
　11月23日㈪

陸中海岸…
青少年の家 中学生 県若者女性協働推

進室
久慈市成人式 1月10日㈰ 文化会館 成人者 生涯学習課
各年代にあわせた学習機会の提供 年間 各市民センター 市民 各市民センター
現代的課題に関する学習機会の提供 年間 各市民センター 市民 各市民センター
地域的課題に関する学習機会の提供 年間 各市民センター 市民 各市民センター

　⑷　社会教育施設の有効活用
　　①社会教育施設の適正管理　②社会教育施設の効率的活用　③社会教育施設の計画的整備・改善

事　　業　　名 期　　日 場　所　名 対　　　象 主　　　管
社会教育施設の適正管理 随時 図書館等 図書館等

指定管理者との連携・チェック機能の構築 年間 久慈市立図書館指
定管理者 生涯学習課

公民館類似施設補助事業 年間 類似公民館 生涯学習課
既存施設の計画的整備・改修 年間 各市民センター 生涯学習課
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２　図書館機能の充実
　⑴　運営体制の充実と相談機能の強化

事　　業　　名 期　　日 場　所　名 対　　　象 主　　　管
図書館協議会 ６月・2月 図書館 図書館協議会委員 図書館
新久慈市立図書館開館 7月5日㈰ 図書館 図書館職員 図書館
図書管理システムの更新 7月 図書館 図書館職員 図書館
岩手県図書館協会総会・理事会 中止 県立図書館 図書館職員 県立図書館
図書館新任職員研修会 中止 県立図書館 図書館職員 県立図書館
管内子どもの読書活動推進連絡会議 8月20日㈭ 久慈市立図書館 図書館職員等 県北教育事務所
図書館中堅職員研修会 中止 県立図書館 図書館職員 県立図書館

管内読書ボランティア等研修会 9月9日㈬ 久慈地区合庁 図書館職員・
ボランティア等 県北教育事務所

図書館職員・図書館協議会委員合同研修会 10月 県立図書館 図書館協議会委員・
職員 県立図書館

岩手県公共・大学・専門図書館等連絡協議会 2月 県立図書館 図書館職員 県立図書館
図書館職員等専門研修 未定 県立図書館 図書館職員 県立図書館

　⑵　図書館資料の充実
事　　業　　名 期　　日 場　所　名 対　　　象 主　　　管

図書等資料の収集と充実、活用促進 年　間 図書館 市民 図書館
郷土・特徴ある資料の収集・保存 年　間 図書館 市民 図書館

　⑶　読書推進活動の促進と学習機会の提供
事　　業　　名 期　　日 場　所　名 対　　　象 主　　　管

各種施設 ･団体に対する読書活動の援助 年　間 図書館 市民・学校図書館 図書館
移動図書館車による館外奉仕活動の充実 年　間 図書館 市民 図書館
各種読書関連行事の開催（企画展等） 年　間 図書館 市民 図書館
子育て応援事業の推進（ブックスタート等） 年　間 図書館 市民 図書館
青少年の読書活動支援
（キャリア学習支援等） 年　間 図書館 児童・生徒 図書館

手づくり絵本教室 7月～8月 図書館 市民 図書館
図書館ボランティア講座 未定 図書館 市民 図書館

ボランティアの育成・活動促進 年　間 図書館 読書ボランティア
等 図書館

岩手県読書のつどい 2月 アイーナ 読書ボランティア
等 県立図書館
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３　芸術文化活動の充実
　⑴　市民の参画・協働による文化施設の企画運営及び優れた芸術文化事業の提供と鑑賞者の育成

事　　業　　名 期　　日 場　所　名 対　　　象 主　　　管

久慈市民芸術文化祭　合同発表 10月30日㈮…
　～1日㈰ 文化会館 一般 文化課郷土文化係

おらほーる劇場 未定 おらほーる 一般 山形教育室
ＮＨＫみんなのうたミュージカル
「リトル・ゾンビガール」 中止 文化会館 一般 文化課企画事業係

芸術監督監修公演
音楽の贈り物Vol.5
オールチャイコフスキープログラム

3月27日㈯ 文化会館 一般 文化課企画事業係

ＤＲＵＭ　ＴＡＯ 10月25日㈰ 文化会館 一般 文化課企画事業係
カモネット復興支援チャリティコンサート
（共催予定）

9月５日㈯…
（予定） 文化会館 一般 文化課企画事業係

演劇公演「岬のマヨイガ」 ２月13日㈯ 文化会館 一般 文化課企画事業係

優秀映画鑑賞推進事業 2月27日㈯
　～28日㈰ 文化会館 一般 文化課企画事業係

第 73回岩手芸術祭巡回美術展 未定 文化会館 一般 文化課郷土文化係
第 73回岩手芸術祭巡回小中学校美術展 未定 文化会館 一般 文化課郷土文化係

　⑵　芸術文化の創造と人材の育成・支援
事　　業　　名 期　　日 場　所　名 対　　　象 主　　　管

あなたもアーティスト 調整中 文化会館 一般 文化課企画事業係
アンバーホールバックヤードツアー 未定 文化会館 一般 文化課企画事業係
吹奏楽クリニック 調整中 文化会館 児童・生徒・一般 文化課企画事業係
吹奏楽祭 中止 文化会館 一般 文化課企画事業係
岬のマヨイガ
連携プログラム（地域交流） 調整中 文化会館ほか 一般 文化課企画事業係

おらほーる劇場ワークショップ 未定 おらほーる…
ほか 一般 山形教育室

おらほーる劇場（再掲） 未定 おらほーる 一般 山形教育室
合唱ワークショップ 未定 文化会館ほか 小学生～一般 文化課企画事業係
ピアノ・マラソンコンサート 11月8日㈰ 文化会館 小学生～一般 文化課企画事業係
久慈市民芸術文化祭　合同発表
（再掲）

10月30日㈮…
　～1日㈰ 文化会館 一般 文化課郷土文化係

第 43回市民文芸賞 作品募集7月～10月
審査・表彰　～2月 文化会館 小学生～一般 文化課郷土文化係

文化団体活動支援事業（講師派遣サービス） 年　間 市内 芸術・文化団体 文化課企画事業係

　⑶　地域社会との連携
事　　業　　名 期　　日 場　所　名 対　　　象 主　　　管

合唱ワークショップ（再掲） 未定 文化会館ほか 小学生～一般 文化課企画事業係
吹奏楽クリニック（再掲） 調整中 文化会館 児童・生徒・一般 文化課企画事業係

おらほーる劇場ワークショップ（再掲） 未定 おらほーる…
ほか 一般 山形教育室

岩手県青少年劇場【演劇】
はなしの伝統芸能「みんなで大笑い！東西寄席」 中止 おらほーる…

市民体育館
児童・生徒…
（学校鑑賞） 文化課企画事業係

芸術文化普及啓発事業 年　間 文化会館ほか 一般 文化課企画事業係
久慈市民芸術文化祭　合同発表
（再掲）

10月30日㈮…
　～1日㈰ 文化会館 一般 文化課郷土文化係
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４　地域の歴史と文化の継承と発信
　⑴　文化財の調査と保護

事　　業　　名 期　　日 場　所　名 対　　　象 主　　　管
文化財保護調査委員会 未定（年２回） 文化会館 文化財保護調査委員 文化課郷土文化係

指定文化財保護対策 年　間 市内各地 内間木洞、久慈城
跡、合戦場一里塚他 文化課郷土文化係

各種文化財の調査 年　間 市内各地 有形・無形・…
記念物等 文化課郷土文化係

各種文化財の収集 年　間 市内各地
民具・…

偉人に関する資料
他

文化課郷土文化係

郷土芸能保存団体の育成 年　間 市内各地 郷土芸能保存団体 文化課郷土文化係
埋蔵文化財の保護 年　間 市内 試掘調査 文化課郷土文化係

　⑵　文化財の管理と活用
事　　業　　名 期　　日 場　所　名 対　　　象 主　　　管

文化財保管・展示施設の維持・管理 年　間 歴史民俗資料室 施設と保管資料 文化課郷土文化係
久慈市歴史民俗資料室の公開 年　間 歴史民俗資料室 一般 文化課郷土文化係
文化財めぐり 未定 市内 一般 文化課郷土文化係
久慈市郷土芸能祭 未定 文化会館 一般 文化課郷土文化係

内間木洞氷筍観察会 2月 山形町小国 一般 山形市民センター…
文化課郷土文化係

文化財展 2月 文化会館 一般 文化課郷土文化係
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２　市民センター

○ 市民センターの目指す姿

　■地域づくり活動の推進
　　①地域コミュニティの拠点づくり
　　　�　市民センターを活動の拠点として地域活動を展開するとともに、地域づくり活動の

活性化や課題の解決に向けたさまざまな取り組みについて支援します。

　　②住民自治の推進
　　　�　住民が自らの地域について考え、主体的に取り組む地域づくり活動を積極的に支援

するとともに、地域づくりを支える人材や市民団体の育成に努めます。

　■生涯学習の充実
　　③生涯学習の充実
　　　�　学校・家庭・地域が連携し、親子が元気になる家庭教育支援、地域ぐるみで子育て

できる環境づくり・意識の高揚を目指します。また、「いつでも、どこでも、だれでも」
学習できる環境を整備するとともに、子どもから高齢者までの多種多様な学習意欲を
喚起・支援するための学習機会を提供します。

　　④地域の歴史と文化の継承と発信
　　　　郷土芸能の保存と継承を図るとともに、新たな担い手の育成に努めます。
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○ 各市民センター運営方針及び事業計画

中央市民センター
１．地域の現状や課題 ２．戦略・運営方針
・中央市民センターでは、久慈市全域を対象に生涯学習事
業を展開しており、自主サークル活動も盛んである。し
かし、ニーズの多様化などにより自主事業参加者の減少
や自主サークル団体の高齢化等により会員の確保が課題
となっている。
・地域づくり活動に関しては、久慈地区の市民センターと
いう役割もあるものの、住民の認知度は低く、協議会組
織もないためセンターと地域との関りが希薄で、地域課
題が把握できていない。なお、久慈地区の現状は、市街
地では空き店舗が増え人口も減っているのに対し、住宅
地では人口は微増している。

・多様な学習機会を提供し人材の掘り起こしを行うととも
に、自主活動グループの支援を行い、市民が主体的に学
び続けられるような環境をつくる。
・久慈地区の住民と市民センターをつなぐ取り組みを通じ
て、地域の課題を把握する。
・各市民センターと連携を図り、生涯学習活動を推進する
とともに各地区の課題解決に取り組む。

※地域づくり活動、生涯学習の充実に関する現状や課題

３．事業計画

総合計画 施策の方向…
（目指す姿）

事業
区分 事業名 ねらい…

内　容
期　日…
（回数） 場　所 備　考

基礎戦略
１…
共に支え、
元気と安
らぎあふ
れるまち
づくり…
（地域づ
くり活動
の推進）

地域コミ
ュニティ
の拠点づ
くり…
…
※市民セ
ンターが
主導して
いるもの

重
点

リクエスト自主
企画講座

地域住民や市民センター利用者
が興味や関心のある事業を自ら企
画・実施することで、それぞれの
地域において主体的に活動してい
こうという意識の醸成を図る。

通年

中央市民…
センター…
または…
地区公民館

久慈地区限定講
座

久慈地区の住民を対象とした事
業を実施し、久慈地区住民相互の
交流を図る。

通年 中央市民…
センター

久慈地区版広報
の発行

久慈地区限定講座の募集や久慈
地区の町内会等の地域活動の取り
組みを紹介する。

７月・11月…
（２回）

久慈地区…
6,181 世帯

こはくの森
がっこう

天神堂町内会との共催、老人ク
ラブの協力により、住民と小学生
が畑づくりに取り組み世代間交流
を図ることで、子どもを育む地域
力の向上を目指す。

7～11月…
（４回） 天神堂地区

住民自治
の推進…
※地域住
民が主体
的に実施
している
もので、
市民セン
ターが支
援してい
るもの

ヤングボラン
ティア SEED

地域の活性化に取り組む高校生
の主体的な活動を支援する。 通年

主に…
中央市民…
センター

基礎戦略
２…
総合力豊
かな人材
を育てる…
まちづく
り…
（生涯学
習の充
実）

生涯学習
の充実 広報紙の発行

市全域へ事業の紹介や参加者募
集の広報活動を行い、広く市民へ
学習機会を提供する。また、自主
活動サークルの情報も提供し、市
民の自主的な学びを支援する。

５月・10月…
（２回）

全戸配布…
14,701 世帯
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総合計画 施策の方向…
（目指す姿）

事業
区分 事業名 ねらい…

内　容
期　日…
（回数） 場　所 備　考

基礎戦略
２…
総合力豊
かな人材
を育てる…
まちづく
り…
（生涯学
習の充
実）

生涯学習
の充実

家庭教育セミ
ナー

学校、家庭、地域が連携し、子
育てや子供に関する情報等を共有
し、地域ぐるみで家庭教育の向上
を図る。

６月～２月…
（４回）

久慈小学校…
久慈湊小学校…
久慈中学校…
久慈幼稚園

ふれ愛親子教室
「こぐまちゃん」

子育てに関する学習、体験の場
を提供し、家庭の教育力向上を目
指すとともに、親子及び参加者相
互の交流を図る。

６月～12月…
（８回）

主に…
中央市民…
センター

高校生ボラン
ティアスクール

ボランティア活動について研修
や体験を通して学び、主体性や協
調性を培う。

６月～１月…
（５回）

主に…
中央市民…
センター

ジュニアリー
ダー
「中ボラ」隊

小学生のリーダーとしての活動
などを学び、ボランティア活動へ
の意識を醸成する。

６月～１月…
（５回）

主に…
中央市民…
センター

重
点

くじっこ☆ドン
ドコ体験団

地域の特色を生かした様々な体
験を通して生きる力を育み、久慈
市の将来を担う青少年を育成す
る。
①親子体験活動　②高学年自然
体験活動

６月～１月…
（５回） 久慈市内

サイエンス
キッズ

工作や実験を通じ、科学に対す
る視野を広げ豊かな創造性を育
む。

10月～12月…
（４回）

主に…
中央市民…
センター

放課後子ども教
室

放課後の子どもの安全で安心な
居場所を作り、地域全体で子ども
を育む環境づくりを推進する。

６月～２月…
（50回）

久慈小学校…
久慈湊小学校
　他

こどものまち…
ミニ★くじ

小学生が遊びを通して社会や地
域の仕組みや仕事などを体験でき
る場を提供することで、自主性や
創造性を培い社会や地域について
学ぶ機会とする。
・子どもたちによる「ミニ★くじ」
の運営やお仕事体験など

10月 中央市民…
センター

重
点

丸い地球の暮ら
し方
・全体学習会
　＆成果発表…
・�コース別学習

環境保全に関する学習機会を提
供することで、自発的・意欲的
な学習支援を行う。中央市民セ
ンター利用サークルに協力いただ
き、各サークルの体験講座を開設
したり成果発表や講演会を行い、
仲間とともに学び・継続し続けら
れる学習を支援する。

６月～12月
主に…
中央市民…
センター

手作りキャンド
ル教室
- ２nd-

新たな趣味に触れる機会、共通
の趣味を持つ人同士の交流の場と
し、今まで市民センターを利用
したことのない人（主に 20 代～
40 代）の取り込み、利用促進を
図る。

６月～７月…
（３回）…
夜間

中央市民…
センター

ワイヤークラフ
ト講座

新たな趣味のきっかけづくりの
場を提供し、参加者同士の交流を
図るとともに、市民センターを利
用したことのない人の取り込みを
図る。

10月～11月…
（２回）…
夜間

中央市民…
センター
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総合計画 施策の方向…
（目指す姿）

事業
区分 事業名 ねらい…

内　容
期　日…
（回数） 場　所 備　考

基礎戦略
２…
総合力豊
かな人材
を育てる…
まちづく
り…
（生涯学
習の充
実）

生涯学習
の充実

新
規

じもと再発見…
「食」編

身近すぎて気づかない地元の素
晴らしさを再発見・再確認し、ま
ちづくりへの参画意識を高める。
ジオサイト見学に加え、市内各地
域の文化を「食」を通して学び、
住民との交流を図る。

中止 市内

新
規

女性のための…
マナー講座

マナーを基礎から学び、スキル
アップするとともに、実践するこ
とでコミュニケーション能力の向
上を図る。
　身だしなみ、言葉遣い、来客・
電話対応コミュニケーション　な
ど

11月～１月…
（５回）

中央市民…
センター

趣味はっくつ講
座「久慈」編

作品制作により地元の特産品に
触れ、地元の魅力を再確認すると
ともに、新たな趣味や学習のきっ
かけづくりを行う。
　小久慈焼、琥珀工芸品、飾り炭  
など

10月～12月…
（５回）

中央市民…
センター

趣味はっくつ講
座「花」編

作品制作により、新たな趣味や
学習のきっかけづくりを行うとと
もに、参加者同士の交流を図る。
　ペーパークイリング、ボタニカ
ルサシェ　など

６月～８月…
（５回）

中央市民…
センター

自主学習支援事
業

主催事業終了後、参加者が継続
して学習できるよう自主学習グ
ループの形成に向けた支援等を行
う。

通年 中央市民…
センター

すまいる☆くら
ぶ

主催事業「ふれ愛親子教室こぐ
まちゃん」のサポートをしていた
だくとともに、地域で子育てを支
えあう環境づくりを目指し、子育
てボランティアの育成を図る。

通年
主に…
中央市民…
センター

地域の歴
史と文化
の継承と
発信

郷土の歴史講座
地域の歴史文化を学ぶ機会を提
供し、郷土の歴史について理解を
深める。

７～８月…
（５回）

主に…
中央市民…
センター

【基礎戦
略１及び
１に該当
しない事
項】

市民センター…
運営協議会

市民センターの適切、公正かつ
中立な運営を確保するため、各施
設の管理運営及び事業の企画につ
いて協議する。

9月・3月…
（２回）

中央市民…
センター

市民センター…
連絡調整会議

市民センター相互の連絡調整、
情報交換により施設の効率的な運
営と事業の充実を図る。

通年 中央市民…
センター
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長内市民センター
１．地域の現状や課題 ２．戦略・運営方針
・長内地区は商業地、漁業集落など13町内会があり、50世
帯前後～400世帯前後まで13町内会である。アパートも
多く、顔が見えづらいため住民のつながりが昔と比べ薄
くなっている町内会もあれば、少子・高齢化により町内
会行事や力仕事が思うようにいかなくなってきている地
区もある。町内会役員の交代が容易ではなく、一部の人
たちが負担を負っている傾向にあるため、若い世代の意
見を取り入れる機会が少ない。また、昨年の台風19号に
より、小屋畑川流域に甚大な被害があった。

・各町内会や自主防災組織の情報交換などの場を作り、課
題の共有や住民が幅広く地域コミュニティに関わる方法
を模索し、地域の活性化を図る。
・個人の活力が地域を活性化するため、各年代に学習や交
流の場の提供に取り組む。

※地域づくり活動、生涯学習の充実に関する現状や課題

３．事業計画

総合計画 施策の方向…
（目指す姿）

事業
区分 事業名 ねらい…

内　容
期　日…
（回数） 場　所 備　考

基礎戦略
１…
共に支え、
元気と安
らぎあふ
れるまち
づくり…
（地域づ
くり活動
の推進）

地域コミ
ュニティ
の拠点づ
くり…
…
※市民セ
ンターが
主導して
いるもの

市民センター報
発行 事業や地域の情報を発信する 月1回

新
規
重
点

町内会交流会
町内会長や自主防災組織の情報
公交換を開催し、地域の課題を共
有する。

未定…
（1回）

長内市民…
センター

重
点

ちょこっとボラ
ンティア

地域の困っていることに対し
て、広くみんなでボランティアで
助け合う。

10月…
（４回） 長内小学校 草取り

重
点

住民交流事業…
・�うたごえ交流
会

・�卵焼き交流会
・�着物リメイク
教室

地域住民と一緒に、地域の方々
が楽しめる事業を企画し、地域の
活性化を目指す。

9月～3月…
（5回）

長内市民…
センター

重
点 町民郷土祭

町民の地域文化活動の集約の
場。現在はセンターと長内活き活
き振興協議会の主催となってい
る。

11月 長内市民…
センター

住民自治
の推進…
…
※地域住
民が主体
的に実施
している
もので、
市民セン
ターが支
援してい
るもの

重
点

地域活動支援事
業…
・�長内川川まつ
り

・�長内活き活き
振興協議会

・�各種スポーツ
大会

長内地区の団体が、地域づくり
のために活動する事業の支援を
し、地域及び団体の活性化を図る。

通年
長内市民…
センター
他

自主活動支援事
業

長内市民センターを拠点とする
自主サークルへの活動支援 通年 長内市民…

センター

基礎戦略
２…
総合力豊
かな人材
を育てる…
まちづく
り…
（生涯学
習の充
実）

生涯学習
の充実

家庭教育事業…
・親子料理教室

学校、家庭、地域の連携により、
親子の絆を深め、家庭教育の向上
を図る。

１月 長内市民…
センター

放課後こども教
室…
（児童）

安心で健やかな居場所を確保
し、遊び・スポーツ・学習活動な
ど様々な体験の場とする。

6月～1月…
（50回）

長内市民…
センター…
長内小学校

わいわい体験塾…
（児童）…
・自然体験…
・流しそうめん…
・小正月行事

様々な体験活動を通じ、人との
交流を深め、児童の健全育成を図
る。

7月～1月…
（3回）

長内市民…
センター他
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総合計画 施策の方向…
（目指す姿）

事業
区分 事業名 ねらい…

内　容
期　日…
（回数） 場　所 備　考

基礎戦略
２…
総合力豊
かな人材
を育てる…
まちづく
り…
（生涯学
習の充
実）

生涯学習
の充実

趣味創作講座…
・園芸教室…
・料理教室…
・DIY教室…
・�クラフトバッ
ク教室

学習と交流の機会を提供し、地
域づくりの活性化を図るととも
に、自主的・継続的な学習活動の
動機付けとする。

６月～12月…
（７回）

長内市民…
センター他

長内リフレッ
シュ塾…
 ･登山…
・�大人の社会科
見学

・ウォーキング…
・�マレットゴル
フ交流会

健康で心豊かな生活を送るため
様々な活動機会を提供する。

６月～11月…
（５回） 小倉山他

シニア元気塾…
・百歳体操…
・�ニュースポー
ツ交流会

高齢者向けの運動や啓発等の場
を設け、心身共に健康な生活を送
るための機会とする。

・通年…
・11月…
（１回）

長内市民…
センター

お出かけ公民館
比較的遠隔地にある地域へ出向
き、婦人会等から要望を受け、創
作体験や交流の機会を提供する。

未定…
（2回） 大尻地区

地域の歴
史と文化
の継承と
発信

重
点

伝承教室…
・盆踊り教室

ナニャドヤラの唄や太鼓・踊り
を学習し、広く住民で文化を継承
していく。

6月～8月…
（5回）

長内市民…
センター

歴史講座 初心者むけ久慈市の歴史の講座
を開催し、興味のきっかけを作る。

未定…
（1回）

長内市民…
センター

地産地消事業…
・郷土料理教室…
・�魚のさばき方
教室

市内農林水産物の消費や食育の
推進及び食文化継承を図る。

11月～2月…
（2回）

長内市民…
センター
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小久慈市民センター
１．地域の現状や課題 ２．戦略・運営方針
・市全体の市民の人口は、10年前と比し約10％減である
のに対し、小久慈地区の人口減は約５%にとどまってい
る。
・まちづくり協議会の活動、ふるさと未来づくり事業や
サークル活動等、主体的に活動する住民が多い一方、事
業に参加する方が固定化している現状にある。また、ふ
るさと未来づくり事業の各チームメンバーからは人数不
足との声がでるなど、新規メンバーの加入がなければ、
活動の展開が難しいという課題がある。
・地域には、小久慈焼や小久慈の桜、町内各地に所在する
神社を代表とする歴史的文化財など魅力的な資源が多数
存在しており、住民からも地域の宝を広く知られていな
いと意見がある。

・地域活動への新規住民の参画や住民のさらなる自主性向
上を目指し、まちづくり協議会と協力しながら広報活動
をしていく。
・すでに活発な活動をしている各団体等と引き続き連携や
支援を図ることで、団体等の自主性をさらに高めてい
く。
・地域間交流や世代間交流を進め、趣味や年齢等の枠を超
えたコミュニティの創出に努める。
・地域活動への新たな住民の参画を視野に入れながら、既
存事業の見直しを進め、各世代向け事業を展開し、生涯
学習の充実を図る。
・軌道に乗ってきているふるさと未来づくり事業の４チー
ムの取り組みについて、地域づくり振興課、チームメン
バー、まちづくり協議会と連携・協議しながら支援して
いく。

※地域づくり活動、生涯学習の充実に関する現状や課題

３．事業計画

総合計画 施策の方向…
（目指す姿）

事業
区分 事業名 ねらい…

内　容
期　日…
（回数） 場　所 備　考

基礎戦略
１…
共に支え、
元気と安
らぎあふ
れるまち
づくり…
（地域づ
くり活動
の推進）

地域コミ
ュニティ
の拠点づ
くり…
…
※市民セ
ンターが
主導して
いるもの

重
点 広報誌の発行

まちづくり協議会と連携・協力
しながら、地域活動を推進するた
めの情報提供を行う。地域の情報
や自主事業などを地域住民に周知
することで地域活動に興味をもっ
てもらい、新たな地域活動への参
加や住民のさらなる自主性の向上
を目指す。

通年…
（全7回）

小久慈市民…
センター

塩の道ウォーキ
ング＆…
流しそうめん交
流会

関係団体や山根市民センターと
連携し、企画運営を行い、多様な
活動を通して、地域間交流を深め
ることにより地域活動の活性化を
図る。

８月１日
（土）

山根市民…
センター

ふれあい交流会

地域高齢者が小学校での授業参
観、給食、スポーツを通し、孫世
代と交流を図り、家庭教育力の向
上に資する。

10月9日
（金） 小久慈小学校

三世代交流小正
月行事

小久慈青少年健全育成会・小久
慈老人クラブ連合会とともに主催
し、小正月文化を伝承しながら、
青少年の健全育成を図る。

１月８日
（金）

小久慈市民…
センター

住民自治
の推進
…
※地域住
民が主体
的に実施
している
もので、
市民セン
ターが支
援してい
るもの

重
点

ふるさと未来づ
くり事業…
朝市・カフェ
チーム　支援

地域住民がチームメンバーとな
り、企画・準備・運営し、収益を
得ることまでできる事業であり、
支援することで地域住民の自主性
を高めることとなる。

会議　適宜…
朝市　9月
～11月の…
第２日曜日
（全3回）…
カフェ未定

小久慈市民セ
ンター／旧長
内中学校他

重
点

小久慈まちづく
り協議会3大自
主事業…
（敬老会・運動
会・文化祭）　
支援

小久慈まちづくり協議会で主体
的に実施している敬老会、運動会、
文化祭を継続して支援していくこ
とで、住民自治の推進を図ってい
く。

敬老会…
９月５日
（土）…
運動会…
10月４日
（日）…
文化祭…
10月25日
（日）

未定…
…

小久慈市民…
センター…
…

小久慈小学校
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総合計画 施策の方向…
（目指す姿）

事業
区分 事業名 ねらい…

内　容
期　日…
（回数） 場　所 備　考

基礎戦略
１…
共に支え、
元気と安
らぎあふ
れるまち
づくり…
（地域づ
くり活動
の推進）

住民自治
の推進…

※地域住
民が主体
的に実施
している
もので、
市民セン
ターが支
援してい
るもの

親子ウォーキン
グ

小久慈まちづくり協議会の主催
で行う事業で、スポーツ・レクリ
エーション、野外炊事を通じて、
青少年の健やかな育成に資する。
共催することにより、住民自治の
一助となることができる。

11月 小久慈市民…
センター

地域団体活動支
援
・�小久慈まちづ
くり協議会

・�小久慈地区青
少年健全育成
会

・�小久慈老人ク
ラブ連合会

・�小久慈文化財
保存会

・滝地区

地域団体の活動等へ支援を通
じ、団体の自主性をさらに高める。
各団体住が主体的に行っている地
域活動を支援していくことで、住
民自治の推進を図り、自主性をさ
らに高めていく。

適宜 小久慈市民…
センター

基礎戦略
２…
総合力豊
かな人材
を育てる…
まちづく
り…
（生涯学
習の充
実）

生涯学習
の充実

放課後子ども教
室
こくじっ子☆フ
レンドパーク

小学校や関係団体と連携しなが
ら、宿題やスポーツ、創作活動を
通じ、地域の子どもたちの健やか
な育成に努める。

６月～２月…
（全35回）

小久慈市民…
センター他

新
規 郷土料理教室

地元の大人の指導により、子ど
もたちに郷土料理のすばらしさを
伝えることにより、健全育成に寄
与する。

夏休み中 小久慈市民…
センター

こくじ悠々くら
部
【地区老連共
催】

老人クラブ連合会と連携し、地
域高齢者に学習機会と参加者相互
の交流を図る機会を提供し、健康
で生きがいのある生活に資する。

適宜 小久慈市民…
センター他

各団体　研修旅
行支援

地域老人クラブ・まちづくり女
性部・滝地区等、研修旅行を支援
し、学習機会を提供することで、
生涯学習の充実を図る。

老人クラブ…
９月…
女性部　…
６月…
滝地区　…
９月

未定

創作教室
成人・女性向けに創作教室を行
い、余暇の充実と生きがいづくり
のため、学習機会の提供をする。

8月／…
1月～2月
（3回）

小久慈市民…
センター

新
規
重
点

ギター教室
これまでと違う分野の事業を取
り入れることにより、参加者の新
規参入を目指す。

6月～7月…
（全４回）

小久慈市民…
センター

新
規
重
点

絵画教室

幅広い世代を対象に、絵画に
ついて学ぶ機会を提供する。新
規教室を実施することにより
新たな参加者の獲得を目指す。…
また、地域住民に講師依頼するこ
とを検討しており、講師の人材育
成も兼ねることができる。

12月…
（３回）

小久慈市民…
センター
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総合計画 施策の方向…
（目指す姿）

事業
区分 事業名 ねらい…

内　容
期　日…
（回数） 場　所 備　考

基礎戦略
２…
総合力豊
かな人材
を育てる…
まちづく
り…
（生涯学
習の充
実）

地域の歴
史と文化
の継承と
発信

ふるさと未来づ
くり事業…
桜チーム　支援

チームを支援することで、広く
知られていなかった小久慈の桜の
素晴らしさを再確認してもらうこ
とで、住民の地域への愛着が生ま
れることが期待できる。また、地
域の歴史・文化の発信に寄与でき
る。

会議　適宜…
…

桜ウォーキ
ング　中止…
その他活動
検討中

小久慈市民…
センター他

ふるさと未来づ
くり事業…
小久慈焼チーム
支援

地域の宝である小久慈焼陶芸教
室を通じ、地域住民のみならず、
市民に歴史・文化をチームととも
に継承していき、その素晴らしさ
を再確認してもらう。

会議　適宜…
…

制作　未定
環境整備…
4月29日
（水）…
11月21日
（土）

小久慈市民…
センター他

新
規
重
点

文化財めぐり
文化財保存会との共催により、
小久慈地区の文化財をめぐり、地
域の歴史・文化を伝えていく。

検討中 小久慈市民…
センター他
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大川目市民センター
１．地域の現状や課題 ２．戦略・運営方針
　大川目町は、地理的には久慈川をはさんで大きく北側の
田園地帯と南側の旧久慈街道沿いの住宅街に分けられる。
北側には小中学校付近の森地区(約200世帯）と田園地帯を
取り囲む山沿いの７つの地区（それぞれ約50世帯）があ
り、南側には旧商店街である三日町を中心とする地区（約
200世帯）と市街地へ続く生出町（約200世帯）がある。
　環境的には、久慈城跡を始めとして寺社仏閣、久慈渓流
や田園風景など特筆すべき文化財や自然環境に恵まれてい
る。
　少子高齢化は進行しているものの、60代のリーダー（担
い手）となるべき存在はいる。しかし、個々の仕事やサー
クル活動が忙しく地域づくり活動の担い手にはなっていな
い。また、各町内会や各団体によって取り組みの温度差が
あり、また、その活動において一部の人への負担の偏りの
見直しが課題である。
　中学生は、地域活動やボランティア等で大きな力となっ
てきたが、近年は部活動の関係で他地区の中学校へ進学す
る生徒が一定数いる。

　小中学生を始め、地域住民に郷土への愛情と誇りを育む
きっかけとなるよう歴史、文化、伝統、自然環境を学習す
る機会を提供し、将来的には事業の参加者が地域づくりの
担い手となるような楽しい取り組みにする。

　１つ１つの事業に共催し関わりながら、組織やその役員
の具体的な役割について整理、再確認する。

　地域づくり活動の活性化や担い手の確保のため、60代の
参加者の増加を図る。

　情報収集に努めながら時宜を得たものや季節感を大切に
するとともに、地域や参加者のニーズをとらえて提案、周
知する。

※地域づくり活動、生涯学習の充実に関する現状や課題

３．事業計画

総合計画 施策の方向…
（目指す姿）

事業
区分 事業名 ねらい…

内　容
期　日…
（回数） 場　所 備　考

基礎戦略
１…
共に支え、
元気と安
らぎあふ
れるまち
づくり…
（地域づ
くり活動
の推進）

地域コミ
ュニティ
の拠点づ
くり…
…
※市民セ
ンターが
主導して
いるもの

重
点 広報活動事業

市民センターや地域団体活動の
情報を提供し、学習機会の拡充を
図るとともに、地域コミュニティ
活動の促進の一助とする。

月1回…
（12回） ―

新
規 未来づくり事業

地域の課題解決力の向上を図る
ため、令和元年6月策定「おおか
わめ未来づくり計画書」の推進を
支援する。

通年 ―

住民自治
の推進…
…
※地域住
民が主体
的に実施
している
もので、
市民セン
ターが支
援してい
るもの

重
点

地域団体の活動
支援

地域づくり活動において、核と
なる人が動き、一定の人が集まり、
会議を開く、呼びかけ、役割分担
の協議体制を整えるように呼びか
け支援する。
・�大川目町まちづくり協議会　
他

通年 大川目市民
センター他
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総合計画 施策の方向…
（目指す姿）

事業
区分 事業名 ねらい…

内　容
期　日…
（回数） 場　所 備　考

基礎戦略
２
総合力豊
かな人材
を育てる…
まちづく
り
…
（生涯学
習 の 充
実）

生涯学習
の充実

青少年健全育成
事業

体験活動を通じて、自然や環境
の成り立ちを知り大切にする心を
育むとともに、グループ活動によ
る仲間づくりや協調性を養う機会
とする。
①川遊び体験教室
②子ども会リーダー研修会　等

①7月…
（1回）…
②3月…
（1回）

大川目市民
センター他

放課後子ども教
室

放課後の子どもの安全で安心な
居場所を作り、地域全体で子ども
を育む環境づくりを推進する。

4～2月 大川目市民
センター

重
点 備前の里塾

多様な学習活動を通じて、心豊
かな生活の創造に役立てるととも
に、参加者相互の仲間づくりを進
め、自主活動組織の形成を促進
し、地域づくりの活性化に資する。…
また、地域づくり活動の活性化や
担い手となり得る 60 才代の参加
者を増やすため、事業へのサポー
ター（支援員）の募集をかける。…
　①創作教室
②料理教室　　他

①5月…
（1回）…
②適宜

大川目市民
センター

地域の歴
史と文化
の継承と
発信

重
点

郷土の歴史講座

久慈城を始めとする多くの史跡
旧跡を有する大川目町の歴史につ
いて、住民に学習する機会を提供
し、その成り立ちや意義について
理解を深め、郷土への誇りと愛情
を育む。
①�久慈城と久慈氏の歴史（小学
校）
②久慈直治と九戸政実（中学校）
③久慈氏について（一般）

①6月…
（1回）…
②9月…
（1回）…
③未定

①久慈城…
②九戸城…
③大川目市民
センター

剣舞伝承教室

大川目に伝わる剣舞の伝承。…
　地域の文化・伝統を学び、地域
活動を体験することで郷土への誇
りと愛情を育む。
①剣舞伝承教室
②備前の里夏祭りへの出演

①～②…
8月…
（1回）

①大川目市民
センター…
②大川目中学

校

大川目昔語りの
部屋

大川目で収集した多くの昔話を
子どもたちが語り継ぐことで、語
り部として今後へ伝え、郷土への
誇りや道徳性等を育む。
①子ども語り部教室
②大川目むがぁすむがすまつり
③生涯学習のつどいへの出演

①8月…
（1回）…
②12月…
（1回）…
③2月…
（1回）

①～②…
大川目市民
センター…
③アンバー
ホール

小正月行事体験
教室

昔から郷土に伝わる習慣や生
活、遊び、食の継承。児童と高齢
者の世代間交流。

7月…
（1回）

大川目市民
センター

地場産業体験学
習
地域探訪・体験
学習

地域の歴史・地理・文化につい
ての学習。
地域の産業について理解と郷土
への誇りと愛情を育む。

7月…
（1回） 久慈渓流他
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夏井市民センター
１．地域の現状や課題 ２．戦略・運営方針
・まちづくりの中核を担う夏井町振興協議会においては、
未加入の地域がある。
・平成22年には2,659人であった人口は、平成27年には
2,462人まで減少。児童・生徒の総数は5年間で49人の減
となっている。防災公園の園路が開通し、市街地への移
動時間も短くなり、学区外登校に歯止めをかけられるか
が課題であり、学校の存続についても検討する時期に差
し掛かっている。（令和元年5月現在で児童・生徒の総数
は125人）
・市内に10団体ある郷土芸能保存会のうち、3団体（夏井
大梵天神楽、大芦しゃくし舞い、生平駒踊り）が夏井町
にある。小・中学生までは地元の郷土芸能に取り組む
機会があるが、大人になると見る機会もなかなかない状
況。

【シビックプライドの醸成への取り組みを強化】
・夏井未来づくり広場での対話の活性化及び地域づくりの
実践。市民センターが呼びかけることで地域を越えた交
流ができる機会をつくる。
・親世代が参加する場をつくり、地域づくりの担い手を育
成していく。
・夏井の歴史を伝える方法を住民自らが考えるきっかけと
なる講座を開き、”地域のお年寄り”が”お宝マスター”と
なって小学生に歴史を伝える機会をつくる。
・ジュニアリーダーを育成するため、中学生が自ら考えて
ボランティアを実践する講座を実施。また、夏井町振興
協議会が主催する行事運営に参加することにより、地域
づくりにも関わっていく。

※地域づくり活動、生涯学習の充実に関する現状や課題

３．事業計画

総合計画 施策の方向…
（目指す姿）

事業
区分 事業名 ねらい…

内　容
期　日…
（回数） 場　所 備　考

基礎戦略
１…
共に支え、
元気と安
らぎあふ
れるまち
づくり…
（地域づ
くり活動
の推進）

地域コミ
ュニティ
の拠点づ
くり…
…
※市民セ
ンターが
主導して
いるもの

重
点

ふるさと未来づ
くり事業

計画の実施により、住民同士の
つながりや交流を促進し、みんな
で問題解決をしていく。
なお、「夏井未来づくり広場」
としてこれまでの試行的であった
実践からさらに段階を上げ、みん
なで夏井町に必要な課題解決につ
いて話し合う場としていく。

通年
主に…
夏井市民…
センター

夏中ヤンボラ部

子ども達が自分達で考え、語り、
地域のためにできることを支援す
る。また、町民盆踊りや町民文化
祭の運営に参加することで、地域
づくり活動を実践する。

6月17日…
（開講式）

主に…
夏井市民…
センター

実施回数
等は参加
者が決め
る。

みんなのセン
ターの花壇づく
り

夏井町老人クラブ連合会や夏井
町女性団体連絡会へ協力を呼びか
け実施。老人クラブに所属してい
ない方も参加している。いつも利
用しているセンターを綺麗にする
ことによって、コミュニティの形
成を図る。

６月20日…
（1回）

夏井市民…
センター

住民自治
の推進
…
※地域住
民が主体
的に実施
している
もので、
市民セン
ターが支
援してい
るもの

町民盆踊り大会

夏井町振興協議会の主催。セン
ターが呼びかけることにより、よ
り多くの地域の方から参加しても
らえるよう支援する。

8月…
（1回）

夏井市民…
センター

町民文化祭

夏井町振興協議会の主催。発表
や作品を見るために訪れた方がセ
ンターを利用するきっかけとなる
ような、文化の発信をしたい。ま
た、郷土芸能に触れる機会を提供
する。

11月…
（2回）

夏井市民…
センター

地域団体活動支
援事業

地域団体に応じた支援を行い、
人材育成及び団体の発展への課題
解決を図る。
①夏井町振興協議会支援
②夏井町老人クラブ連合会支援
③夏井町女性団体連絡会支援
④その他、団体支援

通年
主に…
夏井市民…
センター

春のクリーン作
戦

春の一斉清掃の際に、夏井町振
興協議会と町内会の協力を得て、
小・中学生に参加チラシとゴミ袋
を配布する。

中止…
４月26日
（1回）

夏井町内
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総合計画 施策の方向…
（目指す姿）

事業
区分 事業名 ねらい…

内　容
期　日…
（回数） 場　所 備　考

持ち込み企画

人材発掘やサークル活動の支援
をする。また、地域公民館で実施
したい事業がある場合に講師の派
遣や企画・運営のお手伝いをする。

6月～2月
主に…
夏井市民…
センター

基礎戦略
２
総合力豊
かな人材
を育てる…
まちづく
り
（生涯学
習 の 充
実）

生涯学習
の充実

広報紙の発行

市民センター事業の周知を図る
とともに、生涯学習や地域の情報
等を提供する。
①センターだよりなつい
②振興協議会だより

①４～3月…
（12回）…
②6～11月…
（4回）

夏井町全域

②配布支
援（ 大
湊・駅前
除く）

土から知る郷土
の歴史講座

史跡や遺跡から先人の暮らしを
知る講座（3年目）夏井の歴史を
伝える方法を自ら考えるきっかけ
をつくる。
①七戸城跡＆二ッ森貝塚
②�夏井マスターになろう！（夏
井探検）
③久慈城跡＆菩提寺

中止…
①5月中旬
②8月中旬…
③9月下旬…
（3回）

春のウォーキン
グ

自然と親しみ、健康的に歩きな
がら、交流を深める
【日程・内容変更】

６月14日
10月24日…
（1回）

平庭高原…
十二支巡り（市

内）

秋の登山

春の自然散策よりレベルを上げ
て登山に挑戦。安全面などを学び
ながら、日頃できない自然体験を
通じ、交流を深める。

9月6日…
（1回）

宇霊羅山…
（岩泉町）

夏井自然塾

川遊びや郷土芸能体験、自分達
で調理して食べるなど、他校児童
との触れ合いを通じて心豊かに過
ごす。
①川遊び
②市民バスで出かけよう
③そり遊び

①7月31日…
②8月6日…
③1月5日…
（3回）

①②夏井町内…
③平庭高原

放課後子ども教
室

放課後の子どもの安全で安心な
居場所を作り、地域全体で子ど
もを育む環境づくりを推進する。…
長期休業期間や休日は、センター
や屋外で実施。

６～2月…
（43回）

夏井小学校…
平山小学校…
夏井市民…
センター

出張学校給食…
センター

給食センター職員が講師とな
り、児童または親子向けの料理教
室を実施する。

中止…
8月

（1回）

夏井市民…
センター

地産地消料理教
室

地元の食材を使ったお菓子づく
りなどを通じて、女性がたのしく
おしゃべりできる機会を提供す
る。

2月10日…
（1回）

夏井市民…
センター

ミニ環境デイin
夏井

環境について考える機会を提供
する。楽しく学習できるコーナー
や環境にまつわる展示やワーク
ショップを実施する。

3月14日…
（1回）

夏井市民…
センター

活き活き倶楽部

高齢者の体力や志向に応じた
様々な事業を展開することで、幅
広く参加者の交流を図る。閉じこ
もりを防止し、明るく健康的な生
活に資する。
①パークゴルフ平庭場所
②パークゴルフ軽米場所
③ごみ処理施設の見学
④パークゴルフ浄法寺場所
⑤交通安全教室
⑥ディスコワールド体験

①7月8日…
②7月22日…
③9月2日…
④9月18日…
⑤10月14日…
⑥11月18日

パークゴルフ
場・夏井市民
センターほか
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総合計画 施策の方向…
（目指す姿）

事業
区分 事業名 ねらい…

内　容
期　日…
（回数） 場　所 備　考

基礎戦略
２
総合力豊
かな人材
を育てる…
まちづく
り
（生涯学
習 の 充
実）

生涯学習
の充実

おうちカフェし
よう（趣味の創
作）

自宅でリフレッシュできるきっ
かけを提供するため、身近な題材
をテーマとして創作活動を実施す
る。
①マーブルアート教室
②多肉植物の寄せ植え
③おいしいコーヒー講座
④編み物サロン
⑤絵手紙体験
⑥キャンドルづくり

①9月中旬…
②10月26日…
③12月中旬…
④未　　定…
⑤未　　定…
⑥未　　定…
（6回）

夏井市民…
センター

地域の歴
史と文化
の継承と
発信

夏井の小正月

毎年、夏井町老人クラブ連合会
の協力により素晴らしいミズキ飾
りができている。その準備作業（削
り飾りの作成など）に親世代から
参加してもらい、小正月の由来な
どについて知ってもらう機会とす
る。

1月10日…
（2回）

夏井市民…
センター

回数には
前日準備
を含む。

重
点 夏井盆踊り教室

これまでは、太鼓の相互学習を
行ってきたところであるが、踊り
なども併せて幅広く学べる機会を
提供する。

7～8月…
（4回）

夏井市民…
センター

大芦しゃくし舞
い体験

小学生が舞いや口上、太鼓・笛・
鉦などを体験する。

８月6日…
（1回）

川代地区…
交流館

夏井自然
塾と併せ
て開催

夏井大梵天神楽
教室

小学校高学年と中学生を対象
に、子供御神楽の指導を保存会へ
依頼している。高校生や社会人と
なった経験者にきてもらうきっか
けとするため、対象者を一般まで
広げ、募集をする。

10月21日…
10月28日…
11月4日…
11月11日…
（4回）

夏井市民…
センター

【基礎戦
略１及び
2に該当
しない事
項】

使いやすい市民
センターへ向け
て

これまで、町民文化祭の際にし
か利用されていなかった展示室や
喫茶コーナーを普段から利用しや
すい環境に整え、利用方法を周知
することによって交流や生涯学習
の成果発表の場として活用しても
らう。

6月以降 夏井市民…
センター
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宇部市民センター
１．地域の現状や課題 ２．戦略・運営方針
　宇部地区の人口は年々減少しており、要因は出生減によ
る自然減、地区から転出していく社会減の両方である。
（平成23年３月末では3,569人であったのに対し、平成31
年3月末は、3,065人で504人の減少となっている。）
　人口減に伴い地域活動への参加人数も減少していて、中
でも子供の減少の著しい地区においては、子供会活動ほか
子供達が関連する活動自体も実施が困難となっている現状
にある。
　また、地域の核となって動いている人達の高齢化に伴
い、世代交代が必要となる時期になってもなかなか世代交
代が進まず、その間、地域活動が一時停止したり長期的に
停滞したりするなど、地域活動の実施主体の体力も低下し
つつある。
　このように空白や停滞のない安定した地域活動を実践す
るため、次の担い手世代の活動へ参加しやすくなるような
工夫や、人材育成等が課題である。
　また、宇部町は、地域内に、宇部、久喜、小袖の3地区
で、それぞれの地域でまとまっており、従前小さなコミュ
ニティーで完結していたが、各地区とも人口減少による、
地域活動が衰退傾向になりつつあり、地域活動の継続が危
惧され、今後は地区単独ではなく宇部町全体で連携した取
り組みが必要である。

　地域課題の話し合いの機会創出をし、地域住民自らが地
域課題の現状を認識できるようにする。
　地域資源をもとに、住民自らが地域課題解決のため行動
を起こせるよう、全国の取り組みの情報提供や、意識改革
のための研修会を関係課等と連携して開催する。
　地域活動の世代交代が必要となったときに円滑になされ
るように、日頃から担い手となるべき世代が参加したくな
る魅力ある事業の実施と、その世代が参加した事業には、
地域づくりを担える自信をもてるよう支援に努める。
　地域全体で子育てする環境づくりの促進するため、学
校、家庭、地域と連携した事業を計画していく。
　実施事業について、広範に地域住民、子どもから高齢者
までの各年齢層と事業内容を話し合い、地域とともに各種
生涯学習事業を実施するなど、地域力向上を図っていく。
　宇部の３地区それぞれ単独で困難となった地域活動につ
いては、各地区が相互に理解し、協力しあえるよう意識改
革を図り、宇部町全体で取り組むことなど一階層大きな地
域の枠組みでの連携ができるようにする。

※地域づくり活動、生涯学習の充実に関する現状や課題

３．事業計画

総合計画 施策の方向…
（目指す姿）

事業
区分 事業名 ねらい…

内　容
期　日…
（回数） 場　所 備　考

基礎戦略
１…
共に支え、
元気と安
らぎあふ
れるまち
づくり…
（地域づ
くり活動
の推進）

地域コミ
ュニティ
の拠点づ
くり…
…
…
※市民セ
ンターが
主導して
いるもの

重
点

宇部ふるさと未
来づくり事業

宇部が抱える課題を地域住民と
市民センターとで協力して解決す
る。

通年 宇部市民…
センター

重
点

盆踊り太鼓教室…
（ふるさと未来
づくり支援事
業）

宇部夏まつりの実施に必要な盆
踊り太鼓の後継者を育成してい
く。

７月～８月 宇部市民…
センター

大人の社会科見
学…
（ふるさと再発
見事業）

地域の宝、良さを再発見すると
ともに、自己啓発の意欲の向上と
参加者間の交流を図る。

検討中 市内

重
点

広報紙発行
　地区全戸配布…
 （1,051世帯）

自主事業、ふるさと未来づくり
事業等のほか住民活動を推進が図
れれるよう情報提供を行う。

４月～3月 宇部市民…
センター

住民自治
の推進…
…
※地域住
民が主体
的に実施
している
もので、
市民セン
ターが支
援してい
るもの

重
点

宇部夏まつり…
（ふるさと未来
づくり支援事
業）

市民センター主導から、実行委
員会を組織しての町民主導のまつ
りへ移行し、今後、さらに参加者
の増加を図り、地域づくりの活性
化につなげていく。

４月～８月 宇部市民…
センター

敬老の日に花を
贈ろう事業

地元園芸センターを活用し、小
学生と高齢者の交流を図る 6月～９月 宇部市民…

センター

町民スポーツ交
流事業
（小倉山登山
ウォーキング、
ソフトボール大
会、マレットゴ
ルフ大会、ピン
ポン大会、ユニ
カール大会）

運動機会を創出することで町民
の健康増進を図るとともに、ス
ポーツを通した町民相互の交流を
図り、地域力の維持、増進に寄与
することを目標とする。

6月～3月 宇部市民…
センター
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総合計画 施策の方向…
（目指す姿）

事業
区分 事業名 ねらい…

内　容
期　日…
（回数） 場　所 備　考

基礎戦略
２
…
総合力豊
かな人材
を育てる…
まちづく
り
（生涯学
習 の 充
実）

生涯学習
の充実

町民文化祭 町民の一年間の生涯学習活動の
発表と交流の場の創出 10月～11月 宇部市民…

センター

女性講座
（創作教室、視
察研修）

女性の学習意欲の高揚や芸術文
化活動への参加、趣味の世界の拡
大を図るとともに、参加者相互の
交流を図る

10月 宇部市民…
センター

高齢者講座
（寿運動会、マ
レットゴルフ交
流会,ニュース
ポーツ交流会）

高齢者の健康維持や生きがいづ
くりの創出を図るとともに参加者
相互の交流を図る

6月～3月 宇部市民…
センター

成人講座
（盆栽教室、男
の料理教室、ス
マホ教室）

女性の学習意欲の高揚や芸術文
化活動への参加、趣味の世界の拡
大を図るとともに、参加者相互の
交流を図る

6月～３月 宇部市民…
センター

放課後こども教
室

学校、家庭、地域と連携して、
地域全体で子育てする環境づくり
を促進させていく。

6月～2月

宇部市民…
センター…
久喜小…
小袖小

地域の歴
史と文化
の継承と
発信

重
点

ゴマシジミ観察
会

地域の宝である希少生物のゴマ
シジミを子供達に認識してもら
い、自然保護活動の継承につなげ
る。

8月
宇部小、…
ゴマシジミ…
生息保護地

宇部の小正月 小正月行事の伝統継承と世代間
の交流 1月 宇部市民…

センター
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侍浜市民センター
１．地域の現状や課題 ２．戦略・運営方針
・町内の人口は2,363人（前年比△1.6%）。高齢化率
35.9%、15歳以下9.6%であり、市全体（高齢化率
32.1%、15歳以下12.3%）に比べ、少子高齢化がやや進
んでいる（H31.4.1住基）。地域の賑わいが少なくなって
おり、また、伝統文化やスポーツ活動の担い手不足も懸
念されている。
・産業別就業者数は、1次が21.3%、2次が27.7%、3次が
51.0%であり、市全体に比べ1次産業の割合が高い（H27
国調）。これを反映し、市の特産品であるホウレンソ
ウ、菌床シイタケ、日本短角牛の生産、ウニ、アワビ、
サケといった海産物の漁獲が盛んであり、産業面では久
慈市の縮図ともいえる状況にある。

・地域全体の活性化に資するため、侍浜町振興協議会など
が行う地域づくり活動について、市民センターとして積
極的に参画・支援していく。
・　盆踊りや柔道など、地域住民が継続的に行おうとする
生涯学習活動等について、指導者や実践者の育成・確保
に向けた事業を提供する。
・地域資源の活用による魅力づくりを進める上で、侍ブラ
ンド創成プロジェクトをはじめ、地域住民が行う主体的
な地域づくり活動を支援する。

※地域づくり活動、生涯学習の充実に関する現状や課題

３．事業計画

総合計画 施策の方向…
（目指す姿）

事業
区分 事業名 ねらい…

内　容
期　日…
（回数） 場　所 備　考

基礎戦略
１…
共に支え、
元気と安
らぎあふ
れるまち
づくり…
（地域づ
くり活動
の推進）

地域コミ
ュニティ
の拠点づ
くり…
…
※市民セ
ンターが
主導して
いるもの

広報活動事業 地域団体と共同で発行し、地区
住民へ共通の話題を提供する。

毎月…
(12回)

侍浜町内…
全戸配布…
819 世帯

新
規 侍！料理道場

市内農林水産物に対する理解の
向上及び地産地消の推進を図ると
ともに、住民間の交流を深め、地
域活動における中核的役割を担う
人材の育成を促進する。

9月…
(1回)

侍浜市民…
センター

重
点 侍浜夏まつり

地域全体の各世代の住民が参加
し、賑やかで活気のある地域づく
りを推進する。

8月…
(1回)

侍浜市民…
センター

重
点 侍浜町民文化祭

学習活動の成果を発表する場を
提供し、学習意欲の高揚及び自主
活動グループ間の連携・向上を図
る。

11月…
(1回)

侍浜市民…
センター

住民自治
の推進
…
※地域住
民が主体
的に実施
している
もので、
市民セン
ターが支
援してい
るもの

重
点

侍ブランド創成
プロジェクト支
援事業

住民主体の地域づくりのため、
侍浜町振興協議会が取組む農泊事
業の企画・運営・事務処理を支援
する。
◦�農泊（農山漁村滞在型旅行）の
推進

　�教育旅行の受入、一般客の民泊
等受入家庭の拡大

◦�農泊の推進に寄与する取組…
一般客向け体験プログラムの磨
き上げ、地域資源を活用した商
品の開発及び販売検討、地域資
源を活用した料理メニューの定
着、侍マルシェの開催、情報発
信及び周知

通年 侍浜町内

地域団体活動支
援事業

町内の地域団体と連携すること
により、地域団体の活性化を図り、
地域づくりを支援する。
◦侍浜町振興協議会
◦侍浜地区町内会連合会
◦侍浜町体育協会
◦侍浜町婦人団体協議会
◦侍浜町老人クラブ連合会
◦侍～はまおど塾～

通年 侍浜町内
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総合計画 施策の方向…
（目指す姿）

事業
区分 事業名 ねらい…

内　容
期　日…
（回数） 場　所 備　考

基礎戦略
１…
共に支え、
元気と安
らぎあふ
れるまち
づくり…
（地域づ
くり活動
の推進）

住民自治
の推進…
※地域住
民が主体
的に実施
している
もので、
市民セン
ターが支
援してい
るもの

町民スポ・レク
振興事業

スポーツ及びレクリエーション
による交流を促進し、健康的な住
み良い地域づくりの向上を図る。
◦家庭ソフトバレーボール大会
◦�あんもっこ杯グラウンド・ゴル
フ大会

通年 侍浜町内

基礎戦略
２
総合力豊
かな人材
を育てる…
まちづく
り
（生涯学
習 の 充
実）

生涯学習
の充実

家庭教育学級

学校、家庭、地域の連携により、
親子の絆を深め、家庭教育の向上
を図る。
◦親子スマホ安心講座

1月…
(1回）

侍浜市民…
センター

世代間交流事業

地域に伝わる伝統行事などを通
じて、世代間での交流を図る。
◦花いっぱい運動
◦小正月行事体験

6月・1月…
(2回） 侍浜町内

青少年健全育成
事業

体験活動等を通じて、仲間・世
代間から得られる経験を積み、青
少年の健全育成を図る。
◦侍浜クリーンアップ作戦
◦夏休み！侍浜子ども教室
◦冬休み！侍浜子ども教室

7月～1月…
(3回） 侍浜町内外

放課後子ども教
室

子どもの安心・安全な居場所を
確保し、地域全体で子どもを育む
ことができる環境作りを推進す
る。

6月～12月…
(45回）

侍浜市民…
センター

重
点 侍浜柔道教室 柔道を通じて、青少年の健全育

成に寄与する。
4月～3月…
(77回）

ふれあい交流
センター

移動公民館 地区公民館と連携し、地区住民
の自主活動を促進する。

９月…
(1回） 侍浜町外

女性学級

女性の学習と交流の機会を提供
し、知識や見聞を広げ、地域の活
性化を図る。
◦侍浜町婦人団体協議会視察研修
◦はまゆりの会視察研修

９月・10月…
(2回） 侍浜町外

生き生き学級

高齢者に学習機会を提供し、健
康で生きがいのある生活を送るた
めの支援を行う。
◦�地区対抗グラウンド・ゴルフ交
流会（7回）

◦�侍浜町老人クラブ連合会視察研
修

◦軽スポーツ教室

4月～3月…
(9回） 侍浜町内外

地域の歴
史と文化
の継承と
発信

重
点 伝承活動事業

地域に伝わる文化・芸能に青少
年期から取組み、郷土愛、後継者
の育成に資する。
◦盆踊り講習会

7～8月…
(6回）

侍浜市民…
センター
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山根市民センター
１．地域の現状や課題 ２．戦略・運営方針
　山根町民300人のうち約6割が高齢者で、市内で最も高齢
化が高い地域である。
　地域に古くから伝わる食や芸能があり、特色のある地域
であるが、担い手不足で、存続が難しくなっている。
　さらに、年間10万人の利用客を集めていた新山根温泉
べっぴんの湯が、令和元年10月から休業したことにより、
山根町を訪れる人が激減し、活気がなくなりつつある。
　平成30年に発足した「やまね未来づくり会」は、地域の
課題や町おこしに取り組み、活動実績も増えており、今後
の山根町の核となる組織である。
　そのやまね未来づくり会の事務局を当センターが担って
おり、今後、住民が運営していけるような体制づくりが必
要となっている。

　山根の地域資源や郷土食を活用したイベントを定期的に
実施し、賑わいの創出に力を入れる。
　山根の魅力をPRし、交流人口（山根ファン）を増やす。
　山根町民には、山根の魅力を再確認したり発信したりで
きるよう山根の歴史文化について学んでもらい、後継者、
指導者等の育成を目指す。
　町おこしに取り組むやまね未来づくり会の各種活動の支
援や、会のスキルアップ講座を実施するなど、組織の強化
を図る。
　生涯学習の面では、各地区を回り、高齢者が参加しやす
く、生きがいとなるような事業を実施していく。
　

※地域づくり活動、生涯学習の充実に関する現状や課題

３．事業計画

総合計画 施策の方向…
（目指す姿）

事業
区分 事業名 ねらい…

内　容
期　日…
（回数） 場　所 備　考

基礎戦略
１…
共に支え、
元気と安
らぎあふ
れるまち
づくり…
（地域づ
くり活動
の推進）

地域コミ
ュニティ
の拠点づ
くり…
…
※市民セ
ンターが
主導して
いるもの

広報紙発行

市民センター事業や地域のイベ
ントの周知を広く図り、地域住民
全員を巻き込んだ広報活動を目指
す。

6月～３月…
（12回）

山根地区…
全戸配布…
(137 世帯 )

重
点

やまね未来づく
り会の育成

町おこしに取り組む組織の育
成。
会計事務スキルアップ講座
販売スキルアップ講座

6月～3月…
（各2回）

山根市民…
センター

山根の魅力体験
会

市内の児童、生徒、大人を対象
に、山根の地域資源を活用した事
業を実施する。山根ファンを増や
し、交流人口の増を目指す。
山根塩の道ウォーキング
�キャンプ体験（いわな掴み、流
しそうめん、軍配もち作り他）
遠島山登山

6月～10月…
（3回） 山根町内

地域おこし協力
隊やまねこカ
フェの活用

地域おこし協力隊が経営する古
民家カフェで創作教室等を開催
し、カフェ利用者の増を図る。
編みぐるみ教室
スマホ教室
コーヒーの淹れ方教室

通年 やまねこ…
カフェ

住民自治
の推進
…
※地域住
民が主体
的に実施
している
もので、
市民セン
ターが支
援してい
るもの

重
点

ふるさと未来づ
くり事業

　地域の課題や町おこしに取り組
む未来づくり会の各種事業が、円
滑に運び、活性化が図られるよう
支援する。
くらし委員会：�有償ボランティア

活動
文化委員会：�塩の道ウォーキング
なりわい委員会：�べっぴんカフェ

の市
つどい委員会：�ふれあいサロンの

実施

通年 山根市民…
センター他

山根若者の会
応援隊

　山根の活性化に向けて演劇
を中心に活動する山根若者の
会の活動支援。
　演劇協力者の募集、発掘に
力を入れ、会の活性化を図る。

9月～11月 山根市民…
センター
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総合計画 施策の方向…
（目指す姿）

事業
区分 事業名 ねらい…

内　容
期　日…
（回数） 場　所 備　考

基礎戦略
２
総合力豊
かな人材
を育てる…
まちづく
り
（生涯学
習 の 充
実）

生涯学習
の充実

山根町巡回公民
館

　高齢者を対象に、軽スポーツや
創作教室、調理実習等さまざまな
ことを体験させ、心と体の健康づ
くりをする。

11月 山根地区公民
館7ケ所

山根町民文化祭
　山根の郷土芸能、食、創作活動
を披露する場。町民の大半が参加
する交流の場となっている。

10月～11月 山根市民…
センター

高齢者教室

　高齢者の学習意欲の向上及び健
康増進を図る。
　バードカービング教室（全6回）…
　マレット交流会
　カーリング教室

6月～11月…
（8回）

山根市民…
センター他

女性講座

　女性の学習意欲の向上及び
地域の文化芸術の推進を図る。…
　アメリカンフラワー教室（全2
回）
　菱差し教室

10月～1月…
（3回）

山根市民…
センター

地域の歴
史と文化
の継承と
発信

郷土芸能継承事
業1

　細野念仏剣舞保存会で行ってき
た長内中学校生徒への継承活動の
支援。
　細野念仏剣舞教室

7月～11月

長内中学校
及び
山根市民
センター

新
規

郷土芸能継承事
業2

　町民を対象に、山根町の郷土食、
郷土文化について学び、後継者の
育成を目指す。
　歴史を学ぶ会
　豆腐作り教室

12月～3月…
（2回）

山根市民…
センター他



－ 77－

山形市民センター
１．地域の現状や課題 ２．戦略・運営方針
　各集落が遠く、各地区ごとに地域意識があり、それぞれ
独立して活動し、全地域的な組織や活動が少ない。
　高齢化、若者の減少や一人世帯などが進み地域や家庭の
教育力の低下や、地域団体、コミュニティが弱体化してい
る。
　公共交通手段が少なく、住民の移動の負担が大きいた
め、自主的な学習活動や地域活動への参加が難しくなって
いる。
　総合支所、B&G、福祉センターなど公共的施設があり、
各施設の対象に応じた各種事業を実施している。

　地域の各団体が広く集い、連携して実施する事業を推進
し、地域の交流を進め、連帯意識の向上を図る。
　子どもに郷土や自然を学び、お年寄りや地域との交流
や、各世代の活動の機会の提供や地域活動への参加を推進
することにより、地域の教育力の向上を図る。
　地域団体やコミュニティの活動の支援をするとともに、
要望やニーズに応じて地域に出向いた事業を実施し、地域
活動の活性化を図る。　

※地域づくり活動、生涯学習の充実に関する現状や課題

３．事業計画

総合計画 施策の方向…
（目指す姿）

事業
区分 事業名 ねらい…

内　容
期　日…
（回数） 場　所 備　考

基礎戦略
１…
共に支え、
元気と安
らぎあふ
れるまち
づくり…
（地域づ
くり活動
の推進）

地域コミ
ュニティ
の拠点づ
くり…
…
※市民セ
ンターが
主導して
いるもの

移動センター事
業

地域住民の要望に応じて自主的
学習活動を支援することにより、
学習意欲を高め、地域活動やコ
ミュニティの活性化を図る。

４月～３月 各地区

重
点

久慈市民おら
ほーる劇場

市民対象の演劇ワークショップ
を継続して実施することにより、
参加者の交流と、演劇文化の定着、
地域の連携の維持・強化を図る。
①演劇ワークショップ
②演劇発表

未定
おらほーる、
アンバーホー
ルほか

重
点 未来づくり事業

住民が主体的に地域づくりを進
めていく事業について、地域の連
帯・活性化が図られるよう支援す
る。
・交流（どやら）チーム
・産業（すみこ）チーム
・子育てチーム

通年 おらほーる
ほか

住民自治
の推進…
※地域住
民が主体
的に実施
している
もので、
市民セン
ターが支
援してい
るもの

つつじ祭り俳句
大会

地域に根ざしている文化を通し
て広く交流の輪を広げるととも
に、愛好者の拡大と団体の活性化
を図る。

中止 平庭山荘

山形地区総合文
化祭

　学習機会情報の提供と市民セン
ター活動・社会教育事業を周知す
ることで、学習意欲を高め、生涯
学習活動の活性化を図る。

10月 おらほーる
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総合計画 施策の方向…
（目指す姿）

事業
区分 事業名 ねらい…

内　容
期　日…
（回数） 場　所 備　考

基礎戦略
２
総合力豊
かな人材
を育てる…
まちづく
り
（生涯学
習 の 充
実）

生涯学習
の充実

広報活動

　学習機会情報の提供と市民セン
ター活動・社会教育事業を周知す
ることで、学習意欲を高め、生涯
学習活動の活性化を図る。

４月～３月…
（12回）

山形地区…
全戸配布

放課後子ども教
室

　子どもたちの安全で健やかな活
動の場を設け、子どもたちの健全
育成を図る。

６月～１月 各小学校

青少年体験活動
事業

　普段体験することができない活
動を通して、積極性や忍耐力を培
い、青少年の健全育成を図る。
　①シャワ－クライミング
　②ラインクライミング
　③木とふれあおう

７月～10月
おらほーる、
小国地区、
ほか

女性講座

　健康で明るい家庭生活の創造の
一助となる知識や技術を習得する
とともに、女性間相互の仲間づく
りの促進を図る。
　①つまみ細工
　②ちぎり絵
　③クラフト

10月～３月 市民センター

食いしん坊道場 　地元食材を使った料理を学びな
がら、交流の機会を提供する。 １月～２月 老人福祉

センター

成人事業

　活動が少ない成人を対象に郷土
を再発見する機会や交流する場を
提供し、グループ活動や地域活動
への契機と参加の促進を図る。
　・ヒメボタル観察会
　・南部お城めぐり
　・正月飾り作り

７月～12月 平庭高原…
ほか

地域の歴
史と文化
の継承と
発信

内間木洞氷筍観
察会

　地域の貴重な自然環境に触れ、
環境保護の意識を醸成する。 ２月 山形町内間木

青少年健全育成
事業

　日常生活で体験することが減少
している自然観察や世代間交流を
通じて、ふるさとの自然環境や伝
統文化の理解を深め、郷土愛を育
てる。
　・ハナカジカ観察会

９月 日野沢地区
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３　図書館

○ 図書館運営方針及び体系

１　基本的な考え方
　久慈市立図書館は、市民の自ら学ぼうとする意欲を支援し、活動の場としてともに成長する
施設づくりを目指します。また、地域の情報センターとして市内外に情報を発信するとともに、
将来を担う子ども達の読書環境の整備に努めます。
　特に、久慈市立図書館は駅前複合施設への移転を機会に、多様化するニーズへの対応と利便
性の向上を図り、より質の高いサービスを提供するため指定管理者と連携し、利用者の更なる
満足度の向上に向け取り組んでまいります。
　山形図書館においては、過疎化が進行する地域の現状を見据え、より地域に密着した親しま
れる施設の運営、地域における読書環境のあり方を検討してまいります。
　【基本理念】
　　情報と人をつなげ、人と人をつなげ、人と地域をつなげる図書館

２　主要事業
　① 　読書推進事業　    　　    ＜企画展示展、移動図書館車、朗読劇等＞
　② 　子育て応援事業　　　　＜ブックスタート・おはなし会・映画会等＞
　③ 　図書館利用促進事業   　 ＜図書館ボランティア講座・出前図書館・見学会等＞
　④　 情報発信事業    　　　　＜ホームページの更新等＞

３　施策の体系

総
合
力
豊
か
な
人
材
を
育
て
る
ま
ち
づ
く
り

生
涯
学
習
の
充
実

図
書
館
機
能
の
充
実

１�　運営体制の

見直しと相談

機能の強化

２�　図書館資料

の充実

３�　読書推進活

動の促進と学

習機会の提供

●運営体制の充実
　・図書館協議会の充実
　・職員研修の充実
　・新久慈市立図書館オープン
　・図書館システムの更新
　・移動図書館車の活用促進
●相談機能の充実
　・予約、リクエスト、学習支援の充実
　・郷土資料等の保存体制の整備
　・関係機関・専門機関との連携強化
　・課題解決型情報の提供（レファレンス・レファラル
　　サービス等の充実）

＜基本方針＞ ＜主要施策＞ ＜施策体系＞ ＜基本施策＞ ＜主な事業＞

●図書館資料の収集・整理
　・図書、視聴覚資料等の整備、寄贈図書の受入・活用
　・�電子書籍等の検討
　・県内図書館との連携と相互貸借の活用
　・県立図書館資料の活用
●特徴ある蔵書の収集と保存
　・郷土資料、地域資料の収集・保存
　・琥珀・木炭・短角牛等関係図書の収集
●図書館資料の活用
　・企画展の充実
　・団体貸出・配本
　・コレクションの整備

●読書推進活動の促進
　・学校図書館との連携・支援、移動図書館車事業
　・子育て応援事業(ブックスタート等）
　・青少年の読書活動の支援（読書通帳等）
　・ボランティア活動の促進（ボランティア養成講座）
●学習機会の提供
　・図書館だよりの発行、情報提供
　・読書会・集会等の開催、展示会の開催
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○ 図書館事業計画

事　業　名 目　　標 事業の内容 実施期間 主管（場所等） 協力機関

図
書
館
の
運
営
体
制
充
実

図書館協議会

図書館の運営及び奉仕
活動について、広く意
見を聴取し、サービス
の充実を図る。

・委員改選
・図書館運営方針及び事業
計画の審議

年2回　 中央市民
センター　他 指定管理者

図書館管理シス
テムの充実

利用者の利便性向上を
図る。

・図書館システムの更新
・資料の IC 管理の実施セ
ルフ貸出機導入

７月

新図書館開館

機能の充実を図り、利
用者の利便性の向上や
新規事業を展開し、利
用増加を図る。

・新図書館オープン
・利用規則の改正利用範囲
の拡大サービス内容の充
実

７月５日 指定管理者

図書館連携強化

公共図書館、関係団体
との連絡 ･提携により
図書館事業の推進を図
る。

・図書館間の連携推進
・ボランティア活動支援
・広域連携検討

年　間

岩手県図書館協
会
県北教育事務所

県立図書館

県北教育事務
所

相
談
機
能
の
強
化
と
職
員
の
資
質
向
上

参考調査・
読書相談 ･案内

所蔵資料等を最大限に
活用し、市民の暮しや
学習要求に役立つサー
ビスの提供に努める。

・レファレンス・レファラ
ルサービスの推進

・複写サービス
年　間

予約・
リクエスト

利用者が適切かつ迅速
に資料を得られるよう
努める。

・予約、リクエスト
・相互貸借 年　間

調査研究の
推進

書誌データや二次資料
を作成し、資料収集や
参考調査の効率化を図
る。

・出版物調査
・郷土関係新聞記事索引
・ブックリスト作成

年　間 山形館

職員研修の
充実

図書館職員の資質向上
を図り、図書館サービ
スの充実を図る。

・管内子どもの読書活動推
進会議

・図書館職員等専門研修
・図書館協議会委員等合同
研修

・学習会、選書会の開催

８月

９月
10月

随時

県北教育事務所

県立図書館
( アイーナ ) 

県北教育事務所

県立図書館
( アイーナ ) 

図
書
館
資
料
の
充
実

図書館資料の
収集・整理

利用者のニーズ及び学
校教育等の支援に対応
するため、広く資料収
集を図る。

・図書、視聴覚資料・逐次
刊行物の購入、受入

・寄贈資料の受入
・IC 管理の導入

年　間

7月

図書館資料の
活用促進

利用者に対し、適切な
資料の提供と利用しや
すい環境づくりに努め
る。

・閲覧、貸出、相互貸借
・団体貸出、出前図書館
・移動図書館車の運行によ
る館外活動の促進
　（市立図書館休館中の団
体貸出と一般貸出）

年　間

（４月～
６月）

山形館

特徴ある蔵書
の収集と保存

特徴ある資料の収集と
保存により地域の情報
センターとしての役割
を明確化する。

・こはく、木炭等に係る資
料収集

・郷土資料の収集、保存
・地域情報の情報提供
・郷土資料展の開催

年　間

11月

※主管の空欄は久慈館・山形館共通実施項目です。
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事　業　名 目　　標 事業の内容 実施期間 主　　管 協力機関

読
書
推
進
活
動
の
促
進

学校図書館、
関係機関との
連携・支援

学校との連携による子
どもの読書活動の推進

・移動図書館車による団体
貸出

・図書館見学・キャリア教
育の支援

・1日司書体験
・総合学習用図書セット貸
出

年　間

　 　

子育て応援事業

乳幼児・児童を対象と
して、子どもと本を結
びつけると共に、親子
のふれあいを深める機
会を提供する。

・ブックスタート
・うさこちゃんの部屋

・チビッコの部屋
・図書館映画会
・図書館こどもの日
・こどものえいが会

７月～

７月～
７月～
７月～
８月・２月

久慈館

久慈館
久慈館
久慈館
山形館

子育て支援
センター
ピノキオ

青少年の読書
活動支援

読書に親しみ、豊かな
人間性を育むため、読
書普及を図る。

・小学校朝読書会への支援
・どこでも映画会
・読書集会の支援
・読書通帳の活用
・子どものあづび場
・朗読劇の開催

年　間

山形館
久慈館

市内小学校

保育園・学童保
育所

ボランティア
活動の促進

ボランティア活動に必
要な知識・技術を身に
つけるとともに家庭・
地域・学校における読
書活動の推進を図る。

・読書ボランティア募集
・育成支援 ( 本の修理屋さ
ん）

・読書ボランティア研修会
・読書をすすめるつどい

・学習機会情報の提供

年　間

未　定
２月

年　間

久慈館

県教育委員会
県読書推進運動
協議会

学
　
習
　
機
　
会
　
の
　
提
　
供

館報の発行・
図書館利用案内
情報提供

図書館活動・学習機会
情報・図書館利用法を
広く提供する

・広報くじへの情報提供
・ホームページの更新
・「しらかばだより」発行
・「こども図書館だより」
発行

・「としょかんだより」発
行

・月刊ダ・なす等への情報
提供

毎　月

年 ４回
年 ５回

年 ５回

毎月１回

山形館
山形館

久慈館

地域づくり
振興課
町内

ダナス

集会・講座の
開催

本や読書に関する活動
及び学習の機会を提供
することで、読書の普
及と利用者の促進を図
る。

・手づくり絵本教室
・図書館ボランティア講座
・図書館のつどい
・図書館工作教室

7月～8月
９月
11月
12月

久慈館
久慈館

企画展の開催

本や読書に関する活動
及び学習の機会を提供
することで、読書の普
及と利用者の促進を図
る。

＜久慈市立図書館＞
・「環境週間企画展」
・「文学賞受賞図書展」　
・「啄木資料展」
・「手作り絵本展」
・「郷土の魅力本展」他

＜山形図書館＞
・「ゴミ問題、知っておき
たいこと」

・「恐竜の謎に迫る」
・「岩手ってこんなところ！」
・「山形図書館ベストリー
ダ展」他

７月～３月

４月～３月

久慈館

山形館
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４　スポーツ振興

○ 社会体育行政方針

　スポーツは、人間の ｢こころ｣ と ｢からだ｣ の健全な発達を促すとともに、明るく豊かで活力に

満ちた社会の形成に寄与する世界共通の人類の文化の一つであります。

　近年の急激な社会環境の変化により、人々のライフスタイルや価値観が多様化している今日、生

涯にわたりスポーツに親しむことができる環境づくりが強く求められています。

　このようなことを踏まえ、「生涯スポーツの充実」に向けて、市民誰もがスポーツに親しむこと

ができる機会を提供するほか、関係団体等と連携を図りながら、東京 2020 オリンピック・パラリ

ンピック関連事業や、20年ぶりに本市で開催される北奥羽総合体育大会等を通じ競技スポーツの

活性化に努めてまいります。

　柔道のまちづくりの推進につきましては、関係団体等と連携しながら、各種柔道大会や講習会を

開催し、柔道の普及発展と競技力の向上を図り、内外に「柔道のまち久慈」を発信するとともに、

三船十段記念館を拠点に、柔道人口の拡大や青少年の健全育成に努めてまいります。

【施策の基本方針】

１　生涯スポーツの充実

　第５回となる久慈あまちゃんマラソン大会など、様々な世代の市民が参加できるスポーツイ

ベント等の充実を図り、誰もがいつでも気軽に健康増進と体力づくりができる環境の整備に取

り組むとともに、東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会に係る、聖火リレーや復興

「ありがとう」ホストタウン等関連事業の実施を通じて、市民が主体的、継続的にスポーツに親

しむ機運の醸成に努めてまいります。

　競技スポーツの振興につきましては、一般社団法人久慈市体育協会をはじめ関係団体との連

携により、高いレベルでの指導者養成、選手強化に努め、競技力の向上を図るとともに、当市

で 20年ぶりに開催される北奥羽総合体育大会の円滑な実施を支援してまいります。

２　体育施設の有効活用

　指定管理者と連携し、市民のニーズを踏まえたサービスの提供に努めるとともに、久慈市公

共施設等総合管理計画に基づき、計画的な施設の改修を進め、利用促進と適正な管理運営を目

指してまいります。

３　柔道のまちづくり事業の推進

　三船十段生誕の地である「柔道のまち久慈」を将来に亘って発信すべく、各種大会や教室の

開催等により、柔道の普及発展と競技力の向上を図るとともに、柔道を「する人」のみならず、「観

る人」「応援する人」を含めた柔道愛好者及び柔道人口の拡大に努めてまいります。
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【主要施策】
１　生涯スポーツ推進体制の充実
　⑴　生涯スポーツ推進体制の充実
　⑵　生涯スポーツ情報提供の充実
　⑶　久慈市スポーツ推進計画の検証
	

２　各種スポーツ団体等の育成・支援
　⑴　スポーツクラブの育成と活動促進　
　⑵　総合型地域スポーツクラブの調査研究と情報提供
	

３　各種運動やスポーツイベント、教室等の活動機会の提供
　⑴　スポーツ・運動教室の開設
　⑵　各種スポーツ大会等の開催
	

４　各種スポーツ指導者の養成・確保
　⑴　各種スポーツ指導者の養成と活用
　⑵　スポーツ推進委員の研修と活動促進
	

５　子どもの体力向上
　⑴　子どもや親子を対象としたスポーツ教室等の展開
　⑵　子どもの体力向上等に向けた研修会・講習会の実施
	

６　競技力向上体制の確立と選手の育成
　⑴　社会体育関係団体等の育成と活動促進
　⑵　競技力・運動能力向上の推進
	

７　スポーツ大会等コンベンション誘致
　⑴　スポーツ関係団体との情報共有・協力体制の構築
　⑵　スポーツ・ボランティア等のサポーター育成
　⑶　県大会等の大規模大会開催時の運営支援
	

８　社会体育施設等の利用促進と適正管理
　⑴　社会体育施設等の利用促進
　⑵　社会体育施設等の管理運営
	

９　社会体育施設等の計画的な改修整備
　⑴　社会体育施設等の改修整備
　⑵　総合運動公園整備へ向けての準備
	

１０　柔道競技力向上と地域の活性化
　⑴　柔道大会、柔道教室等の開催
　⑵　高い目標を意識した、競技力向上の推進
	

１１　親しみやすい柔道の普及
　⑴　柔道の興味・関心の獲得に向けた事業の展開
　⑵　三船十段記念館の効率的な活用
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○ 社会体育行政の体系

基本
目標 基本方針 基本施策・主要事業（社会体育事業計画）

柔
道
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

体
育
施
設
の
有
効
活
用

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
充
実

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

１
生涯スポーツ推進体
制の充実

⑴　生涯スポーツ推進体制の充実
⑵　生涯スポーツ情報提供の充実
⑶　久慈市スポーツ推進計画の検証

２
各種スポーツ団体等
の育成・支援

⑴　スポーツクラブの育成と活動促進
⑵　�総合型地域スポーツクラブの調査研究と情
報提供

３
各種運動やスポーツ
イベント、教室等の
活動機会の提供

⑴　スポーツ・運動教室の開設
⑵　各種スポーツ大会等の開催

４
各種スポーツ指導者
の養成・確保

⑴　各種スポーツ指導者の養成と活用	
⑵　スポーツ推進委員の研修と活動促進	

５ 子どもの体力向上

⑴　�子どもや親子を対象としたスポーツ教室等
の展開

⑵　�子どもの体力向上等に向けた研修会・講習
会の実施

６
競技力向上体制の確
立と選手の育成

⑴　社会体育関係団体等の育成と活動促進
⑵　競技力・運動能力向上の推進		

７
スポーツ大会等コン
ベンション誘致

⑴　�スポーツ関係団体との情報共有・協力体制
の構築

⑵　�スポーツ・ボランティア等のサポーター育
成

⑶　県大会等の大規模大会開催時の運営支援

８
社会体育施設等の利
用促進と適正管理

⑴　社会体育施設等の利用促進
⑵　社会体育施設等の管理運営	

９
社会体育施設等の計
画的な改修整備

⑴　社会体育施設等の改修整備
⑵　総合運動公園整備へ向けての準備	

10
柔道競技力向上と地
域の活性化

⑴　柔道大会、柔道教室等の開催
⑵　高い目標を意識した、競技力向上の推進

11
親しみやすい柔道の
普及

⑴　柔道の興味・関心の獲得に向けた事業の展開
⑵　三船十段記念館の効率的な活用	
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○ 社会体育事業計画

１　生涯スポーツ推進体制等の充実
事業名 目標 事業内容 時期 場所 対象

⑴
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
推
進
体
制
の
充
実

久慈市ス
ポーツ推
進審議会

　スポーツ基本法
第 31 条に基づき、
スポーツ推進審議
会を置き、重要事
項の調査審議等を
行う。

　　市のスポーツ推進に関する重要
事項についての調査審議及び建議を
する。

５月 市役所

スポーツ推進審議
会委員12月 市役所

３月 市役所

久慈市ス
ポーツ推
進委員

　スポーツ基本法
第32条に基づき、
スポーツ推進委員
を委嘱し、スポー
ツ推進に努める。

　スポーツ推進委員の相互連携を図
るとともに、各種事業の企画・調整
を行い、活動の充実に資する。

年間

スポーツ推進委員
ア．�岩手県スポーツ推進委員常任幹事会及び総会 書面決議 盛岡市

イ．�久慈地区スポーツ推進委員協議会総会 書面決議 市役所

ウ．久慈市スポーツ推進委員協議会　　総会 書面決議 未定

久慈市体
育協会等
との連携
強化

　連携を強化する
ことにより、効率
的・効果的なス
ポーツ振興と推進
を目指す。

　スポーツ振興に向けた事業や運営
等について協議するほか、情報交換、
共有化を推進するなど、協力体制の
確立、連携強化を目指す。

年間 久慈市体育協会等

社会体育
行政関係
会議

　県内及び管内市
町村における社会
体育行政の推進状
況及び課題等の情
報交換、研修等を
通じ、生涯スポー
ツの振興に資す
る。

ア．県内都市社会体育研究会 生涯学習課…
社会体育係

イ．管内生涯スポーツ担当者会議 生涯学習課…
社会体育係

ウ．管内生涯スポーツ担当者研修会
生涯学習課社会体
育係、スポーツ推

進委員

県内関係
組織

　当市に関係する
県内の各組織に加
入し、情報収集を
図るとともに、相
互の協力体制を確
立する。

ア．岩手県公立武道館協議会（負担　　金）

年間 県内 生涯学習課…
社会体育係イ．岩手県体育施設協会（負担金）

ウ．�地域海洋センター岩手県連絡協議会（負担金）

⑵生涯スポー
ツ情報提供の
充実

　生涯スポーツに
関する情報の充実
と提供に努め、市
民の興味・関心の
獲得を目指す。

ア．市広報・ＨＰによる情報提供

年間 市民イ．スポーツ案内の作成・配布

ウ．その他情報誌等民間媒体の活用

⑶ 久 慈 市 ス
ポーツ推進計
画の検証

　スポーツ基本法
第 10 条第１項に
基づき久慈市ス
ポーツ推進計画を
策定する。

　次回のスポーツ推進計画の見直し
にむけて、策定されたスポーツ推進
計画が内容通りに実施され、目標に
向かっているかどうか検証を行う。

年間
スポーツ推進
審議会…
生涯学習課…
社会体育係

２　各種スポーツ団体及び総合型地域スポーツクラブ等の育成・支援
事業名 目標 事業内容 時期 場所 対象

⑴スポーツク
ラブの育成と
活動促進

　スポーツクラブ
の組織強化と活動
促進を図る。

ア．体育団体の認定制度による支援 年間 各団体

イ．クラブの組織強化と人員拡大に　　向けた市民への情報提供等 年間 市内 教室参加者等
市民

⑵総合型地域
スポーツクラ
ブの調査研究
と情報提供

　総合型地域ス
ポーツクラブの情
報収集と調査研究
を行い、新たなク
ラブの結成を促
す。

ア．総合型地域スポーツクラブ運営　　研修会 未定 未定 生涯学習課
社会体育係
各クラブイ．先進クラブの調査研究 年間 市内外

ウ．総合型地域スポーツクラブの情　　報提供 年間 市内 市民
各クラブ
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３　各種運動やスポーツイベント、教室等の活動機会の提供
事業名 目標 事業内容 時期 場所 対象

⑴スポーツ・
運動教室の開
設

　各年代や趣味趣
向に対応したス
ポーツ教室や、運
動教室を開設する
ことにより、市民
の健康・体力の増
進とともに、ス
ポーツ人口の拡大
を図る。

各種スポーツ・運動教室の開設

・スポーツ吹矢教室 7月 市民体育館 一般

・ボッチャ体験教室 11月 市民体育館 一般

・ノルディック・ウォーキング教室 10月 市内 一般

・カーリング体験教室 11月 二戸市 一般

⑵各種スポー
ツ大会等の開
催

　市民のスポーツ
に関する関心を高
め、健全な心身の
育成とともに、各
種スポーツの普及
とスポーツ人口の
拡大を図る。

ア．各種スポーツ大会

・市民マレットゴルフ大会 中止 宇部マレットゴルフ場

イ．第15回久慈市民体育大会　　（実行委員会負担金）

・総合開会式

中止

市民体育館

・ママさんバレーボール競技 市民体育館 地区対抗競技種目

・ゲートボール競技 河川公園

・軟式野球競技 市営野球場

・ソフトテニス競技 河川公園

・卓球競技 市民体育館

・ソフトバレーボール競技 市民体育館

・サッカー競技 総合運動場

・ユニカール競技 市民体育館

・バスケットボール競技 市民体育館

・ソフトボール競技 長内中グラウンド

・パークゴルフ競技 平庭高原

・バドミントン競技 市民体育館

・柔道競技（兼市長杯） 三船十段記念館 オープン競技種目

・テニス競技 みなと中央公園

・少年野球競技 市営野球場ほか

・６人制バレーボール競技（男女） 市民体育館

・弓道競技 弓道場

・総合閉会式 未定
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事業名 目標 事業内容 時期 場所 対象

⑵各種スポー
ツ大会等の開
催

　市民のスポーツ
に関する関心を高
め、健全な心身の
育成とともに、各
種スポーツの普及
とスポーツ人口の
拡大を図る。

ウ．�第25回久慈もぐらんぴあ駅伝競走大会 11月1日 もぐらんぴあ周辺

エ．�第５回久慈あまちゃんマラソン大会 中止 久慈市漁協周辺

オ．�久慈地区ふれあい柔道・剣道大会（実行委員会負担金） 10月10日 市民体育館

カ．市長杯争奪大会

・市長杯争奪柔道大会(兼市民体) 中止 三船十段記念館

・市長杯争奪ゴルフ大会 9月6日 ニュー軽米カン
トリークラブ

・市長杯争奪パークゴルフ大会 中止 平庭高原パーク
ゴルフ場

・市長杯争奪マレットゴルフ大会 8月20日 侍浜マレット
ゴルフ場

・市長杯争奪少年野球大会 9月5･6日 市営野球場他

・市長旗争奪ゲートボール大会 8月2日 久慈川河川公園

・市民スキー・スノーボード大会 2月14日 平庭高原
スキー場

キ．�北緯40°ナニャトヤラ連邦パークゴルフ交流大会 8月30日 平庭高原パー
クゴルフ場

４　各種スポーツ指導者の養成・確保　
事業名 目標 事業内容 時期 場所 対象

⑴各種スポー
ツ指導者の養
成と活用

　各種スポーツ・
レクリエーション
指導者等の育成と
活用を図る。

⑴　生涯スポーツ指導者講習会 盛岡市
関係指導者等

⑵　指導者の養成と活用 年間 市内

⑵スポーツ推
進委員の研修
と活動促進

　スポーツ推進委
員の資質の向上と
相互の連携・協調
を図り、より充実
した事業展開に資
する。

⑴　�岩手県スポーツ推進委員研修会 中止 矢巾町

スポーツ推進委員
⑵　

��管内市町村スポーツ推進委員及
び社会体育担当者研修視察

　　�（東北地区スポーツ推進委員研
修会）

11月6･7日 山形県村山市

⑶　自主研修会の実施 随時 市内

⑷　自主事業の実施 随時 市内

５　子どもの体力向上
事業名 目標 事業内容 時期 場所 対象

⑴子どもや親
子を対象とし
たスポーツ教
室等の展開

　子どもに運動の
楽しさや喜びを体
感させ、自発的な
活動を促す活動機
会を提供する。

・おとどけスポーツ教室 通年

市内

一般・小学生

・夏休み小学生スポーツ教室 7～8月 小学生

・冬休み小学生スポーツ教室 12～1月 小学生

・すくすくキッズスポーツフェスタ
　（共催） 1月 親子・未就学児・

小学校低学年

⑵子どもの体
力向上等に向
けた研修会・
講習会の実施

　学校のみでな
く、各家庭やス
ポーツ団体など地
域が一体となって
子どもの体力向上
に取り組む。

・�パワーアップジャパンいわて大運
　動会 in 久慈（共催） 1月 市内 中学生・高校生
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６　競技力向上体制の確立と選手の育成
事業名 目標 事業内容 時期 場所 対象

⑴
社
会
体
育
関
係
団
体
等
の
育
成
と
活
動
促
進

種目別協
会の活動
支援

 競技人口の拡大、
組織強化とともに
活動の活性化を図
る。

ア．種目別協会育成補助

年間 種目別協会イ．県民体育大会派遣補助

ウ．北奥羽総合体育大会派遣補助

地区体育
協会の活
動支援

　各地区のスポー
ツ人口の拡大のた
め活動の活性化を
図る。

ア．地区体育協会育成補助

年間 地区体協
イ．�スポーツ・レクリエーション活動の奨励

スポーツ
少年団の
育成と活
動支援

 少年スポーツの
振興と健全育成に
向けた活動の活性
化を図る。

ア．スポーツ少年団育成補助

年間 スポーツ少年団イ．�スポーツ少年団指導者育成補助

ウ．�スポーツ少年団県大会等派遣補助

エ．�市長旗争奪少年野球大会兼ちびっこ野球大会運営補助 9月5･6日 市営野球場

各種大会
派遣等の
支援

　各種県大会や東
北・全国大会への
派遣を支援し、活
動促進を図る。

ア．�生涯スポーツ全国大会等選手派遣費補助 年間 東北 ･全国
大会 各団体

イ．スポーツ振興号の運行
※　�運行要領に基づき、県大会等の
参加に活用するほか、各種社会
体育事業において運行する。

年間 県内等 各団体等

⑵競技力・運
動能力向上の
推進

　事業の充実によ
り、競技力向上を
図る。

スポーツ振興事業補助
　（競技力向上、指導者養成等） 年間 久慈市体育協会
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７　スポーツ大会等コンベンション誘致

事業名 目標 事業内容 時期 場所 対象

⑴スポーツ関
係団体との情
報共有・協力
体制の構築

　大規模な大会や
試合等の開催希望
の情報収集を行
い、スポーツ関係
団体と協力しなが
ら誘致を進める。

　国や県、体育関係団体主催の大会、
民間の興行スポーツ試合等のイベン
ト開催誘致を積極的に行い、市民へ
レベルの高いスポーツ観戦機会を提
供し、スポーツ関係団体の意識向上
をはかり、競技力向上につなげる。 年間 関係団体等

⑵スポーツ・
ボランティア
等 の サ ポ ー
ター育成

　市民のボラン
ティア参加の意識
を高め、大規模大
会等の運営を担
う。

　全国から参加者を募集する大規模
大会開催にあたり、市民ボランティ
アを募集し、スポーツボランティア
としての意識高揚を図り、官民で大
会成功に向けて協力していく。

⑶県大会等の
大規模大会開
催時の運営支
援

　県レベルの大会
等の開催を推進し
市民のスポーツに
対する関心を高め
ながら競技力向上
と地域の活性化を
促進する。

ア．市内開催大会運営補助

・�第43回東日本軟式野球大会1部岩
手県予選 10月10日 市営野球場等

関係団体等
・�第13回岩手県高校女子ソフト
ボール大会 8月1･2日 市営野球場

イ．�第71回北奥羽総合体育大会運営補助

・開会式、閉会式

中止

市民体育館

・陸上競技 一戸町陸上競技場

・軟式野球 市営野球場、野田
村総合運動公園

・ソフトテニス 野田村総合運動公
園、久慈工業高校

・バスケットボール（男・女） 市民体育館

・バレーボール（男・女） 市民体育館

・卓球（男・女） 市民体育館

・ソフトボール（男・女） 長内中学校

・相撲 宇部煎餅店
特設相撲場

・柔道 三船十段記念館

・剣道 第二体育館

・弓道 二戸市弓道場

・サッカー 軽米町ハートフル…
スポーツランド

・バドミントン 市民体育館

・ゲートボール 葛巻町総合
運動公園

・クレー射撃 八戸射撃場

・ボウリング 八戸ゆりのき
ボウル

・水泳 国立八戸高専

・パークゴルフ（男・女） 平庭高原パー
クゴルフ場

・グラウンド・ゴルフ（男・女） 防災公園
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８　社会体育施設等の利用促進と適正管理
事業名 目標 事業内容 時期 場所 対象

⑴社会体育施
設等の利用促
進

　サービスの向
上により、利用
促進を図る。

　体育施設の無料開放日の設定や、
個人利用者へ回数券等の割引サービ
スを行う。

指定日 体育施設 市民

　指定管理者に
よる自主事業を
充実し、利用促
進を図る。

　市民の健康増進、体力づくりを目
指した各種教室等を開催する。 指定日 体育施設 市民

⑵社会体育施
設等の管理運
営

　安全確保と利
用促進のため、
体育施設の修
繕・整備を進め
る。

　既存体育施設等の維持修繕を行
う。 年間 体育施設

生涯学習課
社会体育係
指定管理者

【指定管理施設】
　指定管理者制
度を導入した体
育施設の管理運
営が円滑になさ
れるよう指定管
理者と調整を行
う。

施設名 開設期間 管理主体

①市民体育館 ４月１日～３月31日

（一社）久慈市…
体育協会

②第二体育館 ４月１日～３月31日

③市民柔剣道場 ４月１日～３月31日

④市民弓道場 ４月１日～３月31日

⑤市民庭球場 ４月１日～11月30日

⑥総合運動場 ４月１日～11月30日

⑦市民相撲場 ４月１日～11月30日

⑧侍浜マレットゴルフ場 ４月１日～11月30日

⑨宇部マレットゴルフ場 ４月１日～11月30日

⑩侍浜地区プール ６月15日～９月15日

⑪小久慈地区プール ７月１日～８月31日

⑫大川目地区プール ７月１日～８月31日

⑬宇部地区プール ７月１日～８月31日

⑭夏井地区プール ７月１日～８月31日

⑮屋内ゲートボール場 ４月１日～３月31日 やまがた文化・…
スポーツＮＰＯ⑯山形Ｂ＆Ｇ海洋センター ４月１日～３月31日

【市直営施設】
　施設の利用促進
と適正管理に努め
る。

①市営野球場 ４月１日～11月30日
生涯学習課
社会体育係②旧長内中学校屋外運動場 ４月１日～11月30日

③市民総合プール ７月１日～９月30日
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事業名 目標 事業内容 時期 場所 対象

⑵社会体育施
設等の管理運
営

　地域住民にスポ
－ツ活動の場とし
て市内小・中学校
の体育施設を開放
することにより、
地域におけるスポ
－ツ活動の定着と
健康体力づくりを
推進する。

【学校開放指定校】 計15校 全指定校

指定校
体育施設 市　民

＜小学校＞
８校（うちプール開放２校） ４月～３月

①久慈小学校

※ただし、
屋外運動
場及び屋
外運動場
照明施設
は４～１２
月、プー
ルは７～
８月

②久慈湊小学校

③長内小学校（プール含む）

④小久慈小学校

⑤夏井小学校

⑥平山小学校

⑦霜畑小学校

⑧来内小学校（プール含む）

＜中学校＞
７校（うち屋外照明施設設置４校）
①久慈中学校

（屋外運動場照明施設）
②長内中学校

（屋外運動場照明施設）
③大川目中学校

（屋外運動場照明施設）

④侍浜中学校

⑤宇部中学校

⑥三崎中学校

⑦山形中学校
（屋外運動場照明施設）

９　社会体育施設等の計画的な改修整備

事業名 目標 事業内容 時期 場所 対象

⑴社会体育施
設等の改修整
備

　社会体育施設等
の整備計画に取り
組む。

　市営野球場高圧気中開閉器更新、
B&G海洋センター浄化槽ブロアー・
排水ポンプ交換、柔剣道場エキスパ
ンションジョイント修繕、侍浜地区
プール有圧扇等撤去　等

年間 市内社会
体育施設

市内社会
体育施設

⑵総合運動公
園整備へ向け
ての準備

　総合運動公園の
早期整備に向け取
り組む。

　総合運動公園基本計画の計画内容
等の精度を高める。 年間 生涯学習課

社会体育係
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１０　柔道競技力向上と地域の活性化
事業名 目標 事業内容 時期 場所 対象

⑴柔道大会、
柔道教室等の
開催

　柔道の普及・発
展と、柔道を活用
した地域の活性化
を図る。

ア．第58回三船十段杯争奪柔道大会 9月6日 市民体育館 東北地区小学生
～一般

イ．第15回久慈市長杯争奪柔道大会　　（兼市民体） 中止 三船十段記念館 小学生…
～一般

⑵高い目標を
意識した、競
技力向上の推
進

　選手の発掘・育
成を図り、競技力
の向上を目指す。

ア．三船十段杯少年柔道教室 9月5日 市民体育館 小 ･中学生

イ．久慈柔道強化錬成会 未定 三船十段記念館 中 ･高校生

ウ．少年柔道強化遠征事業補助 年間 盛岡市 久慈柔道協会

11　親しみやすい柔道の普及
事業名 目標 事業内容 時期 場所 対象

⑴ 柔 道 の 興
味・関心の獲
得に向けた事
業の展開

　柔道を「見る」
「活用する」との
視点に立った事業
を展開し、市民の
興味・関心の獲得
を図り、柔道を身
近に感じられる環
境づくりを目指
す。

　柔道を「見て」楽しむ等、親しみ
のもてる事業の実施 年間

三船十段

記念館　他
市民

⑵三船十段記
念館の効率的
な活用

　市内外に向けた
情報発信を進める
とともに、柔道の
普及を目指す。

　三船十段記念館と連携し、イベン
ト会場での特別資料展を開催するな
ど、柔道のまちのＰＲに努める。

年間
三船十段

記念館　他
市民 他

　各種事業等で活
用することによ
り、市民にとっ
て「身近な施設」
となることを目指
す。

　畳等施設の特性を活かした、各種
運動・スポーツ教室等での施設の活
用。

年間 三船十段記念館 市民
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１２　その他関係事業一覧

　⑴　東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会関係
事　　業　　名 期　　日 会　　場

オリンピック聖火リレー及びセレブレーション関連事業 延期 市内、
文化会館アンバーホール

パラリンピック聖火採火・集火式関連事業 延期 市内、盛岡市

復興「ありがとう」ホストタウン関連事業 延期 市内　ほか

　⑵　文部科学省等関係
事　　業　　名 期　　日 会　　場

日本スポーツマスターズ2020 ９月18日～22日 愛媛県松山市　ほか

第74回全国レクリエーション大会 11月13日～15日 兵庫県

第75回国民体育大会 10月３日～13日 鹿児島県

体育の日中央記念行事 未定 未定

第33回全国健康福祉祭ねんりんピック 10月31日～11月３日 岐阜県

生涯スポーツ・体力つくり全国会議2021 未定 未定

全国山岳遭難対策協議会 未定 未定

中高年安全登山指導者講習会（東部地区） 未定 未定

国民体育大会冬季大会（スケート・アイスホッケー・スキー） 2021年１～２月 愛知県・岐阜県・秋田県

　⑶　県教育委員会・広域スポーツセンター関係
事　　業　　名 期　　日 会　　場

第22回岩手県障がいスポーツ大会 ６月第１週土曜日 運動公園陸上競技場ほか

総合型地域スポーツクラブ運営研修会 未定 未定

生涯スポーツ推進月間2020 10月１日～31日 県内各地

第23回県民スポーツレクリエーション祭 ９月９日～11月19日 運動公園ほか

岩手県スポーツフェスティバル2020 未定 未定

高齢者健康・体力つくり指導者セミナー 未定 未定

岩手県体育施設関係者講習会 未定 未定

　⑷　スポーツ推進委員関係
事　　業　　名 期　　日 会　　場

県スポーツ推進委員常任幹事会及び総会 書面決議 盛岡市

久慈地区スポーツ推進委員協議会総会 書面決議 久慈市

東北地区スポーツ推進委員研修会 11月6,7日 山形県村山市

岩手県スポーツ推進委員研修会 中止 矢巾町

全国スポーツ推進委員研究協議会 11月12･13日 栃木県
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５　芸術文化

○ 文化財保護事業計画

１　文化財の調査と保護
事　業　名 期　日 開設場所 内　容 主催等

文化財保護調査委員会 年２回 文化会館
・文化財保護事業計画の審議
・文化財保護事業実施報告
・文化財指定の検討　

郷土文化係

指定文化財保護 年　間 市　内

・チョウセンアカシジミ卵数調査
・虫まつり記録保存
・史跡等整備
・カモシカ滅失個体の記録
・内間木洞の保全管理
・文化財説明看板の設置

郷土文化係

指定文化財候補物件の検討 年　間 市　内 ・候補物件の調査・検討 郷土文化係

各種文化財の調査 年　間 市　内
・有形文化財
・無形民俗文化財（映像記録等）
・天然記念物

郷土文化係

各種文化財の収集 年　間 市　内
・寄贈の受け入れ
・資料の整理作業
・偉人に関する資料

郷土文化係

管内文化財保護調査委員研修 ９　月 県　内 ・�文化財保護調査委員等を対象とした研修
会

県北教育
事務所

郷土芸能保存団体の育成 年　間 市　内
・保存団体への補助
・�久慈市郷土芸能保存団体協議会の活動
（総会・研修）

郷土文化係

埋蔵文化財の各種開発に伴う照会・
試掘依頼への対応 年　間 市　内 ・�各種開発に伴う埋蔵文化財の所在確認・

試掘調査 郷土文化係

文化財整理事業 年　間 歴史民俗
資料室 ・収集資料の整理・台帳作成等 郷土文化係

２　文化財の管理と活用
事　業　名 期　日 開設場所 内　容 主催等

文化財保管・展示施設維持管理 年　間 歴史民俗資
料室 ・文化財保管施設の維持管理 郷土文化係

久慈市歴史民俗資料室の公開 年　間 歴史民俗資
料室 ・見学予約による公開 郷土文化係

文化財めぐり 日程調整中 市　内 ・指定文化財等の見学 郷土文化係

第27回久慈市郷土芸能祭 日程調整中 文化会館 ・�久慈市内の郷土芸能保存団体による伝統
芸能の公演 郷土文化係

文化財展 ２月６日
　・７日 文化会館 ・�郷土の歴史と文化を紹介する資料展を開

催（生涯学習のつどいと併催） 郷土文化係
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○ 指定等文化財一覧

国指定文化財
種　別 名　　称 所　在　地　等 指定年月日

天 然 記 念 物 長泉寺の大公孫樹 門前１－１１１　 長泉寺 昭和６年２月２０日

国登録文化財　有形文化財
種　別 名　　称 所　在　地　等 登録年月日

建 造 物 アレン記念館 本町3－１１　 平成28年11月29日

県指定文化財
種　別 名　　称 所　在　地　等 指定年月日

彫 刻 獅子頭 小久慈町 10-28　 丹内社 昭和５８年１２月２３日
無 形 民 俗 文 化 財 夏井大梵天神楽 夏井町鳥谷9-1-4　夏井大梵天神楽保存会 平成１１年５月７日

天 然 記 念 物
内間木洞及び洞内動物群 山形町小国16-100-6 昭和４１年３月８日
霜畑のケヤキ群 山形町霜畑16-8  霜畑八幡宮 昭和５５年３月４日

市指定文化財　有形文化財
種　別 名　　称 所　在　地　等 指定年月日

絵 　 　 画

諏訪神社の絵馬（竜宮図） 長内町35-98-3　 諏訪神社 昭和60年８月１日
諏訪神社の絵馬（志度之海女図） 長内町35-98-3　 諏訪神社 昭和60年８月１日
参りの仏 山形町川井9　（個人蔵） 昭和54年12月11日
諸国巡拝霊場尊像絵札 山形町小国10　（個人蔵） 昭和60年４月10日

彫 　 　 刻

川代毘沙門堂の初代熊野権現 小久慈町1-13-1　 毘沙門堂 昭和60年８月１日
諏訪権現（慶長 12 年銘） 長内町23　（個人蔵） 昭和60年８月１日
新山大権現 長内町23　（個人蔵） 昭和60年８月１日
木造毘沙門天立像　２体 門前1-111　長泉寺 平成５年４月28日

工  芸  品
鉄造三馬像懸仏 大川目町1-40　 五坊観音堂 昭和60年８月１日
銅鰐口 川崎町1-1　 久慈市教育委員会 平成５年４月28日

古  文  書
宇野人家録 山根町上戸鎖1　（個人蔵） 昭和48年10月８日
馬継所印　附人馬継立判鑑 山根町木売内7　（個人蔵） 昭和60年８月１日
下戸鎖の馬継所印 山根町下戸鎖4 （個人蔵） 平成30年３月20日

考 古 資 料

遮光器土偶 長内町44　（個人蔵） 昭和48年10月８日
壺 川崎町1-1　 久慈市教育委員会 昭和48年10月８日
石棒 山根町端神4　（個人蔵） 昭和48年10月８日
石刀 侍浜町本町7　（個人蔵） 昭和48年10月８日
浅鉢 小久慈町31　（個人蔵） 昭和60年８月１日
中長内遺跡出土琥珀製玉類未完成品一括 川崎町1-1　 久慈市教育委員会 平成９年９月１日
線刻阿弥陀三尊鏡像 川崎町1-1　 久慈市教育委員会 平成30年３月20日

建  造  物 諏訪神社本殿・拝殿　附棟札 13 枚 長内町 35-98-3　 諏訪神社 平成12年６月１日

市指定文化財　民俗文化財
種　別 名　　称 所　在　地　等 指定年月日

有 形 民 俗 文 化 財
山守の焼印 山根町細野4　（ 個人蔵 ） 昭和48年10月８日
蛭子神社の棟札４枚 長内町 17-60　 蛭子神社 平成５年４月28日
蛭子神社の助人足覚面附２枚 長内町 17-60　 蛭子神社 平成５年４月28日

無 形 民 俗 文 化 財
枝成沢虫まつり 枝成沢　 枝成沢町内会 平成９年５月１日
牛の角突き 山形町川井 8-30-1　いわて平庭高原闘牛会 平成28年５月２日
久慈の海女漁の技術 宇部町 5-41　いわて久慈「海女のふるさと会」 平成30年３月20日
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市指定文化財　史跡名勝天然記念物
種　別 名　　称 所　在　地　等 指定年月日

史 跡

寺里住居跡 寺里第29地割内 昭和48年10月８日

二子貝塚 長内町40-19 昭和48年10月８日

久慈城跡 大川目町 25-60 ほか 昭和48年10月８日

早坂平遺跡 山形町川井 4-3-1 及び 4-3-2 平成18年２月24日

石造青面金剛像 小久慈町51-2　 日吉神社 昭和60年８月１日

平沢一里塚　１基 長内町28-107-2 平成５年４月28日

合戦場の一里塚 山形町霜畑第１地割内 昭和54年12月11日

寒長根の一里塚 山形町繋1-72-36 昭和58年９月８日

麦生砲台場跡 侍浜町麦生第１地割内 平成５年４月28日

御申大権現庚申塔 大川目町25-129-1 平成５年４月28日

慈光寺の一字一石塔 大川目町22-62　慈光寺 平成５年４月28日

山口八幡宮の一字一石塔 大川目町13-2 　山口八幡宮 平成５年４月28日

鳥谷の宝篋印塔 夏井町鳥谷5　（個人宅） 平成５年４月28日

上野山の宝篋印塔 長内町第19地割内 平成５年４月28日

深田の宝篋印塔２基附相輪２基 山根町深田5　（個人宅） 平成５年４月28日

日野沢の宝篋印塔 山形町日野沢3-3-1 昭和60年４月10日

木売内の三界萬霊追分碑 山根町木売内8-125 平成５年４月28日

川代の二十三夜塔・庚申供養塔 夏井町夏井第22地割内 平成５年４月28日

庚申供養塔 山形町戸呂町6-35-3 昭和60年４月10日

天 然 記 念 物

チョウセンアカシジミ 宇部町 昭和62年10月27日

天神堂の槻の木 天神堂35-83　 天満天神社 昭和55年11月１日

下戸鎖の欅 山根町下戸鎖5-38　 熊野神社 昭和55年11月１日

枝成沢のイチイ 枝成沢14　（個人宅） 昭和55年11月１日

傘楓 大川目町22-62　 慈光寺 昭和55年11月１日

蒼前神社のアカマツ 小久慈町66-20-2　 蒼前神社 昭和60年８月１日

大滝小滝大明神のアカマツ 小久慈町1-4-1　 稲荷神社 昭和60年８月１日

侍浜八幡宮の大杉 侍浜町本町7-43　 侍浜八幡宮 昭和60年８月１日

端神の大桂 山根町端神第３地割内 平成５年４月28日

熊野神社のイチイ 山根町下戸鎖5-38　 熊野神社 平成５年４月28日

日吉神社のイチイ 小久慈町51-2　 日吉神社 平成５年４月28日

天神堂のイチョウ 天神堂35　（個人宅） 平成５年４月28日

和野のイチョウ 宇部町4　（個人宅） 平成５年４月28日

慈光寺の杉並木 大川目町22-62　 慈光寺 平成９年９月１日

琥珀大原石 川崎町17-1　 久慈市文化会館 平成12年６月１日

白笹地鶏 山形町小国4　（個人管理） 昭和52年８月９日

続石 山形町日野沢13-58-25 昭和58年３月７日
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６　各種団体等

○ 社会教育関係委員名簿

１　久慈市社会教育委員　  　　　　　　　　（任期　　令和２年５月１日～令和４年４月30日）

氏　　名 区　　　分　　　等 備　　考
大 内 　 明 学校教育関係者（夏井小学校）
小 橋 　 敏 学校教育関係者（長内中学校）
上 柿 　 剛 学校教育関係者（久慈高等学校）
松 本 和 憲 社会教育関係者
中　村　ゆかり 社会教育関係者
野 場 祐 子 社会教育関係者
畠　山　タイ子 社会教育関係者
村 田 東 助 社会教育関係者
山 口 和 子 社会教育関係者
小 渡 正 利 社会教育関係者
久 慈 陽 子 家庭教育関係者
大須賀　幸　子 家庭教育関係者
米 内 幸 子 家庭教育関係者
佐々木　ナミ子 家庭教育関係者
播 磨 孝 則 学識経験者
村 田 美 幸 学識経験者
大　沢　リツ子 学識経験者
高屋敷　英　則 学識経験者

２　久慈市市民センター運営協議会委員    　　　（任期　　令和元年5月1日～令和３年4月30日）

氏　　名 区　　　分　　　等 備　　考
五十嵐　善　彦 学校教育関係者（大川目小学校）
大久保　士　郎 学校教育関係者（侍浜中学校）
見年代　　　 瞳 地域づくり団体の構成員
島 田 香 澄 地域づくり団体の構成員
佐々木　智　美 社会教育関係者又は地域づくり団体の構成員
大 石 純 夫 社会教育関係者又は地域づくり団体の構成員
小　上　眞理子 社会教育関係者又は地域づくり団体の構成員
山 口 和 子 社会教育関係者又は地域づくり団体の構成員
梅　沢　政　隆 社会教育関係者又は地域づくり団体の構成員
大 﨑 惠 作 社会教育関係者又は地域づくり団体の構成員
石　崎  正太郎 社会教育関係者又は地域づくり団体の構成員
細　畑　ゆみ子 社会教育関係者又は地域づくり団体の構成員
内久保　宏　明 社会教育関係者又は地域づくり団体の構成員
吉 田 祥 子 学識経験者
小笠原  牧　子 学識経験者
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３　久慈市図書館協議会委員　  　　　　　　（任期　　令和２年５月１日～令和４年４月３０日）

氏　　名 所　属　団　体　等 備　　考
野 中 節 子 学校教育関係者（小久慈学校）
梅 澤 寿 子 学校教育関係者（大川目中学校）
松 田 素 子 学校教育関係者（久慈東高等学校）
米　澤　千佳子 社会教育関係者
桑 田 春 美 社会教育関係者
稲 田 泰 文 家庭教育関係者
二ツ神　麻衣子 家庭教育関係者
木地谷　順　子 家庭教育関係者
渡 邊 彰 彦 学識経験者
岩　井　テル子 学識経験者

４　久慈市文化財保護調査委員会委員　　  　（任期　　令和２年５月１日～令和４年４月３０日）

氏　　名 専　門　分　野 備　　考
佐々木　和　久 考古
畠　山　俊　郎 歴史・民俗
島　川　芳　樹 民俗
高　谷　剋　行 歴史
類　瀬　洋　子 天然記念物
嵯　峨　力　雄 民俗
佐々木　ナミ子 歴史
大久保　一　明 民俗
見年代　　　瞳 地質鉱物
桜 庭 　 明 歴史
滝　沢　利　夫 地質鉱物

久　慈　匡　弘 歴史

水　上　清　美 天然記念物・地質鉱物

５　市民文芸賞選考委員会委員　　　  　　　（任期　　令和２年５月26日～令和３年３月31日）

氏　　名 区　　分　　等 備　　考
柳 幸 ヨ ミ 文芸会

柳清水　広　作 文芸会

宇 部 容 子 教育機関

面 代 祐 子 文芸会

岩 淵 修 平 ジャーナリスト

及 川 純 一 ジャーナリスト
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６　久慈市スポーツ推進審議会委員　　  　　（任期　　令和２年５月１日～令和４年４月３０日）

氏　　名 所　属　団　体　等 備　　考
大粒来　勝　男 （一社）久慈市体育協会長
外　舘　保　人 久慈市柔道協会　副会長
大　澤　留美子 久慈市ママさんバレーボール連盟会長
田　中　正　俊 山形地区体育協会長
田　髙　剛　範 長内町体育協会長
佐々木　美　貴 小久慈サンダーススポーツ少年団指導者
久　保　繁　明 久慈市スポーツ推進委員協議会長
税　田　茂　代 久慈市レクリエーション協会長
関　上　　　康 久慈市中学校体育連盟会長
岡　田　政　志 県北教育事務所指導主事

７　久慈市スポーツ推進委員　　　　  　　　（任期　　平成30年４月１日～令和２年３月３１日）

氏　　名 特　　　　技 推薦団体 備考
藤　森　澄　恵 陸上競技 久慈上体育協会
類　家　　　勉 柔道、ニュースポーツ 久慈下体育協会
千　葉　貴　子 キッズサッカー、親子レク（幼児・児童レクリエーション） 久慈中央体育協会
松　本　政　憲 ソフトテニス 河北体育協会
中　澤　真　紀 新体操 久慈湊体育協会
税   田    茂    代 ソフトテニス、ニュースポーツ、レクリエーションスポーツ 長内町体育協会
長谷地　繁　夫 水泳、ソフトバレーボール、テニス、バドミントン 小久慈町体育協会
下　舘　孝　幸 ソフトテニス、ソフトボール 大川目町体育協会
小　林　邦　彦 バドミントン、テニス、野球 夏井町体育協会
中　野　健　児 ソフトテニス 宇部町体育協会
久　慈　重　男 バドミントン、ニュースポーツ 侍浜町体育協会
畠　山　　　博 柔道 山根町体育協会
田　中　正　俊 野球　陸上競技、相撲、ソフトバレーボール 山形地区体育協会
久　保　繁　明 柔道、フットサル、ニュースポーツ 久慈市教育委員会
中　村　　　智 バレーボール、ソフトバレーボール 久慈市教育委員会
根　井　雄　幹 サッカー、フットサル 久慈市教育委員会
大　畑　和　也 ソフトバレーボール、野球、サッカー、バドミントン 久慈市教育委員会
長　内　将　宏 陸上競技 久慈市教育委員会
川　向　智恵美 フットサル、サッカー 久慈市教育委員会
久　保　純　子 バドミントン 久慈市教育委員会
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○ 社会教育関係団体一覧

１　社会教育関係団体
団　体　名 代表者名 事務局等

久慈ユネスコ協会 大　槻　靜　子 生涯学習課内

久慈市地域公民館連絡協議会 松　本　和　憲 生涯学習課内

久慈市ＰＴＡ連合会 壽松木　　　亨 久慈中学校内

（一社）久慈青年会議所（ＪＣ） 障子上　文　義 やませ土風館市民協働センター内

２　教育振興団体（実践区）
団　体　名 代表者名 事務局等

久慈市教育振興連絡協議会 大　湊　清　信 生涯学習課内

久慈地区青少年健全育成会 松　本　和　憲 中野　章信

久慈湊地区青少年健全育成会 大　湊　清　信 中澤　真紀

長内地区教育振興協議会 上　山　昭　彦 大沢　リツ子

小久慈地区青少年健全育成会 村　田　武　志 小久慈市民センター内

大川目町まちづくり協議会 小　倉　利　之 大川目市民センター内

夏井町振興協議会 西　川　一　弘 播磨　豊和

宇部地区教育振興協議会 松　原　　　崇 宇部中学校内

三崎地区教育振興協議会 村　塚　かおり 三崎中学校内

侍浜町振興協議会健全育成部 小　向　洋　子 大坪　和樹

山根町青少年健全育成会 松野下　 冨　則 山根市民センター内

山形地区教育振興協議会 田　中　淳　茂 山形小学校内

霜畑地区教育振興協議会 佐々木　　    透 霜畑小学校内

来内地区教育振興連絡協議会 大　上　博　季 来内小学校内

３　女性団体
団　体　名 代表者名 事務局等

久慈市地域女性団体連合会 大　沢　リツ子 生涯学習課内

夏井町女性団体連絡会 山　崎　よしえ 会長宅内

長内活き活き振興協議会女性部 大　沢　リツ子 会長宅内

侍浜町婦人団体協議会 越　戸　千　江 会長宅内

小久慈まちづくり協議会女性部 佐々木　　　操 部長宅内

宇部町むつみ会 上　山　久　子 沢里　優子
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４　郷土芸能団体
団　体　名 代表者名 事務局等

久慈市郷土芸能保存団体協議会 播　磨　孝　則 文化課内
夏井大梵天神楽保存会 播　磨　孝　則 巽山稲荷神社内
生平駒踊り保存会 生　平　末　造 生平　強
小袖漁撈唄保存会 中　川　勝　行 小袖小学校
細野念仏剣舞保存会 中　平　弘　志 小上　好文
久慈太鼓研究会 東　　　繁　富 代表者宅内
大芦しゃくし舞保存会 石　宇　幸　勝 代表者宅内
山根神楽保存会 清水川　洋　一 代表者宅内
久慈備前太鼓 瀬　野　勝　男 橋本　孝一／槻木沢　久美子
関念仏剣舞保存会 竹田源一（会長代理） 田端　正治
霜畑民俗芸能保存会 八　幡　正　美 川原　且男
戸呂町神楽保存会 長　坂　友　太 上山　亨
山形町盆踊り保存会 栃　元　福太郎 田端　正治

５　文化団体
団　体　名 代表者名 事務局等

久慈市芸術文化協会 久　慈　満　曠 文化課内
久慈地方アートクラブコンテの会 水　上　清　美 大西　妙子
久慈書道協会 宇　部　閑　彩 岸里　京香
久慈写真協会 嵯　峨　勝　次 荒屋敷　周幸
久慈マンドリーノ 小　向　　　侑 神先　夏樹
公益社団法人大正琴協会久慈支部久慈大正琴の会 畠　山　タイ子 代表者宅内
久慈竹音会 高　山　賢　一 代表者宅内
貴扇会 若　柳　一　扇 山本　麻里子
久慈俳句会 松　坂　建　子 成田　不美
久慈川柳社 柳清水　広　作 中野　裕子
久慈市華道協会 岩　間　一　涼 大上　真紀子
久慈吟詠会 久　慈　満　曠 入口　富美子
久慈ビデオクラブ 金　野　光　男 村田　仁志
久慈ウインドアンサンブル 一　沢　美保子 野中　美奈子
アルモニー・デュ・プランタン 吉　田　英　人 片山　美也
久慈茶道会 髙　山　朋　子 佐藤　真佐枝
コーラスグループ琥珀エコー 髙屋敷　真喜子 代表者宅内
岩手県吹奏楽連盟久慈支部 小　橋　　　敏 久慈市立長内中学校内
久慈短歌会 中　居　久　子 代表者宅内
宮城社　さくら会 熊　谷　由　惠 外舘　敬子
花架拳サークル久慈 池　野　芳　子 田老　イト
久慈菊栄会 澤　山　浩　志 代表者宅内
真理子・モダンバレエ ･スタジオ 大　向　真理子 代表者宅内
絵手紙クラブ（どっと混む） 高　谷　淳　子 三 上　初 江
押し花  里の花クラブ 大　橋　泰　子 野中　眞紀子
子どもと創る演劇の会 村　田　　　庸 九戸教育会館内
フラ・レイ久慈 細谷地　芳　子 稲田　依子
やまがた芸文会 松　坂　義　雄 清水頭　クニ子
江戸芸かっぽれ久慈粋の会 晴　山　ヨウ子 代表者宅内
あーとびる麦生 熊　谷　行　子 大平　喜美子
コーラスけやき 八　屋　ひろ子 代表者宅内
写団アングル久慈 又　城　政　俊 代表者宅内
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６　各地区体育協会
名　　　称 設立年月日 代表者等・氏名 事務局所在地・電話番号

一般社団法人
久慈市体育協会

平成元年１月２３日

会　　長　　大粒来勝男
副 会 長　　南野　米蔵
副 会 長　　竹下　敏光
副 会 長　　千葉　和博
事務局長　　米澤　喜三

〒０２８－００２３
久慈市新中の橋４－１３－３
ＴＥＬ ６１－３３５３　
ＦＡＸ ５２－２２３２

久慈上体育協会 昭和５５年４月１日
会　　長　　小栁　正人
事務局長　　小倉　浩一

〒０２８－００６３
久慈市荒町３－２６－６
ＴＥＬ ５２－４１３１

久慈中央体育協会 昭和４６年４月１日
会　　長　　千葉　和博
事務局長　　久保　繁明

〒０２８－００２３
久慈市新中の橋３７－６３－７
ＴＥＬ ６１－３９３０

久慈下体育協会 昭和５６年４月１日
会　　長　　三河　邦彦
事務局長　　野中　昭伸

〒028-0024
久慈市栄町32-116　祥栄荘３号
TEL　090-5239-1084

河北体育協会 昭和４９年６月１０日
会　　長　　松本　和憲
事務局長　　泉田　光夫

〒０２８－００2１
久慈市門前1－93
ＴＥＬ 080－9014－6622

久慈湊体育協会 昭和４８年７月２６日
会　　長　　下川原光昭
理 事 長　　一田　昭彦
事務局長　　中澤　勝己

〒０２８－００1１
久慈市湊町１９－８－５
ＴＥＬ ５２－４１０７

長内体育協会 昭和３８年４月１日
会　　長　　田髙　剛範
事務局長　　田髙　剛範

〒０２８－００４１
久慈市長内町８－３１－４
ＴＥＬ ５３－４３８７

小久慈町体育協会 昭和４０年４月１日
会　　長　　佐々木栄幸
事務局長　　大井　正信

〒０２８－００７１
久慈市小久慈町４６－５３－７
ＴＥＬ ５３－４７１６

大川目町体育協会 昭和３５年４月１日
会　　長　　八木沢隆光
事務局長　　三上　浩文

〒０２８－００９１
久慈市大川目町８－１０－２
（大川目市民センター内）
ＴＥＬ ５５－３２５０

夏井町体育協会 昭和３２年１０月３１日
会　　長　　西川　一弘
理 事 長　　西川　一弘
事務局長　　小林　邦彦

〒０２８－０００１
久慈市夏井町閉伊口3－3－7
ＴＥＬ ５２－１３１５（小林宅）

宇部町体育協会 昭和３２年４月１０日
会　　長　　上山　克巳
事務局長　　滝沢　重幸

〒０２８－８１１１
久慈市宇部町５－１８
ＴＥＬ ５６－２４１６（中川原将洋）

侍浜町体育協会 昭和３６年４月１５日
会　　長　　菅原　義巳
事務局長　　田中　和忠

〒０２８－７８０１
久慈市侍浜町本町９－５３－９７
ＴＥＬ ０９０－５５９２－５１９５

山形地区体育協会 平成１８年４月１日
会　　長　　田中　正俊
事 務 局　　角　　悦晶

〒０２８－８６０２
久慈市山形町川井９－３
（久慈市山形Ｂ＆Ｇ海洋センター内）
ＴＥＬ ７２－２２６１

山根町体育協会 昭和３６年１０月７日
会　　長　　松野下冨則
事務局長　　橋上　　智

〒０２８－８５２１
久慈市山根町木売内９－６４
ＴＥＬ ５７－２４１８
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７　種目別競技協会
名　　　称 設立年月日 代表者等・氏名 事務局所在地・電話番号

久慈市野球協会 昭和２５年４月１０日
会　　長　　大粒来勝男
理 事 長　　下川原光昭
事務局長　　米澤　喜三

〒０２８－００４１
久慈市長内町１７－５２－３
ＴＥＬ ５２－００３１

久慈市陸上競技協会 昭和３０年４月１日
会　　長　　竹下　敏光
理 事 長　　藤原　和幸
事務局長　　大崎　健司

〒028-0033
久慈市畑田24-135-4
TEL　080-5568-9531

久慈市相撲協会 昭和３０年４月１日 会　　長　　田中　正俊
事務局長　　谷地　　彰

〒028-8603
久慈市山形町荷軽部1-59-6
TEL　72-2129

久慈市サッカー協会 昭和４４年４月１日
会　　長　　中塚　和孝
理 事 長　　佐々木勝弘
事務局長　　五日市清樹

〒０２８－００１５
久慈市源道１３－５８
ＴＥＬ ５３－１０３１（理事長宅）

久慈市剣道協会 昭和４５年２月７日
会　　長　　古屋敷重勝
理 事 長　　細工藤生子
事 務 局　　道地　卓実

〒028-0023
久慈市新中の橋4-13-3
久慈市民体育館気付
TEL　61-3353

久慈市弓道協会 昭和４５年４月１日 会　　長　　神田　政治
事務局長　　神田　政治

〒０２８－００４１
久慈市長内町１９－５－９
ＴＥＬ ０９０－１０６５－６１４８

久慈市バドミントン協会 昭和５０年１０月１０日
会　　長　　福田　　巌
理 事 長　　野中　昭伸
事務局長　　久慈　孝平

〒028-0033
久慈市畑田26-94-3　
フラワータウン15号
TEL　090-4839-0508

久慈市バレーボール協会 昭和３２年５月１９日
会　　長　　中村　　智
理 事 長　　四役　修司
事務局長　　－　　　　

〒０２８－００33（久慈高校）
久慈市畑田26－96
ＴＥＬ ５5－2211 （四役）

久慈市卓球協会 昭和３８年４月１日
会　　長　　久慈　清悦
理 事 長　　樋口　正憲
事務局長　　浜渡　光雄

〒０２８－８０３０
久慈市川崎町１－１
（市役所内）　南野翔吾
ＴＥＬ ５２－２１１１（内線２６８）

久慈市柔道協会 昭和３６年６月１日
会　　長　　中平　浩志
理 事 長　　久松　尚也
事務局長　　向井　知成

〒028-0041
久慈市長内町12-36-2
TEL　53-5528

久慈市バスケットボール
協会 昭和４１年４月１日

会　　長　　田畑　敏文
理 事 長　　前野　慎一
事務局長　　前野　慎一

〒028-0041
久慈市長内町23-67-1
TEL　52-2760

久慈市ソフトテニス協会 昭和２５年４月１日
会　　長　　髙栁　利久
理 事 長　　佐々木健晴
事務局長　　大橋　　有

〒028-0023
久慈市栄町32-110-1
ファイングランツB204
TEL　090-5839-4837

久慈市クレー射撃協会 平成１５年４月１日 会　　長　　本波　秀和
事務局長　　谷地　和則

〒０２８－００３１
久慈市天神堂３４－４３
ＴＥＬ ５２－３１４６

久慈市ソフトボール協会 昭和３９年５月１日
会　　長　　熊谷　一雄
理 事 長　　南出　英昭
事務局長　　坂下　一夫

〒０２８－００９１
久慈市大川目町１３－８７－１１
ＴＥＬ ５５－３０７０

久慈市ゲートボール協会 昭和６０年９月１７日 会　　長　　南野　米蔵
事務局長　　蒲野　敏弘

〒０２８－８６０２
久慈市山形町川井９－２１－３
岩手日報山形販売センター内
ＴＥＬ ０９０－４８８０－４３５３（蒲野）

久慈市ママさん
バレーボール連盟 昭和４１年４月１日

会　　長　　大澤留美子
理 事 長　　岸里ナミ子
事務局長　　夕向　弘絵

〒028-8111
久慈市宇部町5-51-2
TEL　080-1827-4657
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名　　　称 設立年月日 代表者等・氏名 事務局所在地・電話番号

久慈市テニス協会 昭和６１年５月１５日 会　　長　　新山　明彦
事務局長　　新山　政行

〒028-8201　　
九戸郡野田村大字野田20-11
TEL　78-2613

久慈市スキー協会 昭和６２年１０月１０日
会　　長　　向川　智之
理 事 長　　夕向　　司
事務局長　　夕向　　司

〒０２８－８０３０
久慈市川崎町１－１
（市役所内）
ＴＥＬ ５２－２１１１（内線277）

久慈市水泳協会 平成６年４月１日
会　　長　　欠畑　美継
理 事 長　　大澤　博子
事務局長　　田村　大樹

〒028-0001
久慈市夏井町早坂3-48-2
TEL　090-9080-7872

久慈市ゴルフ協会 平成７年９月１日 会　　長　　森奥　信孝
事務局長　　大橋場一巳

〒028-0056
久慈市中町2-5-6風の館2F
（一社）久慈青年会議所内
TEL　53-4671

久慈市空手協会 平成１７年４月１日 会　　長　　大家千香子
事務局長　　大家　浩二

〒０２８－００７１
久慈市小久慈町2－5－２6
ＴＥＬ 080－1817－4763

久慈市パークゴルフ協会 平成１８年４月１日 会　　長　　角　　一志
事務局長　　清水頭政志

〒０２８－８６０２
久慈市山形町川井９－１８－１
ＴＥＬ ７２－２５５５（会長宅）

久慈市綱引協会 平成１８年４月１日 会　　長　　嵯峨　利雄
事務局長　　韮沢　政勝

〒０２８－８６０２
久慈市山形町川井１３－６２－２
ＴＥＬ ７２－２４５４

久慈市マレットゴルフ協
会 平成２６年６月１１日 会　　長　　生平　欣一

事 務 局　　桑田　辰治

〒０２８－７８０１
久慈市侍浜町堀切１０－１－９６
ＴＥＬ ５８－２０５７

８　体育関係団体
名　　　称 設立年月日 代表者等・氏名 事務局所在地・電話番号

久慈市スポーツ少年団 平成元年１月２３日
本 部 長　　西川　一弘
副本部長　　佐々木辰蔵
事 務 局　　舛森　英貴

〒028-0023
久慈市新中の橋4-13-3
TEL 61-3353　
FAX 52-2232

久慈市スポーツ少年団
野球専門部 平成元年１月２３日

部　　長　　大向　毅彦
副 部 長　　下舘　信夫
副 部 長　　中屋敷博行

〒028-0023
久慈市新中の橋4-13-3
TEL 61-3353

久慈市スポーツ少年団
指導者協議会 平成元年１月２３日

運営委員長　　佐々木辰蔵
副委員長　　宇部　金市
副委員長　　佐々木健晴

〒028-0023
久慈市新中の橋4-13-3
TEL 61-3353

久慈市スポーツ少年団
体力テスト委員会 平成８年８月３０日

委 員 長　　岡﨑　清弘
副委員長　　西川　一弘
副委員長　　丹内　光一

〒028-0023
久慈市新中の橋4-13-3
TEL 61-3353

久慈市スポーツ推進委員
協議会 昭和５４年１０月１日

会　　長　　久保　繁明
副 会 長　　長谷地繁夫
副 会 長　　小林　邦彦
副 会 長　　久慈　重男
事 務 局　　根井　雄幹
事 務 局　　川向智恵美

〒028-0023
久慈市新中の橋37-63-7
TEL 52-0124

久慈市スポーツ指導者協
議会 昭和５７年４月１日

会　　長　　類家　　勉
副 会 長　　中村　　智
副 会 長　　竹下　敏光

〒028-0023
久慈市新中の橋4-13-3
TEL 61-3353　
FAX 52-2232
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名　　　称 設立年月日 代表者等・氏名 事務局所在地・電話番号

久慈市中学校体育連盟 昭和５７年４月１日 会　　長　　関上　　康
事務局長　　高橋　　敦

〒０２８－００９１
久慈市大川目町１３－１０５
（大川目中学校内）
ＴＥＬ ５５－３０５４　
ＦＡＸ ５５－２２８４

久慈市小学校体育連盟 平成１８年４月１日

会　　長　　西舘　修治
副 会 長　　高橋　昌士
副 会 長　　角谷　隆章
事務局長　　菅野　　信

〒０２８－００４１
久慈市長内町２５－４１
（長内小学校内）
ＴＥＬ ５２－３８０１　
ＦＡＸ ５２－３８４８

久慈地区中学校体育連盟 平成１２年４月１日

会　　長　　菊地　　理
副 会 長　　佐々木律夫
副 会 長　　関上　　康
理 事 長　　松岡　良治
事務局長　　新毛　直登

〒０２８－００２４
久慈市栄町３２－８８－５
（久慈中学校内）
ＴＥＬ ５３－４３３１　
ＦＡＸ ６１－１２０６

岩手県高等学校体育連盟
久慈支部 ― 支 部 長　　髙橋　克壽

〒０２８－0021
久慈市門前36－10
（久慈東高等学校内）
ＴＥＬ 53－4489　
ＦＡＸ 53－2540

９　スポーツクラブ

クラブ名 代 表 者 事務局・氏　名
住　所・電　話 会員数 種　目 主な活動場所 結　成

年月日

久慈レディースク
ラブ 久慈　陽子

山内　七恵
西の沢６－１－９
ＴＥＬ ５３－２００６

14 ソフトテニス 市民体育館 Ｓ５４． ４． １

早朝ソフトテニス
クラブ 大沢　貞義

髙栁　利久
田屋町１－３４－３
ＴＥＬ ５３－３６９０

24 ソフトテニス 市民庭球場
市民体育館 Ｓ５１． ８． １

ひまわりバドミン
トンクラブ 柴田恵美子

佐々木　キミ子
門前３６－１５
ＴＥＬ ５２－７９０２

11 バドミントン 第二体育館 Ｓ５９． ７．１０

アドベンチャー
スポーツクラブ 志岐　眞隆

下山　宏治
新井田４－２６－１
ＴＥＬ ０９０－４６３６－７８５４

23 卓球 長内市民センター Ｓ６０．１１． ７

マリンローズ 本郷　幸子

近藤　美鈴
荒町2-16
マルミヤビル　３F
TEL 52-3230

15 バレーボール 長内市民センター Ｈ ３． ３． ３

硬式野球部
久慈クラブ 生平　　学

生平　　学
中の橋１－４７
ＴＥＬ ５３－６０７３

30 硬式野球 市営野球場 Ｈ ３． ３．３０

オレンジクラブ 大澤　早苗
大澤　早苗
中の橋１－５３
ＴＥＬ ５３－３４１５

14 ソフトテニス 市民体育館 Ｈ ７．１０．１８

カトレア 古山　　敬
菅野　恵理子
小久慈町２２－２９－１３
ＴＥＬ ５３－１６１４

19 ソフトバレー
ボール

小久慈市民
センター Ｈ１１． ４．２０

久慈フィーバ
スポーツクラブ 河野　貫治

河野　貫治
湊町１７－６５－１
ＴＥＬ ５３－２２４４

107 サッカー
バレーボール 市民体育館他 Ｈ１４． ３．３１

久慈市レクリエー
ション協会 税田　茂代

外舘　智賀子
小久慈町20-80-52
TEL 53-0240

23 ユニカール等 市民体育館 H15.10.24
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クラブ名 代 表 者 事務局・氏　名
住　所・電　話 会員数 種　目 主な活動場所 結　成

年月日

久慈市バウンド
テニス協会 税田　茂代

生平　幸子
夏井町夏井4-11-1
TEL 090-8059-9490

12 バウンドテニ
ス 市民体育館 H17. 4. 9

宇部マレットゴル
フ協会 澤里　富雄

宇部　　　繁
宇部町16-10-2
TEL 56-2248

57 マレットゴルフ
パークゴルフ

宇部マレットゴ
ルフ場 H16. 4. 1

かんちクラブ 蒲野　康将
蒲野　康将
山形町川井9-21-3
TEL 090-3369-3053

20 市民体育大会
等の種目

B&G海洋セン
ター
山形中グランド

H12. 6. 1

久慈広域ソフトバ
レーボール連盟 中村　　智

福士　　徹
野田村野田19-105
TEL 78-2452

70 ソフトバレー
ボール 市民体育館 H18. 4.28

ＦＣ SOCIO 中川原　誠
碁石　憲治
新井田3-10-6
TEL 090-9539-5162

15 フットサル 市民体育館 H15. 1.11

アカデミア・ラッ
ソーナ 鹿糠　春美

鹿糠　春美
小久慈町53-20-5
TEL 090-1069-2351

13 ブラジリアン柔術
総合格闘技

常設道場
（自宅） H16.11. 1

久慈市クラッシュ
協会 小笠原直哉

小笠原　直哉
川貫5-20-101
TEL 090-4632-2979

13
クラッシュ
サンボ
ブラジリアン柔術

パラエストラ
八戸常設道場 H20. 4. 1

日本健康太極拳
久慈友好会 中野　久志

中野　久志
川崎町8-34
TEL 52-1283

12 楊名時健康太
極拳 市民体育館他 H20. 2.20

健康太極拳ビワの
会 飯塚　晶子

飯塚　晶子
門前2-7-15
TEL 52-3245

21 健康太極拳 中央市民センター
市民体育館 H19.12.20

生命の貯蓄体操
普及会 佐々木眞理子

米内　節子
大川目町22-22-1
TEL 55-3539

60 健康体操 市民体育館
中央市民センター H13. 7.26

山形地区バドミン
トン協会 田端　幸司

角　　　悦晶
山形町川井13-70-2
TEL 090-7074-3207

29 バドミントン B&G 海洋セン
ター H22.12.22

staff 岡﨑　清弘
岡﨑　純子
小久慈町45-1-7
TEL 59-3939

9 ソフトテニス テニスコート
小学校体育館 H24. 4. 1

久慈 K.O.S 向畑　福雄
大上　博美
山形町来内23-63-178
TEL 72-2076

29 ゲートボール 岩手県内 H25. 4. 1

FC サルバ 高松　岳弘
関合　雅敬
畑田26-49-3
TEL 090-5238-8256

10 フットサル 市民体育館 H18. 4. 1

バブ 稲葉　隆行
稲葉　隆行
小久慈町18-51-5
TEL 090-7667-8082

25 バドミントン 市民体育館 H28. 1.10

きらきら会 入口富美子
大久保　三枝子
小久慈町21-28-2
TEL 59-3732

18 ニュースポー
ツ等 市民体育館 H28. 4. 1

岩手県スポーツウ
エルネス吹矢協会
くじ・こはく支部

田高良昭雄
田高良　昭雄
長内町12-22-46
TEL 090-1930-6238

11 スポーツ吹矢
第二体育館
中央市民セン
ター

H29. 5.15

久慈地域卓球バ
レー協会 新里　周一

竹髙　雄治
天神堂32-8（ひばり療護園内）
TEL 090-6260-6283

24 卓球バレー 市民体育館 H29. 3.27
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クラブ名 代 表 者 事務局・氏　名
住　所・電　話 会員数 種　目 主な活動場所 結　成

年月日

久慈広域消防野球
部 久慈　克範

大澤　恒貴
長内町29-21-1
TEL 53-0119

25 軟式野球 市営野球場 H20. 4. 1

パラダイスクラブ 工藤　健二
工藤　健二
旭町7-2-1
TEL 080-8899-2745

46 フットサル
サッカー 市民体育館他 H30. 3.28

久慈バスケット
ボール同好会 長代　　翼

長代　　翼
大川目町28-146
TEL 080-5568-1783

30 バスケット
ボール

市民体育館
第二体育館 R01.11．28
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○ スポーツ少年団登録一覧

№ 団の名称
団
員
数
（男／女）

再掲 指
導
者
数
（男／女）有資格者内訳

（男／女） 活動種目 代表指導者
幼 小 中 高

1 北竜ジャイアンツ 13( 11 / 2 ） 6 7 8( 7 / 1 ）（ 7 / 1 ）軟式野球 宇部　大輔

2 大川目わかば 12( 12 / ） 12 10( 10 / ）（10 / ）軟式野球 蒲野　隆

3 三船十段記念館柔道 62( 42 / 20 ）2 39 21 12( 11 / 1 ）（ 7 / 1 ）柔道野外活動 久松　尚也

4 長内中野球クラブ 22( 22 / ） 22 2( 2 / ）（ 2 / ）軟式野球 中屋敷博行

5 三崎クラブ 14( 14 / ） 14 3( 2 / 1 ）（ 2 / 1 ）軟式野球 坂本　忠弘

6 侍　　浜 32( 31 / 1 ） 17 15 5( 5 / ）（ 5 / ）軟式野球 , 綱引 , 野外活動 石崎正太郎

7 久慈ミニバスケットボール 24( 11 / 13 ） 24 9( 7 / 2 ）（ 2 / 1 ）ミニバスケットボール 畑田　秀彦

8 長内中学校男子バスケット 25( 25 / ） 25 2( / 2 ）（ / 2 ）バスケットボール 玉沢　美枝

9 寺　　里 15( 15 / ） 15 8( 8 / ）（ 8 / ）軟式野球 , 綱引 , 野外 ,ソフトバレーほか 佐々木辰蔵

10 侍浜柔道教室 5( 3 / 2 ） 1 4 7( 7 / ）（ 7 / ）柔道 小向　清樹

11 久慈湊オリオンズ 16( 13 / 3 ） 16 7( 7 / ）（ 7 / ）軟式野球 中塚　忠夫

12 久慈ファイヤーズ 17( 16 / 1 ） 17 16( 16 / ）（16 / ）軟式野球 , 野外活動バスケほか 宇部　金市

13 久慈中野球クラブ 36( 36 / ） 36 13( 13 / ）（13 / ）軟式野球 遠藤　圭介

14 侍浜クラブ 7( / 7 ） 7 2( 1 / 1 ）（ 1 / 1 ）バレー , ソフトテニス ,陸上 小向　健

15 久慈フットボールクラブ 62( 58 / 4 ） 4 28 30 3( 1 / 2 ）（ 1 / 2 ）サッカー 河野　貫治

16 新 長 内 13( 13 / ） 13 5( 5 / ）（ 5 / ）軟式野球 坂下　明男

17 久慈中ソフトテニス 21( 13 / 8 ） 21 2( 2 /  ）（ 2 / ）ソフトテニス 大橋　有

18 長    中 32( 9 / 23 ） 4 28 14( 11 / 3 ）（ 7 / 2 ）ソフトテニス野外活動 岡﨑　清弘

19 長内中バレーボール 24( / 24 ） 24 4( 3 / 1 ）（ 3 / 1 ）バレーボール 菅野　幹雄

20 長内サッカー 20( 17 / 3 ） 20 2( 2 / ）（ 2 / ）サッカー 五日市清樹

21 久慈バレーボール 32( 15 / 17 ） 32 4( 3 / 1 ）（ 2 / ）バレーボール 四役　正志

22 久慈ソフトテニス 16( 4 / 12 ） 16 3( 2 / 1 ）（ 2 / 1 ）ソフトテニス野外活動 山内　七恵

23 小久慈プレイヤーズ 25( 24 / 1 ） 2 23 5( 5 / ）（ 5 / ）軟式野球野外活動 若狭　淳

24 久喜黒潮 12( 9 / 3 ） 12 4( 4 / ）（ 2 / ）軟式野球 , 競泳 , 野外 広崎　史記

25 長内中学校女子バスケットボール 12( / 12 ） 12 2( 2 /  ）（ 2 / ）バスケットボール 仁昌寺雄基

26 久慈剣道 30( 18 / 12 ） 23 7 5( 3 / 2 ）（ 3 / 2 ）剣道 槻木澤和也

27 久慈中バスケットボール 25( 18 / 7 ） 25 7( 4 / 3 ）（ 4 / 3 ）バスケットボール 窪田　司

28 コロ ･コンパ―ニャ 16( 1 / 15 ） 16 2( 2 /  ）（ 2 / ）吹奏楽ボランティア 濱田　弥

29 夏井中クラブ 11(11 / ） 11 3( 3 / ）（ 2 / ）軟式野球 中下　幸雄

令和２年６月３日現在
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№ 団の名称
団
員
数
（男／女）

再掲 指
導
者
数
（男／女）有資格者内訳

（男／女） 活動種目 代表指導者
幼 小 中 高

30 久慈中学校ソフトボール 17( / 17 ） 17 2(  / 2 ）（ / 2 ）ソフトボール 外舘　未来

31 久慈バレーボールクラブ 3( / 3 ） 3 3( / 3 ）（ / 3 ）バレーボール 春山　情子

32 久慈ひまわりバレーボール 11( / 11 ） 10 1 3( 1 / 2 ）（ 1 / 2 ）バレーボール 毛糠　弘道

33 長内中学校卓球 25( 20 / 5 ） 25 6( 4 / 2 ）（ 3 / 2 ）卓球 中山　千春

34 大川目ブラッサムズ 8( / 8 ） 8 2( 1 / 1 ）（ 1 / 1 ）ミニバスケットボール 松岡　良治

35 小久慈サンダース 9( 9 / ） 9 2( 1 / 1 ）（ 1 / 1 ）ミニバスケットボール 中公　一雄

36 長内柔道 15( 11 / 4 ） 15 7( 6 / 1 ）（ 3 / ）柔道 松坂　匡

37 山形剣童会 5( 1 / 4 ）1 4 2( 2 / ）（ 2 / ）剣道 , 柔道，綱引陸上，野外活動 三浦　修悦

38 山形ジュニアベースボールクラブ 13( 11 / 2 ） 13 7( 7 / ）（ 7 / ）軟式野球 成谷　義克

39 侍浜バドミントン 14( / 14 ） 7 7 2( 1 / 1 ）（ 1 / 1 ）バドミントン 久慈　孝平

40 大川目中バスケットボール 9( / 9 ） 9 3( 2 / 1 ）（ 2 / 1 ）バスケットボール 小田美加子

41 長内中サッカー 26( 26 / ） 26 5( 5 / ）（ 2 / ）サッカー 佐藤　勝之

42 久慈市空手道 11( 3 / 8 ） 4 6 1 2( 1 / 1 ）（ 1 / 1 ）空手道 田中千香子

43 山形オールＪｒ 48( 25 / 23 ） 48 6( 3 / 3 ）（ 3 / 3 ）野球 , バレー , バドミントン , 卓球 蒲野　康将

44 常勝柔心塾 16( 14 / 2 ） 16 3( 3 / ）（ 3 / ）柔道 三浦　昭司

45 久慈中学校陸上 20( 9 / 11 ） 20 2( 1 / 1 ）（ 1 / 1 ）陸上競技 大崎　健司

46 夏井空手道 10( 7 / 3 ） 8 2 2( 2 / ）（ 2 / ）空手道 三上　貴敬

47 長内サンダース 13( / 13 ） 13 3( 3 / ）（ 3 / ）ミニバスケットボール 米内　松司

48 久慈来内Ｊｒ 14( 8 / 6 ） 2 6 6 3( 3 / ）（ 2 / ）ゲートボール 大上　博美

49 久慈中サッカー部 30( 30 / ） 30 2( 2 / ）（ 2 / ）サッカー 小山　大輔

50 久慈ジュニアバレーボール 11( 11 / ） 11 2( 2 / ）（ 2 / ）バレーボール 外谷　隆司

51 夏井ソフトテニス 4( / 4 ） 4 2( 2 / ）（ 2 / ）ソフトテニス 間　邦夫

52 久慈っこソフトテニスクラブ 14( 9 / 5 ） 14 2( 1 / 1 ）（ 1 / 1 ）ソフトテニス 松本　政憲

団　数 男女別団員数 小中高別
団員数

男女別
指導者数

男女別有
資格者数

※再掲の「高」は 15歳以上

全 52団 
男子  655

幼  9
男子  201 男  175

小  392

女子  342
中  589

女子  41 女  37
高  7

計 997 997 242 212
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○ 社会教育等施設一覧

１　社会教育施設
名称（電話） 所在地 設置年月 構造面積 施設の概要

久慈市立図書館
（０１９４－５３－４６０５）

〒028-0061
久慈市中央三丁目
58番地

令和 2.7

鉄骨造３階建て
延床面積 1574.28㎡
　1階  53.08㎡
　2階 760.60㎡
　3階 760.60㎡

一般書コーナー、青少年・
児童書コーナー、閲覧・ブ
ラウジングコーナー、多目
的スペース、事務・管理ス
ペース

久慈市中央市民
センター
（０１９４－５３－４６０６）

〒０２８－００２３
久慈市新中の橋
５－２８－４ 昭和 ５７．４

鉄筋コンクリート造３階建
延面積 ２，７１０．３２㎡
　２階 １，１６０．０１㎡
　３階  ３２２．７７  ㎡

大集会室、研修室、小会議室、
和室、 会議室、 調理実習室、
談話ホール、 姉妹都市コー
ナー、 展示室、 事務室

久慈市中央市民
センター
久慈湊分館
（０１９４－５２－０８７５）

〒０２８－００１１
久慈市湊町１９－８－１ 平成 ２．１ 木造平屋建 ３７３．３６㎡ 会議室、 講座室、 図書室、

調理実習室、 事務室

久慈市中央市民
センター
枝成沢分館

〒０２８－００34
久慈市枝成沢
１８－１－２

平成 ２２．４ 鉄骨平屋建 ５７０㎡ 講堂

久慈市長内市民
センター
（０１９４－５２－７４００）

〒０２８－００４１
久慈市長内町
２１－６３－２

平成 ８．４ 鉄筋コンクリート造２階建
　延面積 ９１０．５０㎡

体育室兼多目的ホール、図
書・談話室、託児・託老
室、研修室、相談室、展
示・情報室、料理実習室

久慈市小久慈市
民センター
（０１９４－５９－３０５１）

〒０２８－００７１
久慈市小久慈町
２１－４７－１４

昭和 ３６．８
新 平成 ５．１１

鉄筋コンクリート造２階建
　延面積 １，１１３㎡

体育館、会議室、研修室、
情報コーナー、教養文化
室、実習室、休憩コー
ナー、更衣室、シャワー室

久慈市大川目市
民センター
（０１９４－５５－３２５０）

〒０２８－００９１
久慈市大川目町
８－１０－２

昭和 ４１．１０
新 昭和 ５９．６

鉄筋コンクリート平屋建
　延面積 ９１９．８０㎡

和室、健康管理室、図書
室、調理室、トレーニング
室、集会室

久慈市夏井市民
センター
（０１９４－５３－２５８１）

〒０２８－０００１
久慈市夏井町早坂
８－１－１

昭和 ５６．７
鉄筋コンクリート平屋建一部
２階建
　延面積 ９２０．１６㎡

会議室、多目的ホール、研
修室、保健相談室、講座
室、図書室、調理実習室、
事務室

久慈市宇部市民
センター
（０１９４－５６－２７０６）

〒０２８－８１１１
久慈市宇部町５－４１

昭和 ５０．６
新 昭和 ５３．３

鉄筋コンクリート造２階建
　延面積 ６４８．８８㎡

会議室、談話室、図書室、
調理室、展示コーナー、講
堂

久慈市侍浜市民
センター
（０１９４－５８－２１１０）

〒０２８－７８０１
久慈市侍浜町向町
８－３－２

昭和 ４２．１０
新 昭和 ５５．１
増 平成 ７．１２

鉄骨平屋建 ４１１．０４㎡
木造平屋建 ６６９．１５㎡

研修室、講座室、調理実習
室、体育館

久慈市山根市民
センター
（０１９４－５７－２０５５）

〒０２８－８５２１
久慈市山根町
下戸鎖４－38-1

昭和 56.4
平成 30.4

鉄筋コンクリート造
　1834.26㎡（公民館）

研修室、調理実習室、体育
室
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２　文化施設
名称（電話） 所在地 設置年月 構造面積 施設の概要

久慈市文化会館
（アンバーホール）
（０１９４－５２－２７００）

〒０２８－００５１
久慈市川崎町１７－１ 平成 １１．２．３

地下：鉄筋コンクリート造
地上：鉄骨鉄筋コンクリート
　造・鉄骨造
　建築面積 ５，５２９．６０㎡
　延面積　１０，０４０．７０㎡

大�ホール：客席数１，１７８席
（１階８９０席、２階２８８
席）、楽屋４他

小�ホール：客席数３５１席、楽
屋４

展示室、練習室、視聴覚
室、会議室３、ミーティン
グルーム、ラウンジ、展望
台

久慈市山村文化
交流センター
（おらほーる）
（０１９４－７２－３７１１）
久慈市山形市民
センター
久慈市立山形図
書館

〒０２８－5602
久慈市山形町川井
１３－３８

平成 １０．７

鉄筋コンクリート造３階建、
一部鉄骨造・木造
　建築面積 ３，396．１㎡
　延面積　 ４，286．１5㎡

ホ�ール：客席数394席、楽
屋2、練習室

セ�ンター：講座室、和室講
座室、創作工房、史料展
示室

図�書館：閲覧室、児童コー
ナー、情報コーナー等

３　スポーツ施設
施設名 所在地 設置年月日 規模 施 設 内 容

久慈市民体育館
（０１９４－６１－３３５３） 新中の橋４－１３－３ 平成１６． ８．１７ ７，４４２㎡

メインアリーナ２，０４２㎡：　
　バレーボール３、バスケットボール２　ほか
サブアリーナ７４９㎡：
　バレーボール１、バスケットボール１　ほか
トレーニング室２５１㎡：
　トレーニングマシン等　１７種類　ほか

久慈市第二体育館
（０１９４－５２－２８６９） 川崎町１７－２ 昭和５８．１２．１７ ８７０㎡ バレーボール２面

バスケットボール１面

久慈市民柔剣道場
（０１９４－５２－２８６９） 川崎町１７－３ 昭和５９． １． ９ ７６９．９７㎡ 柔道場１９５．７５㎡（１２８畳）

剣道場１９５．７５㎡（１２８畳）

久慈市民弓道場
（０１９４－５２－２８６９） 川崎町１７－６ 昭和５２． ７．２５ ４１２㎡ 近的４射

久慈市民庭球場
（０１９４－５２－２８６９） 川崎町１７－４ 昭和４８． ９．２０ １，７５１㎡ テニスコート２面

久慈総合運動場
（０１９４－５２－２７０１） 長内町２８－１０５－１ 昭和６３． ９． ２

陸上競技場
２５，９６０㎡

テニスコート
４，０３０㎡

陸上競技場：400mトラック　
テニスコート：２面

久慈市民相撲場
（０１９４－５２－２７０１） 長内町２８－１０５－１ 平成 １．１２．２０ ２５６㎡ 屋根付

久慈市侍浜マ
レットゴルフ場
（０１９４－５８－３００５）

侍浜町堀切
１０－５６－１７ 平成 ９． ７． １ １０，０８４㎡ １８ホール、距離８５６ｍ、パー７２

久慈市宇部マ
レットゴルフ場 宇部町７－１５８－１ 平成２８． ４． １ ２３，６５９．５７㎡ ３６ホール、距離１，４５３ｍ、パー１４４

久慈市民総合
プール（休場中） 田屋町１－２４－１ 昭和４６． ８． ５ １０，７０４㎡

５０ｍ（競泳８コース　９５０㎡）
２５ｍ（７コース　４００㎡）
子供用（４３６㎡）

久慈市
侍浜地区プール 侍浜町向町８－３－２ 平成 ９． ８． １ ８６２．５９㎡

25m（５コース　275㎡）
低学年用（62.5㎡）
幼児用（62.5㎡）
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施設名 所在地 設置年月日 規模 施 設 内 容

久慈市
小久慈地区プー
ル

小久慈町３７－２１－２ 昭和５６． ８． ３ １，６８６㎡
２５ｍ（５コース　２７５㎡）
低学年用（８５㎡）
幼児用（４０㎡）

久慈市
大川目地区プー
ル

大川目町１３－１０６－４ 昭和５３． ８． ２ ２，２９２㎡
２５ｍ（５コース　２７５㎡）
低学年用（８５㎡）
幼児用（４０㎡）

久慈市
宇部地区プール 宇部町５－４１ 昭和５０． ３．２５ ７，３５５㎡

２５ｍ（５コース　２７５㎡）
低学年用（８５㎡）
幼児用（４０㎡）

久慈市
夏井地区プール 夏井町早坂８－１－１ 昭和５７． ３．２０ １，４４０㎡ ２５ｍ（６コース　３２５㎡）

幼児用（４０㎡）

久慈市屋内ゲー
トボール場
（０１９４－７２－２２６１）

山形町川井１３－７０－３ 平成 ９．１２．１９ ９９７．２㎡ ゲートボールコート２面

久慈市山形Ｂ＆
Ｇ海洋センター
（０１９４－７２－２２６１）

山形町川井１３－７０－２ 昭和５９． ８．３１ ２，６０２．１㎡

アリーナ７２６．１５㎡：
　バレーボール２面、バスケットボール１面
トレーニングルーム４５６．３㎡
プール：25m（6コース　325㎡）
　　　　幼児用（60㎡）

久慈市営野球場
（０１９４－５３－３８８０） 長内町３３－１５－１ 平成 ９． ６． １ ２５，８１０㎡ グランド１４，０１１㎡、両翼９４．０ｍ、

センター１２２．０ｍ

旧久慈市立長内
中学校屋外運動
場

小久慈町３７－３２－１ 平成２０． １．１６ １０，９５６㎡ 運動場１０，０１６㎡
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○ 公民館類似施設
番号 公民館名 館長氏名 番号 公民館名 館長氏名
1 枝成沢公民館 野 場 勝 弘 51 平山公民館 播 磨 豊 和
2 畑田・沢里公民館 田 家 吉 夫 52 高砂公民館 小 田 　 一
3 寺里公民館 佐々木　辰　蔵 53 夏井駅前大湊公民館 大 湊 清 信
4 天神堂公民館 松 本 和 憲 54 へいのくち公民館 川 端 勝 巳
5 栄町公民館 和 山 彰 志 55 はなだて公民館 工 藤 義 行
6 門前子供会館 三 河 勝 弘 56 半崎集会所 高 橋 繁 男
7 新中の橋子供会館 久 保 繁 明 57 桑畑公民館 西 村 秀 雄
8 田屋子供会館 小 上 一 治 58 外屋敷公民館 畑 中 寿 文
9 新井田子供会館 弥 藤 栄 悦 59 向町公民館 河 村 泰 雄
10 源道コミュニティセンター 中　塚　和　孝 60 侍浜婦人会館 川　口　キクヱ
11 久慈湊中下公民館 七十刈　清　明 61 本町公民館 桑 田 鉄 男
12 旭町公民館 大 平 壽 一 62 保っ土木館 菅 原 淳 一
13 川貫公民館 外 舘 則 男 63 北野公民館 柄 沢 拓 登
14 巽町公民館 田 髙 善 男 64 横沼公民館 大 坪 　 清
15 萩が丘公民館 鍛治畑　百々典 65 白前公民館 向 井 　 智
16 西の沢公民館 澤 里 　 久 66 本波公民館 本 波 　 進
17 学校前集会所 佐々木　明津志 67 麦生地区農村センター 森 岩 與 作
18 新築町子供会館 水 上 真 孝 68 角柄公民館 太内田　和　憲
19 田高公民館 八 屋 弘 志 69 堀切ふれあいセンター 谷 崎 重 秋
20 上長内公民館 大　沢　リツ子 70 滝の沢青少年会館 滝 沢 重 幸
21 東広美町公民館 大 石 純 夫 71 田子澤公民館 沢 里 貫 一
22 下長内公民館 熊 谷 正 利 72 和野公民館 澤 里 敏 正
23 玉の脇公民館 濱 欠 明 宏 73 中田親交館 鹿糠沢　光　夫
24 二子公民館 新井谷　幸　夫 74 山屋敷子供会館 外 舘 健 三
25 元木沢公民館 田　中　賢一郎 75 川原屋敷公民館 山 田 彌 一
26 岩瀬張公民館 八重櫻　友　夫 76 久喜地区防災センター 廣 﨑 福 藏
27 下日当公民館 成 田 晃 彦 77 三崎公民館 櫻 庭 明 雄
28 下柏木公民館 日 沢 栄 一 78 端神公民館 畠 山 鉄 雄
29 幸町公民館 奥 寺 文 夫 79 細野公民館 下 田 　 実
30 日吉公民館 鹿 糠 　 勇 80 木売内公民館 伊 藤 惠 子
31 生出町公民館 堀 畑 俊 明 81 深田地区公民館 馬 渡 正 博
32 生出町中山コミュニティセンター 堀 畑 俊 明 82 小田瀬青少年会館 鈴 間 武 志
33 仲小路公民館 大 畑 光 広 83 下戸鎖公民館 伊　藤　敬太郎
34 大川目北部公民館 長 畑 隆 史 84 馬越公民館 伊 藤 康 一
35 山口地区公民館 切 金 　 精 85 岡堀公民館 松 坂 重 男
36 田中公民館 畑 中 　 守 86 日野沢公民館 内久保　宏　明
37 滝公民館 大 下 　 正 87 沼袋町内会公民館 宅 石 正 一
38 根井青少年会館 馬　内　弥太郎 88 苅間沢集会所 苅間澤　正　幸
39 富原公民館 中 沢 保 男 89 向屋敷生活伝承館 澤 山 謙 一
40 くにさか公民館 生 平 幸 夫 90 下国・岡沢集会所 下屋敷　武　志
41 門の沢子供会館 三 上 ミ ヤ 91 外川井地域公民館 大 畑 広 美
42 生平公民館 生 平 　 均 92 霜畑公民館 角 　 伸 之
43 小田公民館 畑 田 安 重 93 成谷地区生活伝承館 安 藤 義 光
44 夏井地域ふれあい館 上川原　　　勇 94 新田集会所 茅 森 　 勉
45 黒沼公民館 宮 野 　 茂 95 霜畑営農研修館 南 野 市 蔵
46 早坂子供会館 新井野　　　勉 96 下川井農村生活伝承館 長 内 和 則
47 大崎公民館（技術伝承館） 大内田　　　繁 97 日野沢農村技術伝承館 小 向 邦 男
48 菱倉公民館 加 美 信 男 98 大谷内・木沢畑集会所 上中居　利　弘
49 鳥谷子供会館 川 原 清 勝 99 大峯沢集会所 石 渡 高 雄
50 田中公民館 中 田 浩 行 100 二橋集会所 柿 木 由 蔵
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○ 三船十段記念館運営方針

１　基本方針
　�　日本柔道界の至宝である名誉市民・故三船久蔵十段の業績を顕彰し、永く後世に継承するとと
もに、市民の柔道に対する理解及び関心を高め、その普及と柔道人口の底辺拡大を図り、もって
心身ともに健全な青少年の育成に寄与する。

２　重点目標
　⑴　収蔵資料の適正管理に努めるとともに、企画展等を開催し、入館者の拡大に努める。
　⑵�　柔道指導を通じて、正しい柔道の普及とスポーツの楽しさを教え柔道人口の拡大を図る。

三船十段記念館事業計画
運営管理
事 業 名 目　　　標 事業内容 時　　期 場　　所 対　　象

岩手県博物館
等連絡協議会
総会

昨年度事業報告・決算並び
に今年度事業計画・予算に
ついて審議する。

昨年度事業報告・決算並び
に今年度事業計画・予算の
審議

８月下旬 金ヶ崎町 館長等

事 業 名 目　　　標 事業内容 備　　考

常設展示・
資料供覧

三船十段の偉業を顕彰し、
業績を継承する。

・マルチスライドで十段の生涯を上映 休館日　　毎週月曜日、毎月末火曜日、
　　　　　年末年始
入館料　　大人　　　　　２００ 円（１５０ 円）／
　　　　　高校生・学生　１５０ 円（１００ 円）／
　　　　　小・中学生　　１００ 円（５０ 円）
　　※カッコ内は団体料金（２０ 名以上）　　

・ビデオモニターで十段自身の技を披露

・十段愛用の筆、硯、柔道衣、書道作品等展示

柔道指導
事 業 名 目　　　標 事業内容 時期または期日 会場及び対象 協力機関・主催団体

普通稽古 一年を通して心身の鍛練と
道場生の健全育成に努める。 柔道稽古 毎週火～日曜日 三船十段記念館…

道場生
久慈市柔道協会
道場生父母の会

暑中稽古
暑さ、寒さの厳しい中、心
身を鍛え、体力増進を図る。

早朝稽古・一日合宿 7月27日～7月31日
三船十段記念館…
道場生

久慈市柔道協会
道場生父母の会

寒稽古 早朝稽古・鏡開き式 令和3年1月5日…
～9日

記念館だより 記念館の活動を父母に周知
する。 道場生の活動状況、連絡等 毎月１回 道場生、父母

各種柔道大会
参加

道場生の技術の向上と県内
外選手との交流を深める。

第35回岩手県防犯柔道大会 8月1日 岩手県営武道館 岩手県柔道連盟

第31回知事杯争奪岩手県少
年柔道大会 10月4日 岩手県営武道館 岩手県教育委員会

岩手県体育協会
第43回岩手県スポーツ少年
団柔道大会 令和3年2月21日 岩手県営武道館 岩手県柔道連盟
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○ 三船十段記念館の概要

１　施設の概要
　⑴　位　　置　久慈市川貫第５地割２０番地２３０　市民の森
　⑵　連 絡 先　TEL ５３－２２１０
　⑶　敷　　地　８，０７５㎡
　⑷　建物敷地　３，３５０㎡
　⑸　駐車場等　４，７２５㎡（大型バス４台、普通車８４台）
　⑹　建物詳細　鉄筋コンクリート２階建　１，９７０．２９㎡
　　　　　　　　（資料館７２２．９８㎡、柔道場１，２４７．３１㎡、公式２面観覧席つき）
　⑺　設　　計　黒川紀章建築都市設計事務所
　⑻　休 館 日　�月曜日、各月末火曜日（ただし、月曜日が祝日の場合は、その月曜日に最

も近い平日）、年末年始（１２／２９～１／３）

２　建設までのあらまし
　・昭和33年10月25日
　　　久慈市（巽山公園）に三船記念館設立

　・昭和61年１月
　�　老朽化した三船記念館を改築し、資料等を展示するため、市民のスポーツ団体や奉仕
団、農漁協、商工団体の代表で組織する「三船十段資料館建設推進会」が発足

　・昭和63年11月７日
　　「三船十段資料館建設推進会」が「三船十段記念館建設事業会」へ改組

　・平成２年８月６日
　　「三船十段記念館」開館

３　施設設備等
　・資料館
　　常設展示室、企画展示室、メモリアルホール、三船シアター、展望ホール

　・柔道場
　　柔道場、会議室、師範室
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○ 三船久蔵十段遺品所蔵一覧（抜粋）

常設展示室　展示資料リスト

資　　　　　料　　　　　名 備　　　考
1 古稀に際し講道館三代目館長・嘉納履正より贈られた祝辞 S28.4.21
2 久蔵が使用した財布
3 久蔵の杖
4 黒紋付羽織袴
5 栄えある場で身に付けたモーニング
6 スクラップブック（十段の記事掲載新聞切り抜き） 15冊
7 講道館寒稽古・暑中稽古皆勤証 原本3枚、複製2枚
8 久慈の親戚に宛てた葉書 2枚
9 柔道の理念・技についてまとめた原稿 複製
10 「五教」直筆原稿 複製
11 六・七・八段昇段証書 複製
12 「切手に見る岩手」 本
13 「世界柔道選手権大会記念」切手シート S31.5.3発行
14 「世界柔道選手権大会記念」切手と記念スタンプ
15 「第１回世界柔道選手権大会」プログラム
16 十段昇段証書
17 ｢柔道の歌」直筆原稿 山田耕筰　作曲
18 柔道衣 2着
19 三船十段の名刺と封筒 講道館常任相談役当時
20 額絵「十段と夫人｣ 清水　崑　　画
21 三船名人アルバム集
22 アルバム 2冊
23 夫を詠んだ郁子夫人の歌 3枚
24 郁子夫人の写経 S39
25 オリンピック感謝状 S39.10
26 オリンピック感謝メダル
27 勲二等瑞宝章の記 S40.1.27
28 勲二等瑞宝章
29 勲三等旭日中綬章の記 S39.4.29
30 勲三等旭日中綬章
31 紫綬褒章の記 S31.11.3
32 紫綬褒章
33 文化功労者顕彰状 S36.11.4
34 文化功労者顕彰記念の金杯
35 文化功労者を記念して岩手県柔道連盟より贈られた｢文箱」
36 勲三等を記念して贈られた「文箱」 水谷　鑑　作
37 朝日新聞より贈られた煙草入れ
38 肖像画 武内栄三郎　画
39 久慈市名誉市民顕彰状 S30.11.3
40 久慈市名誉市民メダル
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常設展示室　展示資料リスト

資　　　　　料　　　　　名 備　　　考
41 将棋三段証書
42 将棋板(蓋付き）
43 久蔵手作りの将棋の駒
44 大山名人より贈られた将棋の駒
45 書道五段証書
46 力強い墨痕を生み出した筆 大小10本
47 久蔵の雅印 3点
48 愛用の硯
49 色紙「慈　愛」 三船十段直筆
50 色紙「無」 三船十段直筆
51 色紙「教人易治己難」 三船十段直筆
52 色紙「道」 三船十段直筆
53 色紙「慈　心」 三船十段直筆
54 色紙「自他共栄」 三船十段直筆
55 扁額「自他共栄」 三船十段直筆
56 扁額「中心帰一」 三船十段直筆
57 日章旗（武運長久の揮毫）「克己尽誠」 三船十段直筆
58 扁額｢文武一道」 三船十段直筆（複製）
59 扁額「柔能和剛」 三船十段直筆
60 掛軸「天地無私春又帰」 三船十段直筆
61 扁額「勇猛精進」 三船十段直筆（複製）
62 扁額「奥妙錬心存」 三船十段直筆
63 扁額「三船箴言」
64 扁額「精力善用」 嘉納治五郎直筆
65 三船十段の胸像 五辻勉　作
66 額絵「空気投げ（隅落）｣ 武内栄三郎　画
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○ 教育関係の主な出来事

旧久慈市
年　月　日 主　　　要　　　事　　　項

昭和２９年１１月３日 久慈町、長内町、大川目村、夏井村、宇部村、侍浜村、山根村の２町５カ村が合併し市制
施行、久慈市となる。市教育委員会発足　　　　　

１２月２５日 講道館十段三船久蔵氏を名誉市民に推挙
昭和３０年４月１６日 初の教育委員選挙
昭和３２年６月１日 久慈中学校枝成沢分校が本校に統合
昭和３３年６月２６日 （旧）三船記念館竣工（３，０００千円）
昭和３４年１１月３日 タマシン・アレン氏を名誉市民に推挙
昭和３７年８月１２日 市立青年の家竣工（１１，０００千円）
昭和３８年４月１日 久慈高校、久慈農林水産高校に分離独立
昭和３９年８月１８日 久慈湊小学校校舎竣工（３５，８０８千円）湊町１５－１０－１に移転

１１月５日 市民会館竣工（９１，４９２千円）
昭和４０年１月２７日 名誉市民三船久蔵氏死去（享年８１歳）
昭和４２年２月 久慈湊小学校屋内運動場竣工

６月２５日 （旧）市民体育館竣工（７５，０００千円）
７月４日 「第２５回岩手国体」柔道競技会場決定

昭和４３年１月 久慈中学校屋内運動場竣工
４月１日 久慈小学校畑田分校が本校に統合
７月２４日 久慈小学校竣工（１６７，０００千円）栄町３１－１４９に移転
１０月３０日 久慈小学校屋内運動場竣工（１０，０００千円）

昭和４４年７月２０日 小久慈小学校校舎竣工（６０，０００千円）
昭和４５年４月１日 久慈農林高校、久慈水産高校に分離独立

４月１日 アレン短期大学開校
６月６日 県民総合体育大会柔道競技開催
６月３０日 山根小学校上戸鎖分校が本校に統合
１０月１日 長久保小学校が久慈小学校に統合
１０月９日 三船十段銅像建立

１０月１１～１３日 第２５回国民体育大会秋季大会柔道競技開催
１２月 大川目中学校屋内運動場竣工

昭和４６年３月３１日 学校給食センター竣工（７２，６５０千円）
４月１日 木売内小、端神小、細野小及び深田小学校小田瀬分校が山根小学校に統合
８月５日 市民総合プール一部竣工、プール開き（４４，６６０千円）
８月２５日 市内小中学校全校で完全給食実施

昭和４７年４月１日 浜埜小学校が長内小学校に名目統合
４月１６日 県立久慈専修職業訓練校開校
６月２５日 山根小学校統合校舎竣工（１０２，７００千円）
８月２７日 ミュンヘンオリンピック水泳選手団が当市で練習開始
１０月１０日 「体育の日」記念・第１回市民スポーツ祭り開催

昭和４８年５月１５日 （旧）市営野球場竣工（６９，０００千円）
５月２５～２８日 高体連硬式野球競技開催

６月１日 宇部小学校小倉分校が本校に名目統合
６月１０～１１日 第４回北奥羽選抜野球大会開催

１２月２日 久慈市民庭球場竣工（１，９５０千円）
１２月１０日 久慈市民弓道場竣工（２，１５０千円）
１２月２４日 長内小学校統合校舎竣工（２８３，２３９千円）
１２月２７日 長内小学校浜埜校舎閉校、本校統合

昭和４９年２月２４日 第１回久慈・九戸地方郷土芸能祭開催
５月 山根小学校屋内運動場竣工
１１月３０日 宇部小学校校舎竣工（２００，７２８千円）

昭和５０年１月１日 宇部小学校小倉分校閉校、本校統合
６月１５日 宇部地区プール竣工（２２，９５０千円）
９月１０日 大川目中学校校舎竣工（２１５，０００千円）

昭和５１年１月１日 市の「花」「木」「鳥」制定
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昭和５１年１月２１日 長内小学校屋内運動場竣工（６１，８４０千円）

６月７日 名誉市民タマシン・アレン氏死去（享年８５歳）
６月２３日 三崎中学校校舎竣工（１６９，５００千円）
１０月１０日 県民総参加スポーツ中央大会久慈市で開催

昭和５２年２月７日 宇部小学校屋内運動場竣工（５０，８００千円）
昭和５３年３月２５日 宇部公民館竣工（５６，１００千円）

６月４日 第１回久慈市民体育大会開催
７月１日 久慈市民文芸賞顕彰制度を設ける
７月１０日 久慈中学校校舎竣工（４９５，０７７千円）
８月３日 第３２回県中学校野球大会開催
８月５日 大川目地区プール竣工（２８，０００千円）

昭和５４年４月１０日 久慈養護学校開設
６月２５日 久喜小学校校舎竣工（２０５，３６９千円）
７月１４日 第３１回県民体育大会ソフトボール競技開催
７月１９日 長内中学校校舎竣工（３８１，４３３千円）
８月１０日 久慈高校野球部甲子園初出場
１２月１９日 枝成沢小学校校舎竣工（５９，６９７千円）

昭和５５年１月１２日 三崎中学校屋内運動場竣工（６５，８３５千円）
４月１日 久慈高校から久慈商業高校、久慈工業高校が分離独立
１２月１２日 久喜小学校屋内運動場竣工（６８，３５６千円）

昭和５６年１月３１日 宇部中学校校舎、屋内運動場竣工（３７２，３９０千円）
４月１日 深田小学校が山根小学校に統合
８月５日 小久慈地区プール竣工（３６，４０５千円）
９月５日 第１２回世界柔道選手権大会６５キロ級で柏崎克彦選手が優勝
１１月２６日 侍浜中学校校舎、屋内運動場竣工（４０３，８５７千円）

昭和５７年３月２２日 久慈湊小学校増築工事竣工（６４，７４９千円）
４月８日 市立図書館、中央公民館竣工（５５０，０００千円）
７月１日 市民総合プール上屋竣工（３５，０００千円）
１０月１６日 夏井中学校校舎竣工（３２６，９８７千円）
１１月１１日 嘉納杯国際柔道大会６５キロ級で柏崎克彦５段が優勝
１１月１３日 小田為綱顕彰碑建立

昭和５８年２月１８日 第１回中央公民館まつり開催
６月 侍浜小学校校舎竣工

８月４～１０日 三船十段生誕百年記念資料展開催
８月７日 第６回岩手県スポーツ少年団柔道大会開催
１２月１７日 勤労者体育センター竣工、スケート場オープン

昭和５９年１月１８日 市民柔剣道場竣工（８９，０００千円）
４月１日 三陸鉄道開業
６月２３日 平山小学校校舎竣工（３０９，６９１千円）
１２月２０日 侍浜小学校屋内運動場竣工

昭和６０年１月１３日 岩手青年の船久慈港出航
４月１日 根井小学校が大川目小学校に統合
６月２４日 大川目小学校校舎、屋内運動場竣工（５３１，１１９千円）
１２月１０日 侍浜小学校角柄分校校舎竣工（６７，８３４千円）

昭和６１年７月２０日 岩場利用の海水プール完成
８月１日 （旧）市営野球場ナイター施設竣工（４１，０００千円）
８月１９日 長内中学校屋内運動場大規模改修竣工（２１，６００千円）
１１月３０日 平山小学校屋内運動場竣工（１０２，１５３千円）

昭和６２年７月６日 姉妹都市フランクリン市との留学生交換派遣団訪米
１０月２４日 砂鉄資料「たたら館」開館

昭和６３年１月１３日 岩手青年の船久慈港出航
３月２日 小袖小学校校舎竣工（２３６，４５８千円）宇部町２３－１２８－３へ移転

７月９～１１日 第４０回岩手県民体育大会卓球競技開催
８月２３日 姉妹都市フランクリン市から初の英語指導助手着任
９月１日 勤労者体育施設Ｂ型（サン・スポーツランド久慈）竣工（５５７，１４５千円）
１１月２６日 小袖小学校屋内運動場竣工（８３，５６５千円）
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平成元年３月１２日 全日本柔道選手権東北予選大会並びに第４０回東北東西対抗柔道大会開催

４月１日 滝中学校が長内中学校に統合
４月１日 久慈養護学校に高等部が設置される
１２月２０日 市民相撲場竣工（８，３４３千円）
１２月２６日 中央公民館久慈湊分館竣工（４２，８３６千円）

平成２年３月１３日 山根中学校校舎、屋内運動場竣工（２６７，９７１千円）
７月３日 姉妹都市フランクリン市から交換留学生来訪
７月２２日 岩手県中学校総合体育大会柔道競技開催
７月２９日 第４１回北奥羽総合体育大会開催
８月５日 三船十段記念館竣工（６３９，７２０千円）
９月２９日 久慈中学校屋内運動場大規模改修工事竣工（５０，９８５千円）
１２月５日 第１回三船十段杯久慈国際親善柔道大会開催

平成３年２月１６日 福祉の村屋内温水プール完成
４月１日 川代小学校が夏井小学校に統合

平成４年３月２０日 麦生小・中学校校舎、屋内運動場竣工（３３６，５８９千円）
３月２７日 小田為綱資料集刊行
５月１日 総合福祉センターオープン
５月２日 こども国際交流のつどい開催
７月２０日 長内小学校プール完成（７３，２００千円）
９月２３日 全日本女子柔道選手団強化合宿
１２月２日 第２回三船十段杯久慈国際親善柔道大会開催

平成５年２月１０日 移動図書館車「ぎんなん号」運行開始
８月１５日 久慈商業高校野球部甲子園初出場
９月２２日 国民文化祭記念行事開会
１０月１０日 三船十段記念館文部大臣表彰受賞
１０月２１日 クライペダ市長歓迎レセプション

平成６年１月４日 勤労者総合福祉センター（小久慈公民館）オープン
２月１０日 侍浜小学校角柄分校屋内運動場竣工（１２５，８０８千円）
３月２５日 夏井中学校屋内運動場竣工（１５１，６２９千円）
７月１５日 市制４０周年記念音楽祭

８月１２～１６日 帆船日本丸入港（琥珀のまちフェスティバル）
１０月１６日 第２８回岩手県柔道選手権大会開催
１１月１日 市制施行４０周年記念式典
１１月６日 市制施行４０周年記念小・中学校音楽祭
１１月３０日 第３回三船十段杯久慈国際親善柔道大会開催

平成７年７月９日 アレン国際短期大学創立２５周年記念式典
７月２８日 姉妹都市リトアニア共和国クライペダ市へ日本図書発送

７月２８～３０日 岩手県青少年武道錬成大会開催
平成８年６月８日 大島英介（元久慈高校校長）さんが第４回森嘉兵衛賞受賞

７月１日 学校適応指導教室（あすなろ塾）開校
７月２５～３１日 久慈市長姉妹都市クライペダ市訪問
７月２８～２９日 小田観蛍生誕１１０周年記念講演会・資料展

８月３１日 大川目中学校ナイター施設竣工（１４，１９４千円）
１０月４日 第５１回岩手県男女総合バスケットボール選手権大会開催
１０月３０日 小久慈小学校校舎竣工（９９９，０３５千円）
１１月２６日 第４回三船十段杯久慈国際親善柔道大会開催
１２月１９日 久慈市生涯学習推進本部設置

平成９年６月１日 久慈市営野球場（移転新築）オープン（２６７，１８２千円）
６月２１～２２日 岩手県一般男女ソフトボール選手権大会

７月１日 久慈市民マレットゴルフ場オープン（４１，１９３千円）
７月１７日 長内俊雄前久慈市教育長文部大臣表彰受賞
７月２３日 クライペダ市使節団来訪
７月２４日 国際琥珀の祭典オープニングセレモニー
７月２６日 リトアニア民俗舞踊団久慈市公演
８月１日 侍浜地区プールオープン（１５６，５２３千円）
９月１１日 久慈市文化会館愛称（アンバーホール）・入選賞授与式
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平成９年１１月２０日 山根六郷研究会が自治大臣表彰受賞
平成１０年２月２７日 小久慈小学校校舎屋内運動場落成式

５月１～１１日 姉妹都市フランクリン市へ中学生派遣（国際交流海外派遣事業）
５月２１～２５日 第４５回春季東北地区高等学校野球岩手県大会開催

平成１１年１月１２日 第５回三船十段杯久慈国際親善柔道大会開催
２月３日 久慈市文化会館「アンバーホール」オープン
２月８日 久慈琥珀博物館から世界最大の琥珀製モザイク画「琥珀色の夜明け―久慈」が市に寄贈
２月２０日 第１回こはくのまち生涯学習フェスティバル開催
４月２６日

アメリカ合衆国ワシントン市へ中学生派遣（国際交流海外派遣事業）
～５月６日
６月２８日 アレン記念教会へフランクリン大学より「友好の鐘」寄贈
８月１日 三船十段記念館が日本武道館協議会平成１１年度少年武道優良団体表彰
１１月５日 久慈中学校ナイター施設竣工（１８，５０９千円）
１１月２１日 リトアニア音楽祭第九合同演奏会

平成１２年１月２７日 夏井小学校校舎竣工（３３５，５８０千円）
５月１～１１日 アメリカ合衆国サンディエゴ市へ中学生派遣（国際交流海外派遣事業）
６月２～４日 第５２回岩手県高等学校総合体育大会ソフトボール競技開催

６月１９日 水戸室内管弦楽団「小澤征爾氏指揮」演奏会
７月２２～２３日 第５１回北奥羽総合体育大会開催
８月１９～２１日 第２７回社会人野球日本選手権岩手県大会開催

１１月２３日 久慈市文化会館「アンバーホール」入館者３０万人達成（記念セレモニー）
１２月１２日 第６回三船十段杯久慈国際親善女子柔道大会開催

平成１３年２月１０日 夏井小学校校舎落成（屋内運動場含む）
６月５日 第２４回岩手県高等学校総合文化祭総合開会式開催

９月１５～１７日 第２８回岩手県クラブバスケットボール選手権大会
１０月１９～２５日 小田為綱没後百年記念講演会・資料展開催

１０月２６日 平成１３年度生涯学習「県民フェスティバル」開催
平成１４年３月２８日

ケーニヒスブルン市柔道訪問団来訪
～４月２日
５月２９日 久慈市文化会館「アンバーホール」入館者５０万人達成（記念セレモニー）
１０月１日 枝成沢小学校屋内運動場竣工（１８５，５７０千円）

１０月４日～１２日 久慈市柔道交流海外派遣団ドイツケーニヒスブルン市訪問
１２月１０日 第７回三船十段杯久慈国際親善女子柔道大会開催

平成１５年１月２０日 新市民体育館改築工事着手
２月７日 久慈市出身の宮野和政新潟大学教授による市民文化講演会「宇宙とニュートリノ」開催

３月１８～２８日 平成１４年度久慈市中学生国際交流海外派遣事業（アメリカ合衆国　８名派遣）
３月２５日 久慈市立図書館図書管理システム稼動開始
５月３１日

第３３回岩手県早起き野球選抜大会開催
～６月１日
１０月１１～１３日 第２７回岩手県ＯＢ軟式野球大会開催

平成１６年４月１日 久慈農林高校、久慈水産高校、久慈商業高校が統合し久慈東高校となる
６月５～６日 市制５０周年記念事業　こはくのまちふれあい音楽祭（ＮＨＫ交響楽団公演他）

７月２８日 市制５０周年記念事業　夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操会開催
８月１７日 久慈市民体育館竣工（２，９７６，０００千円）

８月２２～２３日 久慈市民体育館開館記念事業　第３１回東北総合体育大会柔道競技開催
９月１７～２０日 市制５０周年記念事業「小田観蛍展」開催
１０月２３～２４日 第９回ユネスコ運動岩手県大会（久慈大会）開催

１１月１日 市制施行５０周年記念式典
平成１７年３月２４日 アレン国際短期大学最後の学生３人が卒業

６月１日 久慈東ロータリークラブ創立１０周年・国際ロータリー１００周年記念として久慈市文化会館
に時計塔寄贈

５月２９日 久慈渓流に砂子彦三郎の歌碑建立
７月２９日

日独スポーツ少年団同時交流でドイツの少年が来久
～８月４日
８月６日 久慈地域で２６年ぶりの大相撲夏巡業南部久慈場所、栃乃花が郷土に錦

１０月１～４日 スポレクいわて２００５ソフトバレーボール競技開催
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旧山形村
年 主　　　要　　　事　　　項

昭和２２年 川井中学校創立（戸呂町、荷軽部、繋、日野沢、来内の５分校設置）
霜畑中学校創立（小国分校設置）

昭和２３年 久慈農業高等学校山形分校（定時制昼間部）創立（山形小学校へ併設）
昭和２４年 霜畑中学校小国分校　仮校舎新築

川井中学校、同校戸呂町分校及び荷軽部分校の３校が校舎新築　
久慈農業高等学校山形校が、久慈高等学校山形分校（定時制昼間部）と改称

昭和２５年 川井中学校来内分校　校舎新築
昭和２６年 霜畑中学校　校舎新築移転

川井中学校繋分校及び日野沢分校の校舎新築
山形村公民館設置
第１回山形村成人式挙行

昭和２７年 川井中学校戸呂町分校、荷軽部分校、繋分校、日野沢分校及び来内分校が独立し、それぞれ戸呂町中
学校、荷軽部中学校、繋中学校、日野沢中学校及び来内中学校となる
霜畑中学校小国分校が小国中学校となる
戸呂町中学校　校舎増築
教育委員会発足

昭和２８年 荷軽部小学校来内分校が来内小学校となる
戸呂町中学校　講堂新築
荷軽部小学校　校舎新築

昭和２９年 川井小学校を山形小学校と改称
川井中学校を山形中学校と改称
小国中学校　校舎新築
霜畑中学校　講堂新築
日野沢小学校　校舎新築

昭和３０年 小国小学校　校舎新築
昭和３１年 移動公民館開設
昭和３２年 山形中学校校舎　新築移転
昭和３３年 山形小学校　学校林造成（約５ｈａ）

山形中学校　校舎焼失
小国小中学校　講堂新築

昭和３４年 来内小中学校　講堂新築
昭和３５年 山形中学校　校舎再建移転
昭和３８年 小国小中学校　全国へき地教育研究大会分科会場として公開

村内小中学校でミルク給食始まる
昭和３９年 霜畑小学校　校舎新築

繋小中学校　校舎新築
昭和４０年 来内小中学校　校舎新築
昭和４１年 へき地教育センター開所

戸呂町小中学校で移動教育庁実施
村内小中学校でパン給食始まる

昭和４３年 来内中学校　校舎改増築
昭和４４年 学校給食センター方式による完全給食始まる

霜畑、小国学区　山林大火災は発生、学校林類焼
昭和４５年 日野沢中学校が山形中学校に統合　山形中学校日野沢校舎となる

小国自然愛護少年団結成
昭和４６年 山形村総合開発センター（庁舎複合施設）新築

山形中学校日野沢校舎廃止（実質統合）
山形村公立学校建物統合計画審議会設置条例公布

昭和４７年 山形小学校　校舎新築
久慈高校山形分校　旧役場庁舎に移転
山形村公立学校建物統合計画審議会に「山形中学校統合計画について」を諮問。同審議会から答申が
出される。

昭和４８年 山形小学校　体育館新築
戸呂町小中学校　体育館新築
久慈高校山形分校が全日制に転換
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年 主　　　要　　　事　　　項
昭和４９年 小国自然愛護少年団、全国植樹祭参加（松尾村）
昭和５１年 久慈高校山形分校校舎完成
昭和５２年 荷軽部小学校　体育館新築落成

村の「花」「鳥」「木」制定
昭和５５年 戸呂町中学校　工作室、教員住宅２棟焼失
昭和５６年 山形村学校建物統合計画審議会から中学校統合についての最終答申がなされる（建物の規模・構造

等）
来内小学校　グラウンド拡張工事
村内各学校で岩手県へき地教育研究大会開催
来内中学校　校舎（一部）･体育館焼失
統合山形中学校準備委員会発足

昭和５７年 来内小学校　体育館新築落成
昭和５８年 山形、戸呂町、繋、荷軽部及び来内の５中学校が統合し、山形中学校が開校する。校舎新築記念式典

挙行
移動図書館車「しらかば号」運行開始
旧山形中学校のグラウンドを山形小学校に転用

昭和５９年 戸呂町小学校　プール完成
Ｂ＆Ｇ海洋センター完成

昭和６０年 荷軽部小学校　校舎新築落成記念式典挙行
昭和６１年 日野沢小学校　校舎・体育館新築落成記念式典挙行

荷軽部小学校森林愛護少年団結成
短角牛給食開始

昭和６２年 山形小学校　校花バラ園造成
霜畑小学校　校舎大規模改修工事
かわい児童館完成（新築移転）

昭和６３年 戸呂町小学校　校舎・体育館完成
昭和６４年 村制施行百周年式典開催
平成２年 小国中学校が山形中学校に統合

山形村初の英語指導助手を迎える
日野沢小学校森林愛護少年団結成
山形村教育委員会表彰規定実施基準を制定し、教育表彰が始まる

平成３年 小国小学校　校舎体育館新築落成記念式典
山形小学校　校舎増築・大規模改修工事

平成４年 山形村中高生海外研修派遣事業が始まる（以降、毎年派遣）
平成５年 小国小学校　プール落成

来内小学校　プール落成
平成７年 谷地仁さん（栃乃花）が大相撲入り。夏場所で序の口優勝
平成８年 山形村小中学校文化活動交流会が始まる

屋内ゲートボール場落成
平成１０年 山形村山村文化交流センター「おらほーる」落成
平成１２年 栃乃花が夏場所で初入幕。１２勝３敗で敢闘賞と技能賞を受賞
平成１３年 繋小学校完成　初の山村留学生受入

平庭高原パークゴルフ場がオープン
平成１４年 学校給食センター新築移転

霜畑小学校屋内運動場新築
平成１７年 野外体験学習の受け入れ本格開始

※　主要事項は、戦後の新教育制度移行後とした。
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久慈市
年　月　日 主　　　要　　　事　　　項

平成１８年３月６日 久慈市と山形村が合併し、「久慈市」が誕生
４月９日 長内小学校の余裕教室を利用し学童保育所が開所
６月３日 合併記念式典挙行

６月２～４日 第５８回岩手県高等学校総合体育大会卓球競技開催
７月２５日 ブックスタート事業開始

１０月７～８日 「宝くじスポーツフェアはつらつママさんバレーボール」開催
１０月２１～２２日 第６１回岩手県男女総合バスケットボール選手権大会開催

１１月１２日 久慈市文化会館「アンバーホール」入館者１００万人達成（記念セレモニー）
平成１９年１月９日

平成１８年度中高生海外派遣事業（アメリカ合衆国）
　～２０日
４月１日 久慈湊小学校学童ひまわりクラブが開所

６月２３～２４日 第３８回全国ママさんバレーボール大会岩手県予選会開催
６月２９日

第５９回岩手県民体育大会卓球競技開催
～７月１日
１１月８日 久慈市体育指導委員協議会全国体育指導委員連合優良団体表彰受賞
１１月１８日 八戸・二戸・久慈の三圏域連携音楽祭「こはくのまち久慈音楽会」開催
１２月２１日 来内小学校校舎新築工事竣工

平成２０年１月７日
平成１９年度中高生海外派遣事業（アメリカ合衆国）

　～１８日
１月１１日 長内中学校（旧久慈商業高校）大規模改修工事竣工
１月１１日 たたら館の収蔵資料が市に寄贈
１月１６日 長内中学校移転記念式典、創立６０周年記念式典並びに祝賀会開催
１月１９日 来内小学校と来内保育園の新たな学び舎を祝う式開催
８月６日 第３０回全国中学校軟式野球大会東北予選久慈大会開会式
９月２３日 おらほーる開館１０周年記念・日本各地の唄探しの旅

１０月４～５日 第６１回東北・北海道対抗柔道大会、歓迎レセプション
１０月１８日 ＮＨＫ－ＦＭ「ベストオブクラシック」公開録音
１１月８日 来内小学校校舎竣工（２７３，２０８千円）
１１月１８日 トップアスリート派遣事業

平成２１年１月５日
平成２０年度中高生海外派遣事業（アメリカ合衆国）

　～１５日
２月５日 岩手大学地域連携フォーラム
４月１日 麦生小学校が平山小学校、侍浜小学校へ統合
４月１日 麦生中学校が夏井中学校、侍浜中学校へ統合
４月１日 霜畑中学校が山形中学校へ統合
４月２８日 歴史民俗・資料室の一般公開
５月２２日 第１回久慈市小中学校音楽発表会
６月５日 スクールギャラリーお披露目会
６月30日 学校給食センター竣工（１，４７８，２６５千円）
９月２７日 第４３回岩手県柔道選手権大会並びに東西対抗柔道大会
１０月２４日 日本細菌学会出張講演会
１０月２５日 第６２回岩手芸術祭　映像フェスティバル
１１月２９日 水戸室内管弦楽団「小澤征爾氏指揮」公演（久慈市文化会館開館10周年記念講演）

平成２２年３月２６日 日野沢少年消防クラブが全国少年消防クラブ運営協議会長表彰（消防庁長官表彰）を受賞
４月１日 枝成沢小学校が久慈小学校と統合

中央公民館枝成沢分館が開所
県立久慈高等学校山形校が本校へ統合

４月４日 小久慈学童保育所「たんぽぽクラブ」が開所
４月１５日 国民体育大会軟式野球競技開催準備委員会設立
５月１６日 あーとびる麦生開村式典
６月６日 小田観榮歌碑建立除幕式
６月１０日 東北総合体育大会柔道競技久慈実行委員会・岩手国体柔道競技開催準備委員会設立総会
６月２６日 岩手県レディースソフトボール大会
８月２１日 第３７回東北総合体育大会柔道競技開会式
９月４日 第３９回岩手県ＰＴＡ研究大会久慈大会
１０月３日 第１２回岩手県空手道選手権大会
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年　月　日 主　　　要　　　事　　　項
平成２２年１２月１２日 平成２２年度岩手県民俗芸能大会

１２月２３日 久慈市文化会館「アンバーホール」入館者１５０万人達成（記念セレモニー）
平成２３年１月７日

平成２２年度中高生海外派遣事業（アメリカ合衆国）
　～１８日
３月１１日 東日本大震災発災
４月１日 日野沢小学校が山形小学校と統合

繋小学校が山形小学校と統合
７月１６日 岩手県中学校総合体育大会卓球競技
９月１１日 ＮＨＫのど自慢
１０月９日 全国スポレク開催記念事業第６回岩手県＆青森県ソフトバレーボール交流大会

平成２４年１月１０日
平成２３年度中高生海外派遣事業（アメリカ合衆国）

　～２０日
２月１９日 宝くじスポーツフェア「はつらつママさんバレーボールｉｎ Ｋｕｊｉ」バレーボール教室
３月１１日 久慈市東日本大震災復興祈念式
４月１日 戸呂町小学校が山形小学校と統合

荷軽部小学校が山形小学校と統合
山根小学校が山根中学校内に移転

８月２５日 久慈市山形Ｂ＆Ｇ海洋センター「水泳講習会・特別講演会」
平成２５年１月７日

平成２４年度中高生海外派遣事業（アメリカ合衆国）
　～１７日
３月３日 平成２５年全日本柔道選手権大会東北予選会・平成２５年全日本女子柔道選手権大会・

第６４回東北東西対抗柔道大会
４月１日 侍浜小学校角柄分校が侍浜小学校と統合
６月７日 久慈小学校校舎竣工（１，６２３，６０７千円）
９月11日 学校給食センターが特定給食施設部門で栄養関係功労者厚生労働大臣表彰

平成２６年１月６日
平成２５年度中高生海外派遣事業（アメリカ合衆国）

　～１６日
３月４日 夏井公民館が優良公民館として文部科学大臣表彰
４月１日 山根小学校が小久慈小学校と統合

山根中学校が長内中学校と統合
１１月１７日 久慈小学校屋内運動場竣工（６７７，２７６千円）

平成２７年１月５日
平成２６年度中高生海外派遣事業（アメリカ合衆国）

　～１５日
８月６日 三船久蔵十段出生の地記念碑除幕式
８月２２日

第４２回東北総合体育大会柔道競技（希望郷いわて国体柔道競技リハーサル大会）
　～２３日
１０月１５日 タマシン・アレン先生来日１００周年記念事業
12月14日 久慈市旭町「昼場沢遺跡」より「線刻阿弥陀三尊鏡像」が出土

平成２８年１月４日
平成２７年度中高生海外派遣事業（アメリカ合衆国）

　～１４日
２月２８日 久慈市スポーツ少年団創設５０周年記念式典
３月３日 山根公民館が優良公民館として文部科学大臣表彰
４月１０日 ＮＨＫのど自慢
５月２日 文化財の指定（市）：無形民俗文化財「牛の角突き」
５月２２日 久慈市文化会館「アンバーホール」入館者２００万人達成
８月３０日 台風第１０号発災
１０月８日

希望郷いわて国体柔道競技
　～１０日
１１月６日 第１回久慈あまちゃんマラソン大会
１１月２９日 「アレン記念館」国登録有形文化財（建造物）に登録

平成２９年１月７日
平成２８年度中高生海外派遣事業（アメリカ合衆国）

　～１７日
３月１日 大川目公民館が優良公民館として文部科学大臣表彰
４月１日 市立公民館が市民センターに移行

長内学童保育所「第２わんぱくクラブ」が開所
大川目学童「根っこクラブ」が開所

９月24日 第２回久慈あまちゃんマラソン大会
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年　月　日 主　　　要　　　事　　　項
平成30年１月６日

平成29年度中高生海外派遣事業（アメリカ合衆国）
　～１6日
１月26日 小袖小学校が第18回環境美化教育優良校等表彰　環境大臣賞
３月８日 小久慈市民センターが優良公民館として文部科学大臣表彰
３月20日 文化財の指定（市）：無形民俗文化財「久慈の海女漁の技術」

　　　　　　　　　　　　有形文化財「下戸鎖の馬継所印」
　　　　　　　　　　　　　　〃　　「線刻阿弥陀三尊鏡像」

４月１日 小国小学校が山形小学校と統合
４月23日 来内小学校が子どもの読書活動優秀実践校で文部科学大臣表彰
７月18日 久喜海づくり少年団が清掃奉仕活動で国土交通大臣表彰
８月20日

久慈中学校が全国中学校軟式野球大会出場　ベスト８
　～23日
９月30日 第３回久慈あまちゃんマラソン大会
11月２日 侍浜市民センターが優良公民館として文部科学大臣表彰

平成31年１月８日
平成30年度中高生海外派遣事業（アメリカ合衆国）

　～１7日
２月３日 久慈市文化会館開館20周年
３月５日 復興「ありがとう」ホストタウン登録（リトアニア共和国）
３月７日 三崎中学校が優れた「早寝早起き朝ごはん」運動の推進にかかる文部科学大臣

令和元年８月21日
久慈中学校が全日本中学校陸上競技選手権大会出場

　～24日
９月29日 第４回久慈あまちゃんマラソン大会
10月13日 台風第19号発災
10月29日 「久慈・野田街道」が文化庁選定「歴史の道百選」に追加選定
11月17日 久慈中学校が2019日本管楽合奏コンテスト大会出場　最優秀賞

令和２年１月７日
令和元年度中高生海外派遣事業（アメリカ合衆国）

　～16日
１月14日 小袖小学校が文部科学大臣優秀教職員表彰
２月１日 久慈市立図書館移転事業「さよならレンガ色の図書館」開催
３月３日 新型コロナウイルス感染症一斉休業　～23日
４月１日 久慈市文化会館に再生可能エネルギー電気「アマリングリーンでんき」供給開始


